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は じ め に 

 

 本報告書は、北海道博物館の令和元年度事業実績に関する内部評価報告書である。 

 ここで言う「北海道博物館」とは、北海道立総合博物館条例の第３条で規定する

三つの施設、（１）北海道博物館（以下「博物館」という。）、（２）北海道開拓の村

（以下「開拓の村」という。）、（３）野幌森林公園自然ふれあい交流館（以下「ふ

れあい交流館」という。）のうち、（１）のことを指す。 

令和元年度に博物館が実施した事業実績に関する内部評価は、博物館が策定した

「北海道博物館基本的運営方針」に基づく「中期目標・計画」及び「年度計画」を

対象とし、平成３１（２０１９）年４月から令和２（２０２０）年３月末までの実

績で実施した。令和２（２０２０）年８月中旬に項目別評価を行ない、令和２（２

０２０）年９月３日（木）に内部評価委員会を開催し、総括評価を実施した。 

 なお、博物館の施設及び設備の維持管理、「開拓の村」及び「ふれあい交流館」

の管理運営については、指定管理者制度が導入されており、指定管理者に対する評

価は、知事が定める管理の目標に対する達成度を毎年度、把握、公表することで行

っているため、北海道博物館が行う内部評価の対象外とした。 

 

 
令和元年度 北海道博物館内部評価委員会 委員名簿 

委員長 石森 秀三 北海道博物館 館長 

副委員長 小野寺誠司 北海道博物館 副館長 

副委員長 中村  亘 北海道博物館 アイヌ民族文化担当副館長 

副委員長 小川 正人 北海道博物館 学芸副館長 兼アイヌ民族文化研究センター長
兼研究部長 

委員 川田 宣人 北海道博物館 総務部長 

委員 堀  繁久 北海道博物館 学芸部長 

委員 池田 貴夫 北海道博物館 総務部企画グループ学芸主幹 

委員 水島 未記 北海道博物館 学芸部博物館基盤グループ学芸主幹 

委員 三浦 泰之 北海道博物館 学芸部道民サービスグループ学芸主幹 

委員 甲地 利恵 北海道博物館 学芸部社会貢献グループ学芸主幹 兼アイヌ文
化研究グループ研究主幹 

委員 井田  操 北海道環境生活部 文化局 文化振興課主幹 

委員 小島 圭介 北海道環境生活部 アイヌ政策推進局主幹 

 

事務局 北海道博物館 総務部企画グループ 
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事業実績に関する内部評価にあたっての基本的な考え方 

 

 博物館は、「基本計画」の第２章６項（４）「博物館運営の評価」の趣旨に基づき、平成３０

年度の事業実績に関する内部評価を実施した。 

 なお、博物館は博物館法で定める「登録博物館」、「公立博物館」に該当する施設ではないが、

内部評価を実施するに当たっては、「博物館法」第９条ならびに「博物館の設置及び運営上の望

ましい基準」（文部科学省告示第１６５号）の第４条１項の規程を参考にして実施した。 

 

 博物館が具体的に内部評価を行うに当たっては、当館が策定した「北海道博物館内部評価実

施要領」により次のように実施した。 

 

○目 的 

・博物館が策定した基本的運営方針の達成状況等を自ら点検し、改善を図ること。 

・評価を通じて、博物館の課題・成果を館外で共有してアカウンタビリティ（責任説明）

を明確にして、博物館の運営状況をわかりやすく道民に示すこと。 

 

○評価の実施 

 博物館は、第１期中期目標・計画期間（平成２７年度～平成３１年度）における令和

元年度（平成３１年４月から令和２年３月末まで）の事業実績に関して、次の内部評価

を行った。 

ア．項目別評価 

 各グループが実施した事業に関する点検作業の結果に基づいて、年度計画の項目ご

とに、各グループのグループリーダー（主幹、学芸主幹、研究主幹）が年度事業の実

績ならびに達成状況や課題を記述するとともに、評価基準により評価を行った。 

イ．総括評価 

 項目別評価の結果に基づいて、博物館が設置した「北海道博物館内部評価委員会」

において、全体及び特記事項について記述式により評価を行った。 

 

○項目別評価・総括評価の基準 

評価基準 

判断の目安 

取組の項目に関する事項 

（右欄の項目以外の項目） 

数値目標の項目に 

関する事項 

S 上回って実施している 
取組の結果、所期の成果等を

上回ったとき 

達成度が９０％以上 

（S、A の評価は取組状況

を勘案の上、判断する。） 
A 十分に実施している 

取組の結果、所期の成果等を

得たとき 

B 十分に実施していない 
取り組んではいるが、所期の

成果等を得られなかったとき 

達成度が９０％未満 

（B、C の評価は取組状況

を勘案の上、判断する。） 
C 実施していない 

取組が行われていないとき 
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Ⅰ．総括評価 
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令和元年度 北海道博物館総括評価結果 

 

 

総括評価 

№ 
視 点 

評価 

基準 

１・２ 
（1）博物館活動の基盤となる、展示、調査研究等を推進させる措置 

（2）道民が特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とするための措置 
A 

3 （3）利用者の視点に立った博物館づくりへの措置 A 

4 （4）道民との連携、協働する博物館づくりへの措置 B 

5 （5）北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献する措置 A 

6 （6）道民の知的興味に応える博物館づくりへの措置 A 

7 （7）研究成果を活かし、北海道の豊かな未来の実現に向けた措置。 A 

8 （8）アイヌ文化の振興に寄与すると共に多文化共生社会の実現に向けた措置 A 

9 （9）各の措置を実施するために必要なガバナンス体制の確立に向けた措置 B 

 

 



1・２

№ 評価基準 担当Ｇ

1 A 基盤G

3 A 基盤G

4 A 基盤G

5 B 基盤G

6 A 基盤G

視点 評価基準

・総合展示の維持管理と資料の入替

・総合博物館として様々な企画展を計画・実施

・総合博物館として幅広い研究プロジェクトの計画・実施

・科学研究費補助金等の公的機関等からの研究費の獲得

7 B

・北海道開拓の村歴史的建造物の整備・修繕と建造物内部展示工事の実
施、整備・修繕計画策定。 企画G
・歴史的建造物の内部展示の改修計画の策定。

総括評価

（1）博物館活動の基盤となる、展示、調査研究等を推進させる措置

（2）道民が特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とするための措置

総評

①評価すべき取り組み

A

○資料の収集保存・調査研究・展示など、博物館としての根幹に関わる基本的な
事業は実施できている。
○開拓の村整備事業については、予定していた２棟の補修工事及び内部展示更新
を完了した。（項目No.7）

②改善・注視を要する取組み

○新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のなかで、館外での調査研究活動
について、どの程度実施可能か、引き続き感染状況を注視しながら検討すること
が必要。（項目No.5、6）
○開拓の村については、歴史的建造物の修繕方針の策定や内部展示のあり方な
ど、中長期的な計画の策定が引き続き課題である。（項目No.7）

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は概ね妥当であり、B評価の項目も見られるものの、総合博物館として
の根幹に関わる基本的な機能を維持するための取組は実施できているものと判断
し、総体としてＡ評価とする。

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ １～４

北海道博物館基本的運営方針

１　北海道立の総合博物館として、備えるべき基本的な機能を検証し、その充実を図ります。

項目別評価の結果

目標（値）

・未登録資料の整理・受入

・公開承認施設としての資料保存環境の整備
基盤G2 A

・データベースの新規登録を進める。

（１）総合博物館として、活動の基本となる収集保存、展示、教育普及、調査研究などの機能
を高め、北海道ならではの自然・歴史・文化に関わる遺産を最大限に活かし、質の高い活動を
展開する博物館づくりを推進します。

（２）道民が、充実した博物館資源を活かして、自らのアイデンティティを確かめ、過去に学
び未来を展望することができるとともに、さまざまな情報や人材などが連携するネットワーク
を活かして、特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とすることができる博物館づくりを
推進します。

5
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№ 評価基準 担当Ｇ

8 A 道民G

9 A 道民G

10 A 道民G

11 A 社貢G

13 B 総括G

14 A 総括G

15 A 道民G

16 A 道民G

視点 評価基準

総括評価

（3）利用者の視点に立った博物館づくりへの措置

総評

①評価すべき取り組み

A

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館となった際に、同じく感染
拡大の影響により休校となった小中学校等の子どもたちが自宅で楽しく学べる、
ウェブ上の教材提供コンテンツ「おうちミュージアム」事業を企画・実施すると
ともに、ロゴマークの共有により道内外の博物館等に参画を呼びかけ、全国展開
を図った。（項目No.9）
②改善・注視を要する取組み
○学校団体向け教育プログラムである「はっけんプログラム」の実績値（108
件）は目標値（220件）に達しなかった。前年度実績（114件）を踏まえると大
きくは変わらないが、今後は実施可能なプログラムの改善や周知など学校への働
きかけが必要である。（項目No.8）
○教育普及活動に必要な知識・技術向上のための館職員の研修については、キャ
リアプランに応じた研修派遣など、中長期的な人材育成として考えていくことが
課題として残っている。（項目No.11）
〇野幌森林公園内でのヒグマ出没により、公園内の巡視や公園利用者への注意喚
起などの安全対策業務を最優先したことにより、館運営の一部にも影響が生じ
た。（項目No.12～14）

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は概ね妥当であり、B評価の項目も見られるものの、休館中における利
用者ニーズを踏まえた新たな取組などもあり、利用者の支持は高く保たれている
ものと判断し、総体としてＡ評価とする。

・サインの仕様や設置費の確保、設置箇所等の検討、土地所有者への協
力依頼

・野幌森林公園内の利便性と満足度の向上

・利用の促進に直接つながる戦略的な広報体制の強化・実践

・「北海道博物館赤れんがサテライト」を活用した積極的な広報活動

17 B

・北海道立総合博物館協議会（2回）と専門部会（1回）の運営と実
施。

企画G
・内部評価及び外部評価の計画的実施。

・オーディエンス・リサーチの実施とその検討。

・第２期中期目標・計画（平成32～36年度）の策定。

・あらゆる利用者に対応した教材開発のあり方と活用方法の策定

・はっけん広場の利用者促進

・ミュージアムエデュケ－ター機能の強化に関する取り組み

12 B

・アメニティ施設の設置

総括G・オリジナルグッズの販売

・施設の活用に向けた基準の策定

総括評価№ 対象となる中期目標・計画№ ５、6、8～10

北海道博物館基本的運営方針

２　道民と共に歩み、愛される博物館として、豊かな時間と空間を提供します。

(１) さまざまな人びとが繰り返し訪れ、親しまれる「わかりやすく、おもしろく、ためにな
る」博物館をめざし、利用者の視点に立った、創意工夫に満ちた博物館づくりを推進します。

項目別評価の結果

目標（値）

・子ども向けの魅力あるイベントの充実

6
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№ 評価基準 担当Ｇ

視点 評価基準

・博物館ネットワークの推進と強化。

総括評価

（4）道民との連携、協働する博物館づくりへの措置

総評

①評価すべき取り組み

B

○道民参加型組織の創設については、段階的に推進していく一環として、サーク
ル型学習活動の「ちゃれんが古文書クラブ」を企画・立案した。（項目No.18）

②改善・注視を要する取組み

○第2期中期目標・計画については、作成方針の検討に時間を要し、年度内に作成
ができなかった。目標管理体制が徹底していなかったことのよるものと認識して
いる。（項目No.17）
○道民参加型組織については、これまで「どうするべきか」という理念的な目
標・あり方の議論が中心になっていたが、今後は、目標達成のための戦略を年次
目標に落とし込むような形で具体的に進めていくことが必要であり、その際に
は、担当グループ内でとりまとめつつも、館内で共有しながら取り組むことが必
要。（項目No.18）

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は概ね妥当であり、計画のあり方・進め方、目標管理体制のあり方を
含め、優先して今後の改善・充実化を図るべきものと判断し、Ｂ評価とする。

18 B 企画G
・道民参加型組織の創設と支援に向けた方向性の確立。

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ 7、10

北海道博物館基本的運営方針

２　道民と共に歩み、愛される博物館として、豊かな時間と空間を提供します。

(２) 博物館のさまざまな活動に、道民が利用者としてだけではなく、協働者、ときには　発信
者として多面的に参画する機会を創出することによって、博物館活動をより豊かにし、道民と
連携、協働する博物館づくりを推進します。

項目別評価の結果

目標（値）

17 B

・北海道立総合博物館協議会（2回）と専門部会（1回）の運営と実
施。

企画G・内部評価及び外部評価の計画的実施。

・オーディエンス・リサーチの実施とその検討。

・第２期中期目標・計画（平成32～36年度）の策定。

7
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№ 評価基準 担当Ｇ

19 A 社貢G

視点 評価基準

総括評価

（5）北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献する措置

総評

①評価すべき取り組み

A

○全国的な博物館組織である全国歴史民俗系博物館協議会と連携し、北海道を会
場とした令和元年度年次集会を、北海道博物館・北海道開拓の村において開催
し、全国（道外20施設・道内7施設）から多くの参加を得ることができた。

②改善・注視を要する取組み

○今後は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をふまえた、日本博物館協会
や道内外の博物館等の連携協力が必要となってくる。

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は概ね妥当であり、地域の博物館等とのネットワークが着実に機能し
ているものと判断し、Ａ評価とする。

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ 11

北海道博物館基本的運営方針

３　北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献します。

(１) 北海道の中核的博物館として、地域の博物館等とのネットワークを強固なものとし、共同
研究、事業連携、情報共有、資料の相互活用、人材育成等を積極的に推進することにより、地
域の活性化に貢献します。

項目別評価の結果

目標（値）

質の高い連携による、企業や民間団体、図書館、博物館、自治体等との
連携・協力事業の実施

8
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№ 評価基準 担当Ｇ

視点 評価基準

総括評価

（6）道民の知的興味に応える博物館づくりへの措置

総評

①評価すべき取り組み

A

○図書室については、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を図りながら、順
調な運営ができた。

②改善・注視を要する取組み

○レファレンスについては、依然として記録率の向上が課題として残っている。
○現状では学芸職員が来館・電話・メール等で受けた質問のみをレファレンス数
としてカウントしているが、博物館全体としては、学芸職員以外でも質問も受け
ている（解説員が観覧中の来館者から受ける質問など）ため、目標・実績におけ
るカウントの基準について、明確にする必要がある。

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

評価の妥当性の観点から改善を要する課題が浮かび上がったものの、項目別評価
は概ね妥当であり、情報発信機能およびレファレンス機能が着実に発揮されてい
るものと判断し、Ａ評価とする。

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ 12

北海道博物館基本的運営方針

３　北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献します。

 (２) 博物館ネットワークを活かし、情報の発信力を高めるとともに、レファレンス機能を強化
し、道民の知的興味に応える博物館づくりを推進します。

項目別評価の結果

目標（値）

20 A
・図書室の蔵書の充実及び利用促進

社貢G
・レファレンスサービスの記録化及び活用

9
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№ 評価基準 担当Ｇ

22 A 社貢G

23 A 企画G

視点 評価基準

・研究成果の多様な発信

・道民・北海道への総合的な研究機関としての貢献に向けた体制づくり

総括評価

（7）研究成果を活かし、北海道の豊かな未来の実現に向けた措置。

総評

①評価すべき取り組み

A

○突出した実績数はないが、実習・インターンシップの受け入れ、研究紀要の発
行など、順調に実施できている。（項目No.21、22）
○外部資金を活用して、「視覚障がい者に対応した博物館づくり」をテーマに道
内の博物館等の職員を対象とした研修会を開催し、博物館のバリアフリー化に向
けた利用者の声を認識する機会を創出した。（項目No.23）

②改善・注視を要する取組み

○外来研究員の制度化に向けて検討を進めることが必要。（項目No.21）
○研究成果の発信として、「新聞・報道対応」と「学会発表」「学術雑誌等への
寄稿」を同じウェイトとしてカウントするのは厳しい。（項目No.22）
○学会発表や論文投稿数については、学芸職員の数（30人）に対しての妥当な数
字を目標値とするべき。（項目No.22）
○数字の出し方について、明示・共有しておくことが必要。具体的には、「研究
成果発信」のうち、「新聞・報道対応」については、2015年以来、学術的な知
見の提供以外にも、博物館に関する広報も含めてカウントしていたが、項目別評
価シートを見ただけでは、それがわからない。（項目No.22）

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

評価の妥当性の観点から改善を要する課題が浮かび上がったものの、項目別評価
は概ね妥当であり、北海道の未来に貢献する研究機関としての活動が着実になさ
れているものと判断し、総体としてＡ評価とする。

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№ 13、14

北海道博物館基本的運営方針

４　専門的・総合的な研究を行う博物館として、北海道の未来に貢献します。

(１) 北海道とそれを取り巻く地域の自然・歴史・文化を学際的に調査研究する総合博物館とし
て、その研究成果を活かして北海道の豊かな未来の実現に貢献します。

項目別評価の結果

目標（値）

21 A
・博物館学芸員の後継者および博物館のコアユーザー育成

社貢G
・博物館学系領域の充実化

10
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№ 評価基準 担当G

8 A アイヌ研

9 A アイヌ研

視点 評価基準

②改善・注視を要する取組み

○2020年度に民族共生象徴空間がオープンしたが、依然としてアイヌ文化に対
する注目度が高い状態が続いていることから、アイヌ関係のグループレクチャー
や道内自治体からのレファレンス等の需要が高い状態が続くと考えられる。
○道内自治体との連携・協力については、自治体がアイヌ文化に関する取組みを
進める中で、自治体が所蔵している資料のレファレンス等が増えている。過年度
には北海道博物館所蔵資料に関する報告会を関連地域で実施して、研究成果を地
元と共有したこともあるが、引き続き、地域での文化資源を活かすためにどのよ
うな形で北海道博物館が関われるかを検討する必要がある。

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は概ね妥当であり、着実にアイヌ文化の振興に寄与できているものと
判断し、総体としてＡ評価とする。

7 A
・ホームページ等での情報発信の再開

アイヌ研
・レファレンス記録票の集約・報告時期の定例化

・アイヌ文化に関する普及事業の効果的な実施

・研究紀要、企画テーマ展等を通して研究成果を積極的に発信し、その
内容を充実させる。

総括評価

（8）アイヌ文化の振興に寄与すると共に多文化共生社会の実現に向けた措置

総評

①評価すべき取り組み

A

○学習指導要領の変更等により、アイヌ文化の学習の需要が高まっているため、
アイヌ関係のグループレクチャーやレファレンスが多かったと分析できる。

5 B
・資料群ごとの公開計画の策定

アイヌ研
・計画に基づく新規公開の実施

6 B
・ウエブサイト（ホームページ）の更新計画の策定

アイヌ研
・「ほっかいどうアイヌ語アーカイブ」の掲載資料・コンテンツの追加

2 A

・第14回企画テーマ展の開催。

アイヌ研
・平成3２年度以降の企画テーマ展、巡回展等の開催計画の策定、およ
び特別展開催に関する検討。

・調査研究や研究内容を検討する時間の確保に努め、研究内容を充実さ
せる。

4 A

・資料の整理・登録・配架の策定

アイヌ研
・計画に基づく資料登録の実施

・新収蔵資料紹介の継続的実施

・資料の所在調査等の継続実施

・平成31年度の巡回展の開催について策定し実施する。

アイヌ研3 A
・各個別課題やその成果に基づく事業の策定・実施。

総括評価№ 対象 アイヌ民族文化研究センター実施分

北海道博物館基本的運営方針

４　専門的・総合的な研究を行う博物館として、北海道の未来に貢献します。

(２) アイヌの歴史や有形・無形の文化に関する専門的な研究組織を有する世界で唯一の総合博
物館として、その研究成果を活かし、普及に努め、アイヌ文化の振興に寄与するとともに、多
文化共生社会の実現に貢献します。

項目別評価の結果

目標（値）

1 B

・クローズアップ展示３、４の計画策定
　計画には多様な分野・テーマを盛り込むよう留意

アイヌ研・アイヌ文化Q&Aの定期的な追加・更新実施

・総合展示資料の入れ替え基準を定め、入れ替え計画策定

11
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№ 評価基準 担当G

24 B 総括G

10 B アイヌ研

25 B 文化振興課

視点 評価基準

外部評価項目

ガバナンス体制の育成

　平成27年度末に北海道立総合博物館協議会から提出される評価のあり方に対する答申に応じ
て、中期目標・計画とは別に設定した項目である。

項目別評価の結果

目標（値）

・課題の共有と解決

・研究センター会議（副館長・センター長・非常勤職員の会議／職員全
体の会議等）の定例開催

・課題の共有と解決

総括評価

（9）各の措置を実施するために必要なガバナンス体制の確立に向けた措置

総評

①評価すべき取り組み

B

○博物館においては、管理職による「運営会議」を定期的に開催するなどし、博
物館内の意思決定の迅速化や情報共有を図るとともに、重要な案件については、
本庁とも協議しながら予算の確保にも努め、課題解決に当たっている。（項目
No.24）

②改善・注視を要する取組み

○北海道博物館と本庁（文化振興課）との情報共有・協議については、都度都度
行っているが、問題点の整理や進捗の共有を図るために定期的な打ち合わせの機
会を持つなど、より密に協力・連携を強化する体制が必要。（項目No.24、25）
○アイヌ民族文化研究センター内においては定期的な打ち合わせを設けている
が、結果の共有などは不十分で、引き続き課題。（項目No.10（研究センター番号））

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価は概ね妥当であり、A評価の項目も見られるものの、課題の共有とその
解決に向け、より強固なガバナンス体制・目標管理体制が不可欠と判断し、総体
としてＢ評価とする。

総括評価№ 対象とする中期目標・計画№

12
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総括評価・項目別評価 項目一覧  

 

【総括評価項目】 

（１）博物館活動の基盤となる、展示、調査研究等を推進させる措置 

（２）道民が特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とするための措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№１  未登録資料の整理・受入………………………………………………………１７ 

№２  公開承認施設としての資料保存環境の整備 ほか…………………………１８ 

№３  総合展示の維持管理と資料の入替……………………………………………１９ 

№４  総合博物館として様々な企画展を計画・実施………………………………２０ 

№５  総合博物館として幅広い研究プロジェクトの計画・実施…………………２１ 

№６  科学研究費補助金等の公的機関等からの研究費の獲得……………………２２ 

№７  北海道開拓の村歴史的建造物の整備・修繕と 

建造物内部展示工事の実施、整備・修繕計画策定 ほか……………２３ 

 

【総括評価項目】 

（３）利用者の視点に立った博物館づくりへの措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№８  子ども向けの魅力あるイベントの充実………………………………………２４ 

№９  あらゆる利用者に対応した教材開発のあり方と活用方法の策定…………２５ 

№１０ はっけん広場の利用者促進……………………………………………………２６ 

№１１ ミュージアムエデュケ－ター機能の強化に関する取り組み………………２７ 

№１２ アメニティ施設の設置 ほか…………………………………………………２８ 

№１３ サインの仕様や設置費の確保 ほか……………………………………… ２９ 

№１４ 野幌森林公園内の利便性と満足度の向上……………………………………３０ 

№１５ 利用の促進に直接つながる戦略的な広報体制の強化・実践………………３１ 

№１６ 「北海道博物館赤れんがサテライト」を活用した積極的な広報活動……３２ 

№１７ 北海道立総合博物館協議会と専門部会の運営と実施 ほか………………３３ 

 

【総括評価項目】 

（４）道民との連携、協働する博物館づくりへの措置 

 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№１７ 北海道立総合博物館協議会と専門部会の運営と実施 ほか………………３３ 

№１８ 道民参加型組織の創設と支援に向けた方向性の確立………………………３４ 
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【総括評価項目】 

（５）北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献する措置 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№１９ 質の高い連携による企業や民間団体、博物館、自治体等との 

連携・協力事業の実施……………………………………………………３５ 

【総括評価項目】 

（６）道民の知的興味に応える博物館づくりへの措置 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№２０ 図書室の蔵書の充実及び利用促進 ほか……………………………………３６ 

【総括評価項目】 

（７）研究成果を活かし、北海道の豊かな未来の実現に向けた措置 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№２１ 博物館学芸員の後継者及び博物館のコアユーザー育成 ほか……………３７ 

№２２ 研究成果の多様な発信…………………………………………………………３８ 

№２３ 道民・北海道への総合的な研究機関としての貢献に向けた体制づくり…３９ 

【総括評価項目】 

（８）アイヌ文化の振興に寄与すると共に多文化共生社会の実現に向けた措置 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№１  クローズアップ展示３、４の計画策定 ほか………………………………４０ 

№２  第１４回企画テーマ展の開催 ほか…………………………………………４１ 

№３ 各個別課題やその成果に基づく事業の策定・実施 ほか……………４２ 

№４  資料の整理・登録・配架の策定 ほか…………………………………………４３ 

№５  資料群ごとの公開計画の策定 ほか ………………………………………４４ 

№６  ウェブサイト（ホームページ）の更新計画の策定 ほか……………………４５ 

№７  ホームページ等での情報発信の再開 ほか…………………………………４６ 

№８  アイヌ文化に関する普及事業の効果的な実施体制…………………………４７ 

№９  研究紀要、企画テーマ展等を通して研究成果を積極的に発信……………４８ 

【総括評価項目】 

（９）各の措置を実施するために必要なガバナンス体制の確立に向けた措置 

［対象となる項目別評価の目標（値）］ 

№２４  課題の共有と解決……………………………………………………………４９ 

№１０  研究センター会議の定例開催………………………………………………５０ 

№２５  課題の共有と解決……………………………………………………………５１ 
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実
施

の
項

目
】

①
樺

太
連

盟
資

料
の

寄
贈

に
つ

い
て

は
、

純
粋

に
事

務
的

な
手

続
き

の
遅

れ
の

た
め

、
次

年
度

に
持

ち
越

し
と

な
っ

た
。

④
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
受

け
入

れ
の

た
め

の
工

程
の

再
整

備
、

特
に

収
蔵

資
料

の
受

入
・

登
録

に
係

る
書

類
の

フ
ロ

ー
の

見
直

し
に

よ
る

効
率

化
・

簡
素

化
を

目
指

し
て

い
る

が
、

次
年

度
予

定
の

情
報

シ
ス

テ
ム

（
資

料
管

理
シ

ス
テ

ム
）

更
新

に
合

わ
せ

て
実

施
し

た
方

が
合

理
的

と
判

断
し

、
今

年
度

は
未

実
施

。

【
達

成
度

が
極

度
に

高
い

項
目

】
①

受
入

資
料

件
数

に
つ

い
て

は
、

判
断

数
値

の
2

7
4

％
で

あ
っ

た
が

、
毎

年
恒

常
的

に
同

じ
件

数
が

受
入

に
な

る
訳

で
は

な
い

た
め

、
多

寡
を

論
じ

て
も

あ
ま

り
意

味
が

な
い

。
こ

れ
に

よ
る

他
業

務
へ

の
負

担
の

し
わ

寄
せ

は
特

に
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

【
計

画
に

な
か

っ
た

項
目

】
③

年
度

計
画

に
は

あ
っ

た
が

具
体

的
な

刊
行

対
象

が
決

ま
っ

て
い

な
か

っ
た

『
資

料
目

録
』

に
つ

い
て

は
、

「
フ

ラ
ー

シ
ェ

ム
・

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

」
を

刊
行

し
た

。
③

平
成

2
9

年
度

に
「

弥
永

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

」
を

『
一

括
資

料
目

録
』

と
し

て
刊

行
し

た
が

、
こ

れ
を

統
合

し
『

北
海

道
博

物
館

資
料

目
録

』
と

し
て

シ
リ

ー
ズ

化
す

る
こ

と
を

決
め

た
。

【
今

後
の

課
題

】
③

目
録

の
恒

常
的

刊
行

の
た

め
の

フ
ロ

ー
の

確
定

と
規

定
類

の
整

備
が

課
題

。
④

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

受
け

入
れ

の
た

め
の

工
程

、
資

料
の

受
入

・
登

録
に

係
る

フ
ロ

ー
の

見
直

し
の

実
施

が
課

題
。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】
①

樺
太

連
盟

資
料

受
入

が
予

定
。

①
資

料
情

報
件

数
6

0
件

　
調

査
収

集
件

数
2

5
件

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

点
検

項
目

集
計

未
登

録
資

料
の

整
理

・
受

入

・
資

料
審

査
会

の
実

施
回

数
（

1
2

回
）

・
受

入
資

料
件

数
（

3
0

0
件

）

A

令
和

２
年

度

目
標

（
値

）
達

成
状

況

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

年
度

計
画

（
案

）

H
2

7

・
受

け
入

れ
資

料
件

数
S

恒
常

的
に

実
施

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

１
　

資
料

の
収

集
・

保
存

中
期

目
標

・
計

画

①
資

料
収

集
の

方
針

に
基

づ
き

、
貴

重
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
含

め
た

資
料

を
収

集
す

る
。

②
収

集
し

た
資

料
に

つ
い

て
の

調
査

を
実

施
し

、
整

理
・

分
類

・
登

録
し

た
後

、
新

規
受

入
資

料
の

写
真

撮
影

及
び

収
蔵

番
号

の
注

記
作

業
等

を
進

め
る

。

③
一

括
で

寄
贈

を
受

け
た

貴
重

な
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
目

録
の

刊
行

に
向

け
た

作
業

を
進

め
る

。

④
貴

重
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
受

け
入

れ
る

に
あ

た
っ

て
、

全
体

的
な

工
程

の
再

整
備

を
進

め
る

。
特

に
、

収
蔵

資
料

の
受

入
・

登
録

に
係

る
書

類
に

つ
い

て
デ

ー
タ

整
理

の
在

り
方

を
整

備
し

、
事

務
手

続
き

の
効

率
化

を
図

る
。

目
標

値
番

号
中

期
目

標
・

計
画

番
号

1
-1

ア
資

料
収

集
方

針
に

基
づ

き
、

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

後
世

に
残

す
べ

き
遺

産
を

適
切

に
収

集
す

る
。

イ
収

集
し

た
資

料
に

つ
い

て
は

、
速

や
か

に
調

査
し

、
適

切
に

整
理

・
分

類
・

登
録

す
る

。

そ
の

他
の

達
成

状
況

①
資

料
収

集
方

針
に

基
づ

く
資

料
の

収
集

②
収

集
資

料
の

整
理

・
分

類
・

登
録

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

3
3

～
3

5
ペ

ー
ジ

②
新

規
受

入
資

料
の

写
真

撮
影

お
よ

び
収

蔵
番

号
の

注
記

作
業

等

③
一

括
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
の

目
録

刊
行

④
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
受

入
の

全
体

的
な

工
程

の
再

整
備

判
断

数
値

実
績

値
評

点
・

資
料

審
査

会
の

実
施

回
数

A

④
資

料
の

受
入

・
登

録
に

か
か

る
書

類
の

デ
ー

タ
整

理
の

整
備

恒
常

的
に

実
施

1
種

〇 ×〇 ×

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

恒
常

的
に

実
施

新
年

度
の

重
点

課
題

（
優

先
度

↑
）

新
規

立
ち

上
げ

〇 〇

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

①
北

海
道

博
物

館
資

料
収

集
基

本
方

針
に

基
づ

く
収

集
活

動
を

継
続

的
に

実
施
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2
担

当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

計
○

×
6

5
1

5
5

0
3

3
0

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度

4
1

1
回

1
0

3
%

2
0

件
1

0
0

%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

○

（
２

）
収

蔵
機

能
の

強
化

年
度

計
画

（
案

）

令
和

２
年

度

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）

目
標

値
番

号
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

中
期

目
標

・
計

画

中
期

目
標

・
計

画
番

号

1
0

4
%

A

1
-2

～
4

１
　

資
料

の
収

集
・

保
存

(２
)

収
蔵

機
能

の
強

化
　

(３
) 

資
料

保
存

環
境

の
維

持
　

(４
) 

収
蔵

資
料

の
利

用
へ

の
対

応

回

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

収
蔵

資
料

の
特

別
観

覧
や

刊
行

物
な

ど
へ

の
使

用
、

道
内

外
の

博
物

館
な

ど
へ

の
貸

出
し

に
積

極
的

に
対

応
し

、
よ

り
多

く
の

人
び

と
が

北
海

道
博

物
館

の
収

蔵
資

料
を

利
用

す
る

機
会

を
創

出
す

る
。

令
和

元
年

度

（
３

）
資

料
保

存
環

境
の

維
持

①
適

切
な

資
料

保
存

環
境

の
維

持
に

向
け

た
取

（
４

）
収

蔵
資

料
の

利
用

へ
の

対
応

①
資

料
の

貸
出

へ
の

対
応

・
清

掃
（

収
蔵

庫
清

掃
、

展
示

室
大

掃
除

）
（

３
）

①
　

収
蔵

保
存

環
境

の
維

持

A

資
料

貸
出

資
料

件
数

そ
の

他
の

達
成

状
況

資
料

収
蔵

環
境

管
理

に
関

す
る

連
絡

会
議

1
2

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

点
検

項
目

集
計

(４
) 

収
蔵

資
料

の
利

用
へ

の
対

応

ウ
市

町
村

合
併

な
ど

地
域

社
会

の
急

激
な

変
動

に
よ

る
資

料
の

散
逸

な
ど

の
課

題
に

対
し

、
北

海
道

の
中

核
的

博
物

館
と

し
て

、
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
遺

産
を

保
存

・
継

承
す

る
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

、
そ

の
受

け
皿

と
し

て
の

収
蔵

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
。

ア
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

適
正

な
運

用
に

よ
り

、
資

料
の

受
入

れ
、

出
納

や
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

情
報

を
一

元
的

に
管

理
す

る
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
利

用
者

へ
の

資
料

情
報

の
提

供
に

役
立

て
る

。

実
績

値

・
資

料
収

蔵
環

境
管

理
等

に
関

す
る

連
絡

会
議

の
開

催
数

（
1

2
回

）
・

IP
M

に
関

わ
る

作
業

の
実

施
回

数
（

4
0

0
回

）
・

特
別

観
覧

（
収

蔵
資

料
の

熟
覧

）
承

認
申

請
数

（
5

0
件

）
・

模
写

品
等

刊
行

等
（

収
蔵

資
料

の
出

版
物

等
へ

の
写

真
・

図
版

掲
載

）
承

認
申

請
数

（
1

3
0

件
）

・
資

料
貸

出
資

料
件

数
（

2
0

件
）

【
未

実
施

の
項

目
】

(2
)①

資
料

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
公

開
情

報
は

特
に

追
加

等
は

で
き

な
か

っ
た

。

【
今

後
の

課
題

】
(2

)②
被

災
資

料
の

受
入

や
保

存
処

理
な

ど
に

つ
い

て
は

、
一

部
の

災
害

に
つ

い
て

実
践

し
つ

つ
、

日
本

博
物

館
協

会
・

北
海

道
博

物
館

協
会

な
ど

と
連

携
し

て
い

る
が

、
機

能
・

体
制

整
備

は
継

続
課

題
で

あ
る

。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】
(2

)次
年

度
に

は
情

報
シ

ス
テ

ム
（

資
料

管
理

シ
ス

テ
ム

）
更

新
を

予
定

し
て

お
り

、
恒

常
的

な
運

用
に

加
え

て
、

シ
ス

テ
ム

の
移

行
を

滞
り

な
く

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
(3

)①
受

入
予

定
の

樺
太

連
盟

資
料

は
こ

れ
ま

で
の

収
蔵

庫
と

は
別

の
部

屋
に

収
納

す
る

た
め

、
収

蔵
環

境
の

管
理

は
特

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
そ

の
他

特
記

事
項

】
中

期
目

標
に

あ
る

「
出

納
や

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
情

報
を

一
元

的
に

管
理

す
る

体
制

を
強

化
す

る
」

に
つ

い
て

は
、

次
年

度
予

定
の

情
報

シ
ス

テ
ム

（
資

料
管

理
シ

ス
テ

ム
）

更
新

に
合

わ
せ

て
検

討
・

実
施

す
る

べ
き

で
あ

る
。

（
２

）
②

　
災

害
発

生
時

に
お

け
る

体
制

整
備

に
向

け
た

検
討

（
２

）
③

　
収

蔵
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

（
２

）
①

　
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

資
料

情
報

を
登

録

〇

9
3

5
件

実
践

し
つ

つ
検

討
の

み 恒
常

的
に

実
施

恒
常

的
に

実
施

恒
常

的
に

実
施

（
２

）
①

　
資

料
移

動
の

記
録

（
２

）
①

　
公

開
情

報
の

更
新

判
断

数
値

恒
常

的
に

実
施

特
別

観
覧

（
収

蔵
資

料
の

熟
覧

）
承

認
申

請
数

〇 〇 〇 〇

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

3
3

～
3

5
ペ

ー
ジ

件

（
２

）
収

蔵
機

能
の

強
化

①
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

資
料

情
報

を
速

や
か

に
登

録
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

後
の

資
料

移
動

の
記

録
や

公
開

情
報

の
更

新
を

含
め

、
シ

ス
テ

ム
の

円
滑

な
運

用
を

進
め

る
。

②
災

害
発

生
時

に
お

け
る

被
災

資
料

の
受

入
や

保
存

処
理

な
ど

の
機

能
・

体
制

整
備

に
向

け
、

日
本

博
物

館
協

会
な

ど
の

動
き

と
連

動
し

な
が

ら
、

検
討

を
進

め
る

。

③
収

蔵
庫

各
室

の
用

途
見

直
し

や
資

料
の

性
質

に
応

じ
た

保
存

方
法

の
検

討
な

ど
に

よ
り

、
収

蔵
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

に
取

り
組

む
。

（
３

）
資

料
保

存
環

境
の

維
持

①
温

湿
度

管
理

、
薬

剤
だ

け
に

頼
ら

な
い

方
法

に
よ

る
虫

菌
害

防
除

対
策

（
Ｉ

Ｐ
Ｍ

）
、

災
害

対
策

、
環

境
調

査
・

清
掃

を
徹

底
し

、
適

切
な

資
料

保
存

環
境

の
維

持
に

努
め

る
。

（
４

）
収

蔵
資

料
の

利
用

へ
の

対
応

①
収

蔵
資

料
の

特
別

観
覧

や
刊

行
物

な
ど

へ
の

使
用

、
道

内
外

の
博

物
館

な
ど

へ
の

貸
出

し
に

積
極

的
に

対
応

す
る

。

・
公

開
承

認
施

設
と

し
て

の
資

料
保

存
環

境
の

整
備

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

新
規

登
録

を
進

め
る

。

1
3

5

（
４

）
①

　
収

蔵
資

料
利

用
へ

の
対

応

模
写

品
等

刊
行

等
（

収
蔵

資
料

の
出

版
物

等
へ

の
写

真
・

図
版

掲
載

）
承

認
申

請
数

IP
M

に
関

わ
る

作
業

A A 〇 ×

1
0

0
%

A

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

(２
) 

収
蔵

機
能

の
強

化

貴
重

な
公

共
の

財
産

を
預

か
る

立
場

か
ら

、
温

湿
度

管
理

、
薬

剤
だ

け
に

頼
ら

な
い

方
法

に
よ

る
虫

菌
害

防
除

対
策

（
Ｉ

Ｐ
Ｍ

）
、

災
害

対
策

な
ど

を
徹

底
し

、
適

切
な

資
料

保
存

環
境

の
維

持
に

努
め

る
。

目
標

（
値

）
（

案
）

○
資

料
の

貸
出

へ
の

対
応

　
　

2
5

件
5

0
0

点
○

特
別

観
覧

（
収

蔵
資

料
の

熟
覧

）
へ

の
対

応
　

　
7

0
件

1
,0

0
0

点 ○
模

写
品

等
使

用
（

収
蔵

資
料

の
出

版
物

等
へ

の
写

真
・

図
版

掲
載

）
へ

の
対

応
　

　
1

2
0

件
3

0
0

点
（

北
海

道
博

物
館

資
料

）
　

　
4

0
件

1
5

0
点

（
開

拓
の

村
建

造
物

）
③

模
写

品
等

使
用

（
収

蔵
資

料
の

出
版

物
等

へ
の

写
真

・
図

版
掲

載
）

へ
の

対
応

（
北

海
道

博
物

館
資

料
・

開
拓

の
村

建
造

物
）

②
資

料
の

特
別

観
覧

（
収

蔵
資

料
の

熟
覧

）
へ

の
対

応

②
文

化
財

保
護

法
に

も
と

づ
く

公
開

承
認

施
設

（
国

宝
・

重
要

文
化

財
等

の
公

開
に

適
し

た
施

設
・

設
備

・
体

制
を

備
え

た
施

設
）

の
更

新

評
点

イ
東

日
本

大
震

災
時

の
教

訓
を

活
か

し
、

災
害

発
生

時
の

被
災

資
料

の
受

入
れ

や
保

存
処

理
な

ど
に

対
応

で
き

る
機

能
と

体
制

を
整

備
す

る
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
２

）

（
３

）

（
４

）

③
収

蔵
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

に
向

け
た

検
討

・
取

組②
収

集
し

た
樺

連
資

料
の

ア
ー

カ
イ

ブ
化

①
情

報
シ

ス
テ

ム
更

新
お

よ
び

そ
れ

に
伴

う
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
適

切
な

移
行

①
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

適
切

か
つ

安
全

な
運

用
・

更
新

新
規

立
ち

上
げ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

1
3

6
%

A
6

8
件

前
年

度
比

(３
) 

資
料

保
存

環
境

の
維

持

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

H
2

7 ・
収

蔵
環

境
の

維
持

（
収

蔵
庫

内
巡

回
・

目
視

、
収

蔵
庫

内
の

除
湿

機
稼

働
等

）

・
備

品
・

資
料

へ
の

措
置

（
展

示
ケ

ー
ス

の
化

学
物

質
の

除
去

作
業

等
）

・
収

蔵
環

境
の

測
定

（
捕

虫
ト

ラ
ッ

プ
の

設
置

・
回

収
と

調
査

、
落

下
菌

測
定

等
）

④
災

害
発

生
時

の
被

災
資

料
の

受
入

れ
や

保
存

処
理

な
ど

に
対

応
で

き
る

機
能

と
体

制
の

整
備

に
向

け
た

検
討

・
取

組
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3
担

当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

○
○

○
○

計
○

×
2

1
1

8
3

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
7

8
,5

7
9

人
1

0
9

%

6
,0

9
1

人
1

5
2

%

達
成

度
2

3
件

1
0

0
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

う
ち

外
国

人
利

用
者

数
A

年
度

計
画

（
案

）

①
総

合
展

示
室

に
お

け
る

展
示

資
料

の
入

替
え

⑥
子

供
の

興
味

を
喚

起
す

る
展

示
手

法
の

導
入

目
標

値
番

号
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

(１
)

総
合

展
示

室
の

運
営

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

-1

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

イ
総

合
展

示
の

展
示

資
料

に
つ

い
て

、
道

民
及

び
関

連
機

関
に

知
ら

せ
る

た
め

、
そ

の
全

体
像

と
個

々
の

資
料

の
基

本
情

報
を

記
し

た
目

録
を

刊
行

す
る

。

目
標

（
値

）

総
合

展
示

室
利

用
者

数
 

判
断

数
値

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

件
数

総
合

展
示

室
の

展
示

品
の

入
替

件
数

②
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

コ
ー

ナ
ー

の
更

新
③

来
館

者
参

加
型

展
示

コ
ー

ナ
ー

の
入

替
え

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
実

績
値

⑤
学

芸
員

紹
介

コ
ー

ナ
ー

の
入

替
え

評
点 A

実
績

値

A

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

3
6

～
3

8
ペ

ー
ジ

②
総

合
展

示
室

と
特

別
展

示
室

の
相

互
利

用
を

促
進

す
る

展
示

手
法

の
導

入
⑧

【
重

点
／

新
規

】
収

集
し

た
樺

連
資

料
に

関
す

る
展

示

⑥
休

憩
ラ

ウ
ン

ジ
に

お
け

る
道

民
参

加
型

展
示

①
総

合
展

示
の

定
期

的
な

展
示

入
替

え

・
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

の
件

数
（

2
3

件
）

・
総

合
展

示
室

の
展

示
品

の
入

替
件

数
（

4
0

件
）

A
①

総
合

展
示

の
定

期
的

な
入

替
え

を
実

施
す

る
。

②
総

合
展

示
室

と
特

別
展

示
室

の
相

互
利

用
を

促
進

す
る

展
示

手
法

を
導

入
す

る
。

③
す

べ
て

の
人

が
利

用
し

や
す

い
展

示
空

間
の

整
備

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

。

④
総

合
展

示
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
努

め
る

。

⑤
総

合
展

示
の

防
犯

体
制

の
見

直
し

を
進

め
る

。

⑥
子

ど
も

の
興

味
を

喚
起

す
る

展
示

手
法

を
導

入
す

る
。

（
※

　
総

合
展

示
に

つ
い

て
は

、
部

分
的

な
資

料
入

替
は

実
施

し
て

い
る

が
、

基
本

的
に

現
在

の
展

示
を

維
持

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
た

め
、

実
現

可
能

な
目

標
値

と
し

て
、

過
去

5
年

間
の

目
標

値
の

1
年

間
分

（
3

6
2

,0
0

0
人

÷
5

年
=7

2
,0

0
0

人
、

う
ち

外
国

人
利

用
者

1
9

,0
0

0
人

÷
5

年
=

約
4

,0
0

0
人

）
を

目
標

値
と

し
た

）

（
う

ち
外

国
人

利
用

者
数

　
1

9
,0

0
0

人
）

・
総

合
展

示
の

維
持

管
理

と
資

料
の

入
替

・
総

合
展

示
室

利
用

者
数 　

7
2

,4
0

0
人

　
う

ち
外

国
人

利
用

者
数 　

4
,0

0
0

人

【
未

実
施

の
項

目
】

③
す

べ
て

の
人

が
利

用
し

や
す

い
展

示
空

間
の

整
備

に
向

け
た

検
討

、
⑤

防
犯

体
制

の
見

直
し

に
つ

い
て

は
未

実
施

。

【
計

画
に

な
か

っ
た

項
目

】
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
2

月
2

9
日

よ
り

年
度

末
ま

で
臨

時
休

館
と

い
う

前
代

未
聞

の
事

態
と

な
り

、
こ

の
ほ

ぼ
１

か
月

分
は

利
用

者
数

が
ゼ

ロ
と

な
っ

た
。

【
今

後
の

課
題

】
③

す
べ

て
の

人
が

利
用

し
や

す
い

展
示

空
間

の
整

備
に

向
け

た
検

討
、

⑤
防

犯
体

制
の

見
直

し
の

実
施

が
課

題
。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】
③

⑤
⑥

に
つ

い
て

、
次

年
度

以
降

で
総

合
展

示
の

部
分

改
修

（
改

訂
）

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く

中
で

意
識

し
て

盛
り

込
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。

6
8

件
1

7
0

%
A

ア
最

新
の

研
究

成
果

を
反

映
し

た
総

合
展

示
の

定
期

的
な

入
替

え
に

よ
り

、
来

る
た

び
に

違
う

、
飽

き
な

い
展

示
を

演
出

す
る

と
と

も
に

、
年

齢
、

母
語

、
障

が
い

の
有

無
な

ど
を

問
わ

ず
、

す
べ

て
の

方
に

わ
か

り
や

す
く

、
楽

し
め

る
展

示
空

間
を

提
供

す
る

。

ウ
総

合
展

示
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
努

め
る

。

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

H
2

7

◎

★
総

合
展

示
室

の
利

用
者

数
（

う
ち

外
国

人
利

用
者

数
）

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
　

設
定

内
容

　
目

標
値

（
5

年
間

）
　

総
合

展
示

室
利

用
者

数
　

 3
6

2
,0

0
0

人

中
期

目
標

・
計

画

２
　

展
示

年
度

計
画

点
検

項
目

集
計

令
和

２
年

度

そ
の

他
の

達
成

状
況

③
す

べ
て

の
人

が
利

用
し

や
す

い
展

示
空

間
整

備
に

向
け

た
検

討

④
総

合
展

示
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス ⑤

総
合

展
示

の
防

犯
体

制
の

見
直

し

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 ○ 〇 × 〇〇 ×

6
8

件

「
ア

イ
ヌ

語
地

名
と

北
海

道
」

で
総

合
展

示
室

を
第

２
会

場
に

恒
常

的
に

実
施

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

一
部

で
実

施

目
標

（
値

）
達

成
状

況

評
点

目
標

（
値

）
（

案
）

新
規

立
ち

上
げ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

④
第

4
テ

ー
マ

「
今

と
こ

れ
か

ら
を

つ
く

る
」

の
入

替
え

⑦
総

合
展

示
の

展
示

資
料

目
録

を
公

開
・

更
新

す
る

。

⑨
【

新
規

】
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
た

総
合

展
示

の
検

証
、

段
階

的
部

分
改

修
の

検
討

・
計

画
作

成
・

取
組

前
年

度
比

新
年

度
の

重
点

課
題

（
優

先
度

↑
）

①
総

合
展

示
室

の
展

示
品

の
入

替
　

　
4

0
件

②
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

コ
ー

ナ
ー

の
更

新
　

　
2

7
件

③
来

館
者

参
加

型
展

示
コ

ー
ナ

ー
の

入
替

え
　

　
４

件
④

第
4

テ
ー

マ
「

今
と

こ
れ

か
ら

を
つ

く
る

」
の

入
替

え
　

　
3

件
⑤

学
芸

員
紹

介
コ

ー
ナ

ー
の

入
替

え
１

回
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4
担

当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

◎
◎

◎
◎

計
○

×
7

6
1

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
6

9
,3

8
8

人
8

7
%

達
成

度
6

9
,3

8
8

人
8

7
%

9
5

.0
％

1
1

2
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

ウ
北

海
道

博
物

館
独

自
の

研
究

成
果

を
積

極
的

に
反

映
し

た
企

画
展

示
を

開
催

す
る

。

ア
他

の
博

物
館

や
民

間
企

業
と

の
連

携
・

協
働

、
全

国
規

模
の

巡
回

展
の

誘
致

に
よ

り
、

よ
り

魅
力

的
な

企
画

展
示

を
実

現
す

る
。

イ
道

民
の

研
究

成
果

や
創

作
活

動
の

発
表

な
ど

、
道

民
参

加
型

の
企

画
展

示
を

導
入

し
、

道
民

と
の

連
携

促
進

を
図

る
。

★
特

別
展

示
室

の
利

用
者

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

　
設

定
内

容
　

目
標

値
（

5
年

間
）

　
特

別
展

示
室

利
用

者
数

　
 2

8
8

,0
0

0
人

中
期

目
標

・
計

画

目
標

（
値

）
実

績
値

評
点

企
画

展
の

利
用

者
数

特
別

展
示

室
利

用
者

数
B

判
断

数
値

H
2

7

前
年

度
比

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目 令

和
元

年
度

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）

点
検

項
目

集
計

A

令
和

２
年

度

B
企

画
展

の
満

足
度

A

実
績

値
評

点

◎

２
　

展
示

(２
)

企
画

展
示

の
開

催

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

-2
目

標
値

番
号

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

①
他

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
企

画
展

示
の

開
催

〇

そ
の

他
、

館
内

外
で

実
施

し
た

展
示

（
特

別
展

・
企

画
テ

ー
マ

展
以

外
）

4
件

2
0

0
%

S

そ
の

他
の

達
成

状
況

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 〇

②
収

蔵
資

料
を

積
極

的
に

公
開

す
る

展
示

の
実

施
蔵

出
し

展
「

模
型

で
見

る
札

幌
建

築
物

語
」

ほ
か

〇

②
道

民
参

加
型

の
企

画
展

示
の

実
施

企
画

テ
ー

マ
展

「
北

の
手

仕
事

2
0

1
9

」
ほ

か

②
研

究
成

果
を

反
映

し
た

展
示

の
実

施
全

企
画

展
で

そ
れ

ぞ
れ

研
究

成
果

を
反

映

・
企

画
展

の
利

用
者

数
と

満
足

度
（

8
0

,0
0

0
人

／
8

5
％

）

・
そ

の
他

、
館

内
外

で
実

施
し

た
展

示
件

数
（

2
件

）
〇

③
次

年
度

以
降

の
企

画
展

示
の

計
画

・
準

備
順

調
に

計
画

・
準

備
を

行
っ

た
〇

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

3
9

～
4

2
ペ

ー
ジ

①
魅

力
的

な
企

画
展

示
を

本
庁

、
道

内
外

の
博

物
館

、
民

間
企

業
等

と
連

携
し

て
開

催
す

る
。

②
研

究
成

果
を

反
映

し
た

展
示

、
収

蔵
資

料
を

積
極

的
に

公
開

す
る

展
示

、
及

び
道

民
参

加
型

の
企

画
展

示
を

開
催

す
る

。

③
次

年
度

以
降

の
企

画
展

示
の

計
画

、
事

前
調

査
な

ど
の

準
備

を
進

め
る

。

（
※

　
来

年
度

の
企

画
展

示
に

つ
い

て
は

、
今

年
度

同
様

、
特

別
展

1
回

、
企

画
テ

ー
マ

展
3

回
、

外
部

連
携

展
示

1
回

を
計

画
し

て
い

る
た

め
、

今
年

度
同

様
８

0
,0

0
0

人
を

目
標

値
と

す
る

。
過

去
の

企
画

展
示

を
分

析
し

た
結

果
、

満
足

度
目

標
値

9
0

％
は

、
多

様
な

意
見

の
方

が
い

る
な

か
で

、
現

実
的

な
目

標
値

で
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
現

実
的

な
目

標
値

と
し

て
8

5
％

を
設

定
す

る
）

・
総

合
博

物
館

と
し

て
様

々
な

企
画

展
を

計
画

・
実

施

・
特

別
展

示
室

利
用

者
数 　

8
0

,0
0

0
人

【
達

成
度

が
極

度
に

高
い

項
目

】
・

館
内

外
で

実
施

し
た

展
示

に
つ

い
て

は
、

持
ち

込
み

企
画

の
「

T
U

K
U

IH
O

」
　

が
あ

り
、

か
つ

、
ア

イ
ヌ

巡
回

展
を

計
画

よ
り

多
く

3
回

開
催

し
た

た
め

達
成

度
が

上
が

っ
た

。

【
計

画
に

な
か

っ
た

項
目

】
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
2

月
2

9
日

よ
り

年
度

末
ま

で
臨

時
休

館
と

な
り

、
4

月
5

日
ま

で
開

催
予

定
だ

っ
た

企
画

テ
ー

マ
展

「
北

海
道

神
宮

」
が

こ
の

間
中

止
と

な
り

、
利

用
者

数
に

も
反

映
さ

れ
て

い
る

。
事

前
調

査
等

に
も

支
障

が
出

た
。

【
今

後
の

課
題

】
①

引
き

続
き

、
魅

力
的

な
企

画
展

を
実

施
で

き
る

た
め

に
は

前
年

度
以

前
か

ら
の

準
備

を
充

実
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
が

、
現

状
で

は
実

施
グ

ル
ー

プ
の

決
裁

の
タ

イ
ミ

ン
グ

が
遅

い
た

め
、

早
め

に
準

備
組

織
を

立
ち

上
げ

、
博

物
館

と
し

て
の

公
式

な
活

動
と

し
て

外
部

と
の

交
渉

・
事

前
調

査
等

の
準

備
が

で
き

る
様

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
②

特
別

展
に

関
し

て
は

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

と
連

携
し

た
集

客
重

視
の

テ
ー

マ
と

す
る

場
合

も
あ

る
が

、
一

方
で

は
、

令
和

元
年

度
開

催
の

特
別

展
「

ア
イ

ヌ
語

地
名

と
北

海
道

」
の

よ
う

に
、

博
物

館
と

し
て

の
独

自
の

研
究

成
果

を
反

映
し

た
「

地
に

足
の

つ
い

た
」

テ
ー

マ
も

開
催

す
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
そ

の
バ

ラ
ン

ス
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

②
企

画
展

へ
の

道
民

参
加

の
度

合
は

十
分

と
は

言
え

ず
、

企
画

時
点

で
担

当
職

員
に

意
識

す
る

よ
う

促
す

と
共

に
、

制
度

設
計

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】
①

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

と
も

連
携

し
た

大
型

特
別

展
「

恐
竜

展
2

0
2

0
」

を
実

施
予

定
で

あ
り

、
他

の
企

画
展

や
他

業
務

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
取

り
、

館
全

体
の

運
営

に
支

障
が

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

企
画

テ
ー

マ
展

「
エ

ゾ
シ

カ
」

（
道

庁
、

エ
ゾ

シ
カ

協
会

ほ
か

民
間

と
連

携
）

、
「

北
海

道
神

宮
」

（
北

海
道

神
宮

と
連

携
）

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

①
特

別
展

の
開

催
1

回
②

企
画

テ
ー

マ
展

の
開

催
3

回
③

ア
イ

ヌ
文

化
巡

回
展

の
開

催
1

回

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

①
特

別
展

の
開

催
②

企
画

テ
ー

マ
展

の
開

催
③

ア
イ

ヌ
文

化
巡

回
展

の
開

催

20



5
担

当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

◎
◎

◎
◎

計
○

×
1

5
1

3
2

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】
有

×

検
討

の
結

果
２

課
題

を
選

定

サ
ハ

リ
ン

、
ア

ル
バ

ー
タ

に
派

遣

〇 ××

1
1

回
実

施

〇

令
和

２
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

H
2

7

◎ 点
検

項
目

集
計

ア
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
に

関
す

る
有

形
・

無
形

の
遺

産
に

関
す

る
調

査
研

究
を

推
進

し
、

そ
の

成
果

を
総

合
展

示
や

企
画

展
示

、
教

育
普

及
事

業
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
道

民
が

自
ら

を
知

り
、

誇
り

や
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
を

確
認

す
る

機
会

の
提

供
に

つ
な

げ
る

。

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

３
　

調
査

研
究

中
期

目
標

・
計

画
番

号
3

-1
目

標
値

番
号

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

⑥
定

例
研

究
報

告
会

の
実

施
　

　
1

2
回

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

①
道

民
・

地
域

と
の

協
働

・
連

携
に

よ
る

地
域

情
報

集
積

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
［

5
課

題
］

②
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
総

合
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

［
4

課
題

］

③
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
［

2
課

題
］

④
北

東
ア

ジ
ア

の
な

か
の

北
海

道
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

［
2

課
題

］

・
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
（

ロ
シ

ア
・

サ
ハ

リ
ン

州
）

と
協

定
書

を
調

印
、

サ
ハ

リ
ン

か
ら

研
究

者
を

招
聘

・
ロ

イ
ヤ

ル
・

ア
ル

バ
ー

タ
博

物
館

（
カ

ナ
ダ

・
ア

ル
バ

ー
タ

州
）

か
ら

研
究

者
を

招
聘

⑥
定

例
研

究
報

告
会

の
実

施
前

年
度

の
業

務
内

容
・

実
績

を
維

持

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

新
年

度
の

重
点

課
題

（
優

先
度

↑
）

⑤
【

重
点

／
新

規
】

収
集

し
た

樺
連

資
料

に
関

す
る

調
査

研
究

イ
道

民
と

連
携

し
た

基
礎

的
な

調
査

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

道
民

の
自

主
的

な
研

究
活

動
・

研
究

発
表

の
場

を
設

け
る

。
ウ

外
部

研
究

機
関

や
外

部
研

究
者

と
連

携
し

な
が

ら
、

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
。

エ
北

東
ア

ジ
ア

諸
地

域
を

は
じ

め
、

北
海

道
と

友
好

関
係

に
あ

る
地

域
、

地
理

的
・

歴
史

的
に

つ
な

が
り

の
あ

る
地

域
、

類
似

点
の

あ
る

地
域

の
博

物
館

や
研

究
機

関
と

の
交

流
及

び
共

同
研

究
を

推
進

す
る

。
オ

館
内

で
の

研
修

会
、

館
外

で
の

長
期

研
修

へ
の

派
遣

な
ど

を
実

施
し

、
職

員
の

研
究

資
質

の
向

上
を

図
る

。

①
新

規
立

ち
上

げ
を

含
め

、
「

道
民

・
地

域
と

の
協

働
・

連
携

に
よ

る
地

域
情

報
集

積
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
課

題
、

「
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
」

総
合

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
課

題
を

実
施

す
る

。
最

終
年

度
と

な
る

2
課

題
に

つ
い

て
成

果
を

ま
と

め
る

と
も

に
、

次
年

度
か

ら
の

研
究

課
題

の
立

ち
上

げ
に

向
け

て
、

早
く

か
ら

検
討

を
行

う
。

②
調

査
研

究
の

あ
り

方
を

検
討

し
、

研
究

推
進

を
図

る
場

と
し

て
設

置
し

た
「

調
査

研
究

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

」
等

に
お

い
て

、
調

査
研

究
へ

の
道

民
参

加
の

具
体

的
仕

組
み

作
り

、
道

民
の

研
究

成
果

の
発

表
の

場
の

確
保

の
具

体
案

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
、

実
現

を
図

る
。

③
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
、

ロ
イ

ヤ
ル

・
ア

ル
バ

ー
タ

博
物

館
と

共
同

研
究

を
継

続
し

て
実

施
し

、
合

せ
て

友
好

関
係

を
深

め
る

。
5

ヶ
年

の
最

終
年

に
あ

た
る

サ
ハ

リ
ン

州
郷

土
博

物
館

と
の

共
同

研
究

に
つ

い
て

は
、

成
果

を
と

り
ま

と
め

、
報

告
書

を
刊

行
す

る
。

④
月

1
回

の
定

例
研

究
報

告
会

を
継

続
し

て
実

施
。

外
部

講
師

の
招

へ
い

を
検

討
し

、
実

現
を

図
る

。

総
合

博
物

館
と

し
て

幅
広

い
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

・
実

施

【
未

実
施

の
項

目
】

②
調

査
研

究
へ

の
道

民
参

加
に

つ
い

て
は

既
に

一
部

の
研

究
課

題
で

実
施

し
て

い
る

が
、

調
査

研
究

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

等
に

お
け

る
規

定
類

の
整

備
な

ど
制

度
設

計
に

関
す

る
検

討
は

進
ま

な
か

っ
た

。
③

サ
ハ

リ
ン

州
郷

土
博

物
館

と
の

共
同

研
究

の
成

果
報

告
書

に
関

し
て

は
、

他
業

務
と

の
兼

ね
合

い
で

刊
行

を
実

現
で

き
な

か
っ

た
。

④
定

例
研

究
報

告
会

へ
の

外
部

講
師

の
招

へ
い

は
未

実
施

。

【
計

画
に

な
か

っ
た

項
目

】
①

③
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
2

月
以

降
は

調
査

の
た

め
の

出
張

等
が

ほ
ぼ

不
可

能
と

な
り

、
遂

行
に

支
障

が
出

た
研

究
課

題
も

あ
っ

た
。

【
今

後
の

課
題

】
③

海
外

共
同

研
究

の
成

果
報

告
書

に
関

し
て

は
、

実
際

に
は

研
究

紀
要

の
執

筆
や

翌
年

度
の

企
画

展
の

準
備

等
、

他
業

務
と

重
複

す
る

時
期

に
な

る
可

能
性

が
高

く
、

刊
行

実
現

の
為

に
は

極
め

て
高

度
な

業
務

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
④

定
例

研
究

報
告

会
へ

の
外

部
講

師
の

招
へ

い
は

、
定

例
研

究
報

告
会

の
開

催
形

態
自

体
の

再
検

討
と

合
わ

せ
て

今
後

の
課

題
と

す
る

。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】
①

ひ
き

つ
づ

き
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

に
調

査
出

張
が

制
限

さ
れ

る
な

ど
の

影
響

が
予

想
さ

れ
る

。
③

次
年

度
は

サ
ハ

リ
ン

州
郷

土
博

物
館

と
の

共
同

研
究

に
つ

い
て

は
覚

書
調

印
の

年
度

に
あ

た
り

、
新

た
な

5
年

間
の

課
題

を
調

整
・

決
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

B
達

成
状

況

②
道

民
の

研
究

成
果

の
発

表
の

場
の

確
保

の
検

討
・

実
現

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

2
2

～
3

1
ペ

ー
ジ〇×実
施

５
課

題

④
定

例
研

究
報

告
会

に
外

部
講

師
を

招
へ

い

④
月

1
回

の
定

例
研

究
報

告
会

を
実

施

③
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
と

の
共

同
研

究
の

成
果

報
告

書
の

刊
行

③
海

外
博

物
館

と
の

共
同

研
究

を
実

施

②
調

査
研

究
へ

の
道

民
参

加
の

具
体

的
仕

組
み

作
り

の
検

討
・

実
現

①
次

年
度

か
ら

の
研

究
課

題
の

立
ち

上
げ

に
向

け
た

早
期

検
討①

最
終

年
度

と
な

る
2

課
題

に
つ

い
て

成
果

公
開

①
「

道
民

・
地

域
と

の
協

働
・

連
携

に
よ

る
地

域
情

報
集

積
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
課

題
の

実
施

①
「

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

」
総

合
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
3

課
題

の
実

施
〇〇

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）

中
期

目
標

・
計

画

研
究

紀
要

な
ど

に
投

稿
〇

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

(１
)

調
査

研
究

の
推

進

３
課

題

21



6
担

当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

◎
◎

◎
◎

計
○

×
1

5
0

0

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

1
1

課
題

①
科

学
研

究
費

に
よ

る
研

究
（

当
館

職
員

が
研

究
代

表
者

で
あ

る
も

の
）

の
実

施
［

1
2

課
題

＋
新

規
分

］

②
科

学
研

究
費

に
よ

る
研

究
（

当
館

職
員

が
研

究
分

担
者

で
あ

る
も

の
）

の
実

施
［

5
課

題
＋

新
規

分
］

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

点
検

項
目

集
計

ア
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
に

関
す

る
有

形
・

無
形

の
遺

産
に

関
す

る
調

査
研

究
を

推
進

し
、

そ
の

成
果

を
総

合
展

示
や

企
画

展
示

、
教

育
普

及
事

業
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
道

民
が

自
ら

を
知

り
、

誇
り

や
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
を

確
認

す
る

機
会

の
提

供
に

つ
な

げ
る

。

H
2

7

◎

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

イ
道

民
と

連
携

し
た

基
礎

的
な

調
査

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

道
民

の
自

主
的

な
研

究
活

動
・

研
究

発
表

の
場

を
設

け
る

。

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

令
和

２
年

度

ウ
外

部
研

究
機

関
や

外
部

研
究

者
と

連
携

し
な

が
ら

、
学

際
的

な
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

す
る

。
エ

北
東

ア
ジ

ア
諸

地
域

を
は

じ
め

、
北

海
道

と
友

好
関

係
に

あ
る

地
域

、
地

理
的

・
歴

史
的

に
つ

な
が

り
の

あ
る

地
域

、
類

似
点

の
あ

る
地

域
の

博
物

館
や

研
究

機
関

と
の

交
流

及
び

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

オ
館

内
で

の
研

修
会

、
館

外
で

の
長

期
研

修
へ

の
派

遣
な

ど
を

実
施

し
、

職
員

の
研

究
資

質
の

向
上

を
図

る
。

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

×〇

研
究

紀
要

な
ど

に
成

果
を

投
稿

年
度

計
画

目
標

（
値

）
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

①
科

学
研

究
費

補
助

金
の

継
続

・
新

規
採

択
さ

れ
た

研
究

課
題

に
つ

い
て

、
研

究
成

果
を

上
げ

る
と

と
も

に
、

館
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

研
究

課
題

の
あ

り
方

に
つ

い
て

議
論

を
進

め
つ

つ
、

新
規

課
題

の
申

請
を

積
極

的
に

行
う

。

②
そ

の
他

の
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

情
報

収
集

を
行

い
、

研
究

活
動

と
合

致
す

る
も

の
を

精
査

し
、

申
請

な
ど

の
手

続
き

を
行

う
。

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

公
的

機
関

等
か

ら
の

研
究

費
の

獲
得

【
未

実
施

の
項

目
】

①
科

学
研

究
費

補
助

金
に

つ
い

て
、

館
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

研
究

課
題

の
あ

り
方

に
関

す
る

議
論

は
特

に
実

施
し

な
か

っ
た

。

【
計

画
に

な
か

っ
た

項
目

】
①

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
に

2
月

以
降

は
調

査
の

た
め

の
出

張
等

が
ほ

ぼ
不

可
能

と
な

り
、

遂
行

に
支

障
が

出
た

研
究

課
題

も
あ

っ
た

。

【
今

後
の

課
題

】
①

科
学

研
究

費
補

助
金

に
つ

い
て

、
館

と
し

て
取

り
組

む
べ

き
研

究
課

題
の

あ
り

方
に

関
す

る
議

論
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】
①

ひ
き

つ
づ

き
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

に
調

査
出

張
が

制
限

さ
れ

る
な

ど
の

影
響

が
予

想
さ

れ
る

。

A

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

③
科

学
研

究
費

以
外

の
競

争
的

外
部

資
金

に
よ

る
研

究
（

当
館

職
員

が
研

究
代

表
者

で
あ

る
も

の
）

の
実

施
［

1
課

題
＋

新
規

分
］

達
成

状
況

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

2
2

～
3

1
ペ

ー
ジ

①
科

学
研

究
費

補
助

金
の

継
続

・
新

規
採

択
さ

れ
た

研
究

課
題

に
つ

い
て

、
研

究
成

果
を

上
げ

る

達
成

状
況

３
　

調
査

研
究

(１
)

調
査

研
究

の
推

進

中
期

目
標

・
計

画

①
館

と
し

て
取

り
組

む
べ

き
研

究
課

題
の

あ
り

方
に

つ
い

て
議

論
を

進
め

る

①
科

学
研

究
費

補
助

金
に

つ
い

て
新

規
課

題
を

申
請

②
そ

の
他

の
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

申
請

な
ど

の
手

続
き

を
行

う
。

〇 〇

中
期

目
標

・
計

画
番

号
3

-1
目

標
値

番
号

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ
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7
担

当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

○
○

○
○

計
○

×
3

1
2

自
己

評
価

評
価

基
準

　
　

　
・

旧
武

井
商

店
酒

造
部

　
　

　
・

旧
三

〼
河

本
そ

ば
屋

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

総
務

部
企

画
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

４
　

北
海

道
開

拓
の

村
の

整
備

中
期

目
標

・
計

画

①
　

北
海

道
開

拓
の

村
施

設
整

備
計

画
に

よ
る

歴
史

的
建

造
物

（
旧

武
井

商
店

酒
造

部
、

旧
三

〼
河

本
そ

ば
屋

）
補

修
工

事
を

実
施

す
る

（
建

設
部

）
。

②
　

建
設

部
と

歴
史

的
技

術
及

び
文

化
財

補
修

法
等

に
関

す
る

協
議

を
行

う
。

③
　

平
成

3
2

年
度

北
海

道
開

拓
の

村
施

設
整

備
計

画
を

策
定

す
る

。

④
　

北
海

道
開

拓
の

村
歴

史
的

建
造

物
の

内
部

展
示

改
修

・
改

訂
整

備
計

画
を

策
定

す
る

。

達
成

状
況

年
度

計
画

令
和

元
年

度

目
標

値
番

号
中

期
目

標
・

計
画

番
号

4

　
　

　
・

歴
史

的
技

術
に

関
す

　
　

　
　

る
協

議

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

〇 〇 ×

実
施

完
了

　
　

　
・

文
化

財
補

修
法

等
に

　
　

　
　

関
す

る
協

議

③
　

令
和

2
年

度
開

拓
の

村
施

設
整

備
計

画
の

策
定

④
　

開
拓

の
村

歴
史

的
建

造
物

の
内

部
展

示
改

修
・

改
定

整
備

計
画

の
策

定

H
2

7

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

ア
　

北
海

道
開

拓
の

村
に

移
築

・
復

元
さ

れ
て

い
る

歴
史

的
建

造
物

群
を

、
北

海
道

の
貴

重
な

財
産

と
し

て
後

世
に

伝
え

る
取

組
を

進
め

る
。

イ
　

建
造

物
内

の
展

示
の

充
実

に
取

り
組

む
。

点
検

項
目

集
計

・
北

海
道

開
拓

の
村

歴
史

的
建

造
物

の
整

備
・

修
繕

と
建

造
物

内
部

展
示

工
事

の
実

施
、

整
備

・
修

繕
計

画
策

定
。

・
歴

史
的

建
造

物
の

内
部

展
示

の
改

修
計

画
の

策
定

。

B

令
和

２
年

度

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）

【
全

体
の

評
価

】
・

予
定

し
て

い
た

２
棟

の
補

修
工

事
お

よ
び

内
部

展
示

の
更

新
を

完
了

し
た

も
の

の
、

開
拓

の
村

全
体

で
進

む
老

朽
化

問
題

に
対

応
で

き
な

か
っ

た
。

修
繕

工
事

の
あ

り
方

、
内

部
展

示
の

あ
り

方
、

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
に

つ
い

て
、

あ
ら

た
め

て
検

討
が

必
要

。

【
計

画
変

更
の

項
目

】
・

令
和

2
年

度
に

お
い

て
は

、
予

定
し

て
い

た
旧

小
樽

新
聞

社
、

旧
近

藤
染

舗
の

改
修

工
事

実
施

設
計

を
１

年
延

期
、

建
設

部
と

あ
ら

た
め

て
協

議
し

、
今

後
の

修
繕

方
針

を
策

定
す

る
こ

と
と

し
た

（
建

設
部

発
注

に
移

行
し

て
初

め
て

歴
史

的
建

造
物

の
工

事
を

実
施

し
た

結
果

、
技

術
的

な
問

題
点

や
不

備
が

浮
か

び
上

が
っ

て
き

た
こ

と
に

よ
る

）
。

【
未

実
施

の
項

目
】

・
開

拓
の

村
歴

史
的

建
造

物
の

内
部

展
示

改
修

・
改

定
整

備
計

画
の

策
定

に
つ

い
て

は
、

検
討

と
調

整
が

行
き

届
か

ず
、

未
実

施
で

あ
っ

た
。

【
今

後
の

課
題

】
・

今
後

の
修

繕
方

針
の

策
定

、
小

破
修

繕
も

含
め

た
中

長
期

的
な

修
繕

計
画

の
策

定
、

持
続

的
な

修
繕

予
算

の
確

保
。

・
内

部
展

示
の

あ
り

方
の

策
定

、
中

長
期

的
な

更
新

・
維

持
計

画
の

策
定

、
実

施
の

た
め

の
館

内
体

制
の

確
立

、
持

続
的

な
予

算
の

確
保

。

・
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

に
関

わ
る

計
画

の
策

定
と

、
持

続
的

な
予

算
の

確
保

。

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

①
　

旧
近

藤
染

舗
の

補
修

工
事

実
施

設
計

新
規

立
ち

上
げ

〇

②
　

旧
小

樽
新

聞
社

の
実

施
設

計
③

　
旧

樋
口

家
農

家
住

宅
の

老
朽

度
調

査
④

　
旧

岩
間

家
農

家
住

宅
の

老
朽

度
調

査

⑨
　

「
ほ

っ
か

い
ど

う
歴

史
・

文
化

・
自

然
『

体
感

』
交

流
空

間
構

想
」

（
平

成
3

0
年

1
2

月
策

定
）

に
関

わ
る

具
体

的
取

組
の

検
討

⑤
　

令
和

元
年

6
月

の
落

雷
に

よ
り

故
障

し
た

火
災

報
知

設
備

等
の

修
繕

実
施

設
計

（
延

べ
3

1
か

所
）

⑦
　

開
拓

の
村

歴
史

的
建

造
物

等
の

補
修

計
画

の
検

討
・

調
整

・
作

成
（

計
5

2
棟

＋
イ

ン
フ

ラ
）

⑧
　

開
拓

の
村

歴
史

的
建

造
物

の
内

部
展

示
改

修
・

改
訂

計
画

の
検

討
・

調
整

・
作

成
（

計
5

2
棟

）

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

⑥
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

利
用

し
た

展
示

解
説

ア
プ

リ
「

ポ
ケ

ッ
ト

学
芸

員
」

に
よ

る
総

合
展

示
室

の
多

言
語

解
説

サ
ー

ビ
ス

運
用

・
検

証
・

改
善

実
施

完
了

①
　

歴
史

的
建

造
物

の
補

修
工

事

②
　

建
設

部
と

の
協

議
旧

武
井

商
店

酒
造

部
旧

三
〼

河
本

そ
ば

屋

旧
武

井
商

店
酒

造
部

旧
三

〼
河

本
そ

ば
屋

計
画

変
更

23



8
担

当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

○
○

○
○

計
○

×
9

9
0

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
1

6
,6

2
6

人
1

3
9

%

達
成

度
1

1
件

8
5

%

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
1

1
5

件
9

6
%

8
,4

7
9

人
1

1
6

%

う
ち

中
学

生
以

下
6

2
件

8
9

%
4

,2
2

2
人

1
0

1
%

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

0
8

件
4

9
%

6
,5

5
8

人
9

4
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

④
情

報
デ

ス
ク

を
活

用
し

た
「

学
芸

員
ハ

ロ
ー

デ
ス

ク
」

の
実

施
［

祝
日

・
振

替
休

日
］

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

4
4

～
4

5
、

5
2

～
5

3
ペ

ー
ジ

⑤
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
ツ

ア
ー

な
ど①

総
合

展
示

室
内

で
の

展
示

解
説

②
体

験
型

イ
ベ

ン
ト

⑦
展

示
解

説
検

討

H
2

7

◎

⑧
諸

行
事

の
実

施

・
諸

行
事

の
実

施
4

8
件

6
3

回

⑥
総

合
展

示
室

に
お

け
る

「
ハ

ン
ズ

オ
ン

」
の

実
施

［
一

部
の

祝
日

・
振

替
休

日
］

⑤
総

合
展

示
室

や
特

別
展

示
室

に
お

け
る

「
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
ト

ー
ク

」
の

実
施

［
一

部
の

祝
日

・
振

替
休

日
］

⑦
総

合
展

示
室

お
よ

び
は

っ
け

ん
広

場
に

お
け

る
子

供
向

け
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ラ

リ
ー

」
の

実
施

［
常

時
］

・
ち

ゃ
れ

ん
が

子
ど

も
ク

ラ
ブ

　
実

施
件

数
　

1
3

件 　
参

加
者

数
　

5
5

0
人 ・

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
実

施
件

数
　

1
2

0
件 　

参
加

者
数

7
,3

0
0

人
　

う
ち

中
学

生
以

下
　

実
施

件
数

　
7

0
件

、
　

参
加

者
数

4
,2

0
0

人
・

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム 実
施

件
数

　
2

2
0

件 　
参

加
者

数
7

,0
0

0
人

5
回

ハ
ン

ズ
オ

ン
参

加
者

1
,1

4
1

人
1

2
件

2
3

件
1

件

4
件

そ
の

他
の

達
成

状
況

ハ
イ

ラ
イ

ト
ツ

ア
ー

参
加

者

③
講

座
・

講
演

会
④

学
校

教
員

向
け

研
修

会

⑥
満

足
度

調
査

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 〇 〇 〇 〇 ×〇 〇

1
,0

0
3

人

ウ
学

校
団

体
を

は
じ

め
と

し
た

各
種

団
体

に
よ

る
利

用
を

促
進

す
る

た
め

に
、

グ
ル

ー
プ

を
対

象
と

し
た

レ
ク

チ
ャ

ー
や

｢は
っ

け
ん

広
場

｣で
の

｢は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
｣な

ど
、

団
体

向
け

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

エ
　

｢ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

や
「

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

ツ
ア

ー
」

な
ど

、
博

物
館

活
動

そ
の

も
の

に
対

す
る

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
た

め
の

行
事

を
実

施
す

る
。

オ
イ

ベ
ン

ト
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

に
あ

た
っ

て
は

、
特

に
ア

イ
ヌ

文
化

や
北

海
道

の
自

然
に

関
す

る
事

業
を

重
点

的
に

強
化

す
る

。
★

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
者

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

　
設

定
内

容
　

目
標

値
（

5
年

間
）

　
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
　

 1
6

,0
0

0
人

B A

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）

目
標

（
値

）
実

績
値

評
点

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

（
「

子
ど

も
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
に

改
称

）
4

2
0

人
7

6
%

B

・
子

ど
も

向
け

の
魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

　
1

2
,0

0
0

人

【
参

考
】

前
年

度 　
1

7
,3

4
2

人
過

去
4

年
平

均
　

1
3

,6
5

0
人

ち
ゃ

れ
ん

が
子

ど
も

ク
ラ

ブ
B B A

5
-
1

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

５
　

教
育

普
及

事
業

目
標

値
番

号
中

期
目

標
・

計
画

番
号

ア
総

合
展

示
室

や
｢は

っ
け

ん
広

場
｣で

気
軽

に
参

加
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

、
子

ど
も

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
、

入
門

的
な

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、

来
館

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

多
彩

で
魅

力
の

あ
る

行
事

を
実

施
す

る
。

イ
調

査
研

究
の

成
果

を
活

用
し

た
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
よ

り
深

く
知

る
こ

と
が

で
き

る
行

事
を

実
施

す
る

。

中
期

目
標

・
計

画

（
１

）
魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

点
検

項
目

集
計

令
和

元
年

度

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

【
参

考
】

前
年

度 　
1

6
,6

2
6

人
過

去
5

年
平

均
　

1
4

,2
4

5
人

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

令
和

２
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

A
判

断
数

値
実

績
値

評
点

①
「

情
報

デ
ス

ク
」

を
活

用
し

た
交

流
・

誘
導

［
常

時
］

①
「

ハ
イ

ラ
イ

ト
ツ

ア
ー

」
や

「
ハ

ン
ズ

オ
ン

」
な

ど
、

来
館

者
が

総
合

展
示

を
楽

し
く

観
覧

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

総
合

展
示

室
内

で
展

示
解

説
を

実
施

す
る

。

②
子

ど
も

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
、

入
門

的
な

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
気

軽
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

行
事

を
実

施
す

る
。

③
調

査
研

究
成

果
を

活
用

し
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
つ

い
て

、
よ

り
深

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
魅

力
あ

る
講

座
・

講
演

会
を

実
施

す
る

。

④
「

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
」

や
「

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

な
ど

、
団

体
向

け
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

前
年

度
に

引
き

続
き

、
学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
博

物
館

の
利

用
方

法
に

つ
い

て
の

研
修

会
を

実
施

す
る

。

⑤
「

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

や
「

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

ツ
ア

ー
」

な
ど

、
博

物
館

活
動

そ
の

も
の

に
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

の
行

事
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
同

目
的

の
行

事
に

つ
い

て
、

よ
り

多
様

な
展

開
を

検
討

す
る

。

⑥
利

用
者

の
満

足
度

把
握

、
各

種
事

業
終

了
後

の
運

営
・

企
画

等
に

つ
い

て
さ

ら
な

る
見

直
し

を
行

い
、

事
業

の
改

善
・

充
実

化
に

つ
な

げ
る

。

⑦
展

示
解

説
を

要
望

す
る

来
館

者
の

対
応

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
検

討
す

る
。

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

A
③

【
縮

小
】

総
合

展
示

室
に

お
け

る
「

ハ
イ

ラ
イ

ト
ツ

ア
ー

」
の

実
施

［
5

～
9

月
の

毎
日

、
4

月
お

よ
び

1
0

～
3

月
の

土
日

祝
、

1
4

:0
0

～
1

5
:0

0
］

【
未

実
施

の
項

目
】

・
展

示
解

説
検

討
は

、
総

合
展

示
室

に
お

け
る

解
説

活
動

の
あ

り
方

検
討

を
ま

っ
て

本
格

的
に

行
う

予
定

で
あ

り
、

未
実

施
。

【
達

成
度

が
極

度
に

低
い

項
目

】
・

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

件
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0

年
度

に
1

1
4

件
で

あ
っ

た
こ

と
を

ふ
ま

え
る

と
大

幅
な

減
で

は
な

い
。

た
だ

、
平

成
3

0
年

度
は

3
3

7
件

で
あ

っ
た

学
校

団
体

が
3

1
6

件
と

微
減

し
た

こ
と

、
平

成
3

0
年

度
は

1
4

7
件

で
あ

っ
た

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
が

1
1

5
件

と
減

少
し

た
こ

と
を

含
め

、
実

施
可

能
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

や
周

知
を

含
め

、
学

校
側

へ
の

よ
り

一
層

の
働

き
か

け
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

（
平

成
2

9
年

度
実

績
は

、
学

校
団

体
2

8
4

件
、

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

1
1

件
、

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
1

3
7

件
）

。

【
今

後
の

課
題

】
・

会
計

年
度

任
用

職
員

制
度

の
導

入
に

伴
う

解
説

員
制

度
の

再
編

を
含

め
、

総
合

展
示

室
や

は
っ

け
ん

広
場

に
お

け
る

解
説

活
動

の
あ

り
方

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

A

②
解

説
員

に
よ

る
総

合
展

示
の

展
示

解
説

［
常

時
］

A
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9
担

当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

◎
◎

◎
◎

計
○

×
2

1
1

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

⑦
　

令
和

2
年

度
よ

り
学

校
教

育
用

補
助

教
材

の
貸

出
を

本
格

実
施

前
年

度
ま

で
の

課
題

の
解

消

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
た

め
に

小
中

学
校

の
長

期
休

校
が

実
施

さ
れ

た
た

め
、

家
庭

で
楽

し
み

な
が

ら
学

ぶ
コ

ン
テ

ン
ツ

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

ペ
ー

ジ
を

令
和

2
年

3
月

か
ら

公
開

し
た

。
ま

た
、

こ
の

取
組

を
広

げ
る

た
め

、
「

お
う

ち
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
」

の
名

称
・

ロ
ゴ

マ
ー

ク
等

を
他

施
設

と
共

有
し

た
。

①
　

学
校

団
体

お
よ

び
一

般
団

体
を

対
象

と
し

た
「

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
」

の
実

施
［

1
0

メ
ニ

ュ
ー

］
③

　
学

校
向

け
教

材
開

発
の

検
討 ④

　
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

改
善

検
討 ⑤

　
バ

リ
ア

フ
リ

ー
教

材
の

検
討

H
2

7

◎

③
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

利
用

し
た

展
示

解
説

ア
プ

リ
「

ポ
ケ

ッ
ト

学
芸

員
」

に
よ

る
総

合
展

示
室

多
言

語
解

説
サ

ー
ビ

ス
の

運
用

・
検

証
・

改
善

・
拡

充
［

現
在

6
カ

国
語

、
3

7
4

コ
ン

テ
ン

ツ
］

④
　

展
示

解
説

器
（

音
声

ガ
イ

ド
）

を
利

用
し

た
総

合
展

示
室

多
言

語
解

説
サ

ー
ビ

ス
の

運
用

・
検

証
・

改
善

・
拡

充
［

6
カ

国
語

、
6

7
コ

ン
テ

ン
ツ

］

⑥
　

令
和

元
年

度
に

開
発

し
た

視
覚

障
が

い
者

向
け

「
さ

わ
れ

る
博

物
館

キ
ッ

ト
」

の
運

用
・

検
証

・
改

善
・

拡
充

点
検

項
目

集
計

令
和

２
年

度

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

情
報

・
通

信
技

術
を

活
用

し
た

機
器

（
IC

T
機

器
）

に
よ

る
多

言
語

解
説

、
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
や

解
説

書
、

さ
わ

れ
る

資
料

や
五

感
を

刺
激

す
る

資
料

・
装

置
な

ど
、

あ
ら

ゆ
る

利
用

者
に

対
応

し
た

総
合

展
示

・
企

画
展

示
の

理
解

を
促

す
教

材
の

充
実

を
図

る
。

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

（
２

）
 教

材
の

充
実

年
度

計
画

（
案

）
達

成
状

況
目

標
（

値
）

（
案

）

××

【
未

実
施

の
項

目
】

・
①

～
④

に
つ

い
て

は
、

本
格

的
な

検
討

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
た

だ
、

例
え

ば
、

②
に

つ
い

て
は

特
別

展
に

際
し

て
展

示
解

説
シ

ー
ト

（
英

語
版

）
を

作
成

し
た

こ
と

、
③

に
つ

い
て

は
「

博
物

館
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

研
修

会
」

を
通

じ
て

ア
ン

ケ
ー

ト
等

で
意

見
を

募
っ

た
こ

と
、

④
に

つ
い

て
は

小
学

校
団

体
の

利
用

状
況

を
観

察
し

設
問

方
法

等
を

一
部

検
証

し
た

こ
と

な
ど

、
適

宜
、

検
討

を
進

め
て

き
た

。

【
計

画
に

な
か

っ
た

項
目

】
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

を
契

機
と

し
た

臨
時

休
校

・
臨

時
休

館
に

伴
い

、
お

う
ち

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

を
実

施
し

た
。

【
今

後
の

課
題

】
・

北
の

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

活
性

化
実

行
委

員
会

と
の

共
催

で
研

修
会

「
視

覚
障

が
い

に
対

応
し

た
博

物
館

づ
く

り
に

む
け

て
」

を
開

催
し

た
こ

と
は

、
⑤

⑥
の

展
開

に
向

け
て

成
果

と
言

え
る

。
今

後
は

、
ま

ず
は

⑥
、

そ
の

上
で

⑤
に

つ
い

て
本

格
的

に
検

討
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
評

価
基

準
の

考
え

方
】

・
未

実
施

の
項

目
も

多
い

が
、

そ
れ

ぞ
れ

改
善

に
向

け
た

検
討

を
進

め
た

こ
と

と
、

年
度

計
画

に
は

な
か

っ
た

「
お

う
ち

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

」
を

実
施

し
た

こ
と

か
ら

、
本

項
目

は
総

合
的

に
「

A
」

と
自

己
評

価
し

た
。

A
な

し

前
年

度
比

⑤
　

学
校

団
体

向
け

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
運

用
・

検
証

・
改

善
・

拡
充

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

1
9

種
3

3
施

設

②
　

は
っ

け
ん

広
場

に
お

け
る

学
校

団
体

等
を

対
象

と
し

た
「

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
実

施
［

6
メ

ニ
ュ

ー
］

中
期

目
標

・
計

画

中
期

目
標

・
計

画
番

号
5

-
2

目
標

値
番

号
学

芸
部

道
民

サ
ー

ビ
ス

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

５
　

教
育

普
及

事
業

年
度

計
画

以
外

の
事

業
実

施

【
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

5
5

ペ
ー

ジ

年
度

計
画

目
標

（
値

）

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 × × ×

北
の

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

活
性

化
実

行
委

員
会

と
連

携

⑥
　

視
覚

障
が

い
者

向
け

教
材

検
討

〇

①
　

「
ク

イ
ズ

シ
ー

ト
」

や
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ラ

リ
ー

」
な

ど
、

子
ど

も
を

は
じ

め
と

す
る

来
館

者
が

総
合

展
示

の
内

容
を

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
教

材
の

開
発

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

②
　

よ
り

充
実

し
た

多
言

語
解

説
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

③
　

学
校

教
員

と
連

携
を

深
め

、
学

校
教

育
に

と
っ

て
よ

り
よ

い
教

材
を

開
発

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

④
　

昨
年

度
開

発
・

公
開

し
た

学
校

団
体

向
け

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
つ

い
て

検
証

し
、

改
善

点
を

改
善

す
る

。

⑤
　

ち
ゃ

れ
ん

が
ラ

リ
ー

の
開

発
、

多
言

語
解

説
の

充
実

化
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ビ

デ
オ

の
制

作
な

ど
が

概
ね

実
現

し
た

な
か

で
、

障
が

い
者

向
け

の
教

材
開

発
な

ど
も

含
め

、
あ

ら
た

め
て

あ
ら

ゆ
る

利
用

者
に

対
応

し
た

教
材

開
発

の
あ

り
方

と
活

用
方

法
を

検
討

す
る

。

⑥
　

特
に

、
昨

年
度

か
ら

取
り

組
み

は
じ

め
た

視
覚

障
が

い
者

に
と

っ
て

利
用

し
や

す
く

た
め

に
な

る
博

物
館

づ
く

り
に

向
け

、
よ

り
具

体
的

な
施

策
、

教
材

開
発

を
進

め
て

い
く

。

あ
ら

ゆ
る

利
用

者
に

対
応

し
た

教
材

開
発

の
あ

り
方

と
活

用
方

法
の

策
定

達
成

状
況

（
検

討
会

議
実

施
数

）
①

　
教

材
開

発
の

検
討

・
「

お
う

ち
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
」

　
・

北
海

道
博

物
館

に
よ

る
提

供
コ

ン
テ

ン
ツ

　
・

道
内

外
の

参
加

機
関

②
　

多
言

語
解

説
の

検
討

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

6
0

～
6

1
ペ

ー
ジ

令
和
2
年
度
か
ら
の
第
2
期
中
期
目
標
・計
画
項
目
（原
案
）で
は
、
項
目
名
変
更
。

５
教
育
普
及

（２
）社
会
的
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
教
育
普
及
事
業
の
充
実
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1
0

担
当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

◎
◎

◎
◎

計
○

×
6

5
1

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
1

7
,1

2
2

人
8

6
%

実
績

/目
標

1
7

,1
2

2
人

8
6

%

1
,9

2
0

人
7

1
%

1
件

1
0

%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】

B
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

貸
出

し
件

数

⑧
　

は
っ

け
ん

広
場

の
広

報
・

誘
導

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

①
　

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
の

運
用

［
一

般
来

館
者

向
け

、
4

1
メ

ニ
ュ

ー
］

②
　

「
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

実
施

［
学

校
団

体
向

け
、

6
メ

ニ
ュ

ー
］

③
　

「
は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
」

の
実

施
［

一
般

来
館

者
向

け
、

年
間

7
メ

ニ
ュ

ー
］

4
9

%
B

⑤
　

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
の

開
発

等

目
標

（
値

）
（

案
）

⑥
　

貸
出

制
度

の
確

立

前
年

度
比

〇B

中
期

目
標

・
計

画
ア

　
「

は
っ

け
ん

広
場

」
の

活
動

を
充

実
さ

せ
、

新
た

な
発

見
を

利
用

者
に

促
す

と
と

も
に

、
利

用
者

同
士

、
利

用
者

と
ス

タ
ッ

フ
の

交
流

の
輪

を
育

む
。

H
2

7

◎

令
和

２
年

度

恒
常

的
に

実
施

A

⑦
　

利
用

者
ニ

ー
ズ

の
把

握

恒
常

的
に

実
施

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
件

数

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

年
度

計
画

そ
の

他
の

達
成

状
況

目
標

（
値

）
実

績
値

評
点

実
績

値
評

点

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

　
B

は
っ

け
ん

広
場

利
用

者
数

　
B

判
断

数
値

②
　

は
っ

け
ん

広
場

の
充

実

・
は

っ
け

ん
広

場
利

用
者

数

【
参

考
】

前
年

度
　

　
　

1
7

,1
2

2
人

過
去

5
年

平
均

　
　

　
2

4
,1

5
6

人

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

中
期

目
標

・
計

画
番

号
5

-
3

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 〇 〇 〇 〇〇

恒
常

的
に

実
施

点
検

項
目

集
計

令
和

元
年

度

・
は

っ
け

ん
広

場
の

利
用

者
促

進

・
は

っ
け

ん
広

場
利

用
者

数
　

　
2

0
,0

0
0

人

【
参

考
】

前
年

度
　

　
　

2
1

,2
1

4
人

過
去

4
年

平
均

　
　

　
2

5
,9

1
4

人

【
達

成
度

が
極

度
に

低
い

項
目

】
・

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

件
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0

年
度

に
1

1
4

件
で

あ
っ

た
こ

と
を

ふ
ま

え
る

と
大

幅
な

減
で

は
な

い
。

・
は

っ
け

ん
広

場
の

利
用

者
数

、
は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
の

参
加

者
数

が
目

標
値

を
下

回
り

、
平

成
3

0
年

度
比

（
利

用
者

数
1

9
,6

7
3

人
、

参
加

者
数

2
,7

3
8

人
）

で
も

減
少

し
て

い
る

が
、

北
海

道
博

物
館

の
利

用
者

数
の

減
少

と
連

動
し

て
い

る
と

推
定

さ
れ

る
。

【
今

後
の

課
題

】
・

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
の

貸
出

し
件

数
が

目
標

を
大

幅
に

下
回

っ
て

い
る

が
、

貸
出

し
に

係
る

申
請

書
様

式
や

貸
出

し
教

材
一

覧
の

H
P

で
の

公
開

は
行

え
た

の
で

、
今

後
、

学
校

側
へ

の
周

知
や

教
材

の
充

実
を

含
め

て
、

積
極

的
に

展
開

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
は

っ
け

ん
広

場
利

用
者

数
（

2
0

,0
0

0
人

）

・
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
件

数
（

2
2

0
件

）

・
は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
（

2
,7

0
0

人
）

・
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

の
貸

出
し

件
数

（
1

0
件

）

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

4
8

～
4

9
ペ

ー
ジ

①
　

は
っ

け
ん

広
場

の
運

営

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

ウ
　

博
物

館
利

用
促

進
の

一
環

と
し

て
、

学
校

な
ど

、
館

外
へ

の
｢は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣の
貸

出
し

を
推

進
す

る
。

「
は

め
こ

み
地

図
記

号
」

申
請

書
式

等
公

開
恒

常
的

に
実

施

　
　

　
　

★
は

っ
け

ん
広

場
利

用
者

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

　
設

定
内

容
　

目
標

値
（

5
年

間
）

　
は

っ
け

ん
広

場
利

用
者

数
　

 1
0

0
,0

0
0

人

５
　

教
育

普
及

事
業

（
３

）
 は

っ
け

ん
広

場
の

運
営

①
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
対

象
と

し
た

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
を

も
と

に
、

来
館

者
の

自
発

的
な

発
見

を
促

す
た

め
の

空
間

と
し

て
、

は
っ

け
ん

広
場

を
運

営
す

る
。

②
　

は
っ

け
ん

広
場

を
さ

ら
に

魅
力

的
な

空
間

に
す

る
、

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
の

利
用

利
便

性
を

高
め

る
な

ど
、

は
っ

け
ん

広
場

の
さ

ら
な

る
充

実
化

に
む

け
た

取
組

を
継

続
し

て
行

な
う

。

③
　

は
っ

け
ん

広
場

に
お

い
て

、
学

校
団

体
な

ど
の

団
体

利
用

者
を

対
象

に
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
楽

し
く

学
ん

で
も

ら
う

た
め

の
「

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
実

施
す

る
。

④
　

子
ど

も
を

は
じ

め
と

す
る

来
館

者
が

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
楽

し
く

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

体
験

型
の

「
は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
」

を
実

施
す

る
。

⑤
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
対

象
と

し
た

、
新

た
な

「
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

」
の

開
発

、
よ

り
効

果
的

な
「

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
充

実
を

図
る

。

⑥
　

館
外

へ
の

貸
出

し
用

の
「

は
っ

け
ん

キ
ッ

ト
」

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

貸
出

制
度

を
確

立
し

た
後

、
貸

出
し

を
促

進
す

る
た

め
の

取
組

を
進

め
る

。

⑦
　

引
き

続
き

は
っ

け
ん

広
場

に
対

す
る

利
用

者
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

取
組

む
と

と
も

に
、

苦
情

や
要

望
に

対
す

る
対

応
手

順
を

明
確

化
し

、
は

っ
け

ん
広

場
の

改
善

・
充

実
化

に
結

び
つ

け
る

。

⑧
　

は
っ

け
ん

広
場

の
魅

力
を

高
め

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

、
館

外
へ

の
広

報
お

よ
び

来
館

者
へ

の
周

知
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
来

館
者

を
は

っ
け

ん
広

場
に

導
く

工
夫

を
検

討
す

る
。

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

イ
　

学
校

現
場

な
ど

、
利

用
者

の
声

も
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
｢は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣や
｢は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

｣の
改

良
や

開
発

、
｢は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
｣の

充
実

に
努

め
る

。

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）

1
0

8
件

は
っ

け
ん

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

目
標

値
番

号
学

芸
部

道
民

サ
ー

ビ
ス

グ
ル

ー
プ
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1
1

担
当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

○
○

○
○

計
○

×
4

3
1

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度

6
件

1
5

0
%

9
人

1
2

9
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

ア
　

一
般

来
館

者
や

学
校

団
体

が
よ

り
効

果
的

に
学

び
、

気
づ

き
、

発
見

で
き

る
環

境
を

整
え

る
た

め
、

博
物

館
の

教
育

普
及

活
動

に
必

要
な

、
職

員
の

専
門

的
知

識
及

び
技

能
の

向
上

を
図

る
。

イ
　

道
内

の
博

物
館

、
教

育
委

員
会

、
学

校
、

各
種

団
体

な
ど

と
連

携
し

、
よ

り
効

果
的

な
北

海
道

博
物

館
の

利
用

促
進

の
た

め
の

取
組

を
進

め
る

。

①
　

館
内

外
で

の
研

修
会

な
ど

へ
の

参
加

を
通

じ
て

、
博

物
館

の
教

育
普

及
活

動
に

必
要

な
、

職
員

の
専

門
的

知
識

及
び

技
能

の
向

上
を

図
る

。

②
　

館
外

で
の

研
修

で
得

た
知

識
お

よ
び

技
能

を
館

内
で

共
有

す
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

。

③
　

よ
り

効
果

的
な

学
校

団
体

の
利

用
を

促
進

す
る

た
め

に
、

教
員

な
ど

を
対

象
と

し
た

研
修

会
や

意
見

交
換

会
を

実
施

す
る

。

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

エ
デ

ュ
ケ

－
タ

ー
機

能
の

強
化

に
関

す
る

取
り

組
み

〇

恒
常

的
に

実
施

〇

1
回

（
博

物
館

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
研

修
会

）
〇

②
　

館
外

で
の

研
修

の
成

果
を

館
内

で
共

有
す

る
仕

組
み

づ
く

り

〇

令
和

２
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
（

案
）

前
年

度
比

点
検

項
目

集
計

令
和

元
年

度

①
　

文
化

庁
や

北
海

道
博

物
館

協
会

（
お

よ
び

そ
の

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

）
等

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
エ

デ
ュ

ケ
ー

タ
ー

養
成

関
連

研
修

会
へ

の
職

員
派

遣

②
　

解
説

員
研

修
の

実
施

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

5
4

、
1

0
9

ペ
ー

ジ

当
館

が
実

施
す

る
教

員
対

象
の

研
修

会
へ

の
参

加
人

数
6

7
件

1
6

8
%

A A

①
　

館
内

外
へ

の
研

修
会

な
ど

へ
の

参
加

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

③
　

令
和

元
年

度
に

実
施

し
た

研
修

会
「

視
覚

障
が

い
に

対
応

し
た

博
物

館
づ

く
り

に
向

け
て

」
（

主
催

：
北

の
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
活

性
化

実
行

委
員

会
）

に
お

い
て

得
ら

れ
た

知
見

と
技

術
を

博
物

館
内

で
共

有

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

④
　

「
博

物
館

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
研

修
会

」
の

実
施

6

・
外

部
の

研
修

に
つ

い
て

は
、

職
員

（
新

任
数

年
以

内
の

職
員

）
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
に

応
じ

た
内

容
の

研
修

に
、

優
先

的
に

派
遣

し
た

。

【
今

後
の

課
題

】
・

館
外

で
の

研
修

成
果

に
つ

い
て

、
資

料
等

の
回

覧
だ

け
で

な
く

、
よ

り
効

果
的

に
受

講
成

果
を

共
有

す
る

機
会

を
設

け
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

A

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

H
2

7

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

６
　

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

エ
デ

ュ
ケ

ー
タ

ー
機

能
の

強
化

事
業

（
１

）
魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

○

そ
の

他
の

達
成

状
況

・
博

物
館

の
教

育
普

及
活

動
に

必
要

な
知

識
・

技
術

向
上

を
図

る
研

修
会

な
ど

へ
の

参
加

職
員

数
（

4
件

7
人

）

・
当

館
が

実
施

す
る

教
員

対
象

の
研

修
会

へ
の

参
加

人
数

（
4

0
人

）

目
標

値
番

号
中

期
目

標
・

計
画

番
号

判
断

数
値

実
績

値
評

点
内

容
（

計
画

達
成

に
向

け
た

具
体

的
業

務
）

中
期

目
標

・
計

画

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）

博
物

館
の

教
育

普
及

活
動

に
係

る
研

修
会

等
へ

の
参

加

A

①
　

職
員

の
専

門
的

知
識

及
び

技
能

の
向

上

③
　

教
員

な
ど

を
対

象
と

し
た

研
修

会
や

意
見

交
換

会
を

実
施

復
命

書
等

に
受

講
時

の
資

料
等

を
添

付
し

て
回

付
す

る
ほ

か
、

館
内

定
例

研
究

報
告

会
で

研
修

内
容

を
ふ

ま
え

た
報

告
を

行
う

な
ど

、
情

報
の

共
有

を
は

か
っ

て
い

る
。
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1
2

担
当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

計
○

×
8

5
3

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

ア
　

休
憩

ス
ペ

ー
ス

、
キ

ッ
ズ

・
コ

ー
ナ

ー
、

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

、
カ

フ
ェ

な
ど

、
ア

メ
ニ

テ
ィ

設
備

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

提
案

・
開

発
に

よ
り

、
博

物
館

と
し

て
の

魅
力

ア
ッ

プ
に

つ
な

げ
る

。
イ

　
記

念
ホ

ー
ル

、
講

堂
、

グ
ラ

ン
ド

ホ
ー

ル
な

ど
の

一
層

の
活

用
を

図
る

。

達
成

状
況

・
ア

メ
ニ

テ
ィ

施
設

の
設

置

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

販
売

・
施

設
の

活
用

に
向

け
た

基
準

の
策

定

①
　

ア
メ

ニ
テ

ィ
施

設
の

充
実

に
向

け
、

指
定

管
理

者
を

含
め

、
内

部
検

討
を

進
め

る
。

②
　

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

の
開

発
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

③
　

記
念

ホ
ー

ル
等

の
活

用
の

一
層

の
推

進
の

た
め

、
「

博
物

館
施

設
活

用
基

準
（

仮
称

）
」

等
の

検
討

・
策

定
を

行
う

。
他

団
体

と
の

連
携

に
よ

る
活

用
：

6
件

、
延

べ
8

7
日

⑥
　

記
念

ホ
ー

ル
お

よ
び

グ
ラ

ン
ド

ホ
ー

ル
の

一
層

の
活

用
に

向
け

た
検

討
・

取
組

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

【
未

実
施

の
項

目
・

達
成

度
が

極
端

に
低

い
項

目
】

・
令

和
元

年
度

の
総

括
グ

ル
ー

プ
の

業
務

と
し

て
、

森
林

公
園

内
で

の
ヒ

グ
マ

出
没

に
伴

う
公

園
利

用
者

等
の

安
全

対
策

業
務

の
ほ

か
、

百
年

記
念

塔
等

の
視

察
対

応
や

年
明

け
以

降
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
係

る
緊

急
対

応
な

ど
最

優
先

の
業

務
が

新
た

に
生

じ
た

こ
と

か
ら

、
ア

メ
ニ

テ
ィ

施
設

の
充

実
や

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

の
開

発
及

び
施

設
活

用
基

準
（

仮
）

の
策

定
に

関
し

て
は

、
具

体
的

な
検

討
を

進
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
・

し
か

し
、

記
念

ホ
ー

ル
や

講
堂

な
ど

施
設

の
活

用
に

関
し

て
は

、
他

団
体

等
と

の
積

極
的

な
連

携
に

よ
り

、
特

別
展

等
の

展
示

会
関

連
行

事
の

ほ
か

多
彩

な
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

十
分

活
用

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
計

画
に

な
か

っ
た

項
目

】
・

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
取

組
と

し
て

、
視

覚
障

害
の

方
が

当
館

を
安

全
か

つ
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

、
専

門
機

関
の

ア
ド

バ
イ

ス
に

基
づ

き
な

が
ら

ト
イ

レ
表

示
や

階
段

段
鼻

の
視

認
性

を
向

上
さ

せ
る

改
修

工
事

を
実

施
し

た
。

【
今

後
の

課
題

】
・

ア
メ

ニ
テ

ィ
施

設
の

充
実

や
新

た
な

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

の
開

発
に

つ
い

て
は

、
指

定
管

理
者

と
の

調
整

も
必

要
と

な
る

が
、

指
定

管
理

期
間

（
４

年
間

）
の

問
題

な
ど

現
行

制
度

下
で

は
新

た
な

商
品

開
発

等
は

困
難

で
あ

る
な

ど
の

課
題

が
あ

る
。

・
記

念
ホ

ー
ル

な
ど

施
設

の
活

用
に

関
し

て
は

、
道

と
し

て
策

定
し

た
「

ほ
っ

か
い

ど
う

歴
史

・
文

化
・

自
然

「
体

感
」

交
流

空
間

構
想

」
に

関
す

る
今

後
の

活
用

イ
メ

ー
ジ

に
お

い
て

「
ユ

ニ
ー

ク
ベ

ニ
ュ

ー
の

推
進

」
を

掲
げ

て
お

り
、

こ
う

し
た

方
針

に
基

づ
く

取
組

の
中

で
必

要
な

財
源

の
確

保
も

視
野

に
入

れ
た

検
討

が
必

要
。

B
主

な
実

績
（

実
施

の
根

拠
）

実
施 ×

①
　

ア
メ

ニ
テ

ィ
施

設
の

充
実

に
向

け
た

内
部

検
討

③
　

記
念

ホ
ー

ル
等

の
活

用
促

進
の

た
め

の
「

活
用

基
準

（
仮

称
）

」
等

の
検

討
・

策
定

〇

館
内

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

に
向

け
た

整
備

と
し

て
、

誰
で

も
見

や
す

く
、

か
つ

博
物

館
の

雰
囲

気
に

あ
う

デ
ザ

イ
ン

・
色

調
と

と
す

る
改

修
を

実
施

。

・
誘

導
経

路
確

保
工

事
（

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
）

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

点
検

項
目

集
計

H
2

7

○

令
和

２
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

②
　

令
和

元
年

度
に

視
覚

障
が

い
者

を
含

む
利

便
性

向
上

を
目

的
と

し
て

整
備

し
た

階
段

の
段

差
識

別
シ

ー
ト

お
よ

び
ト

イ
レ

誘
導

看
板

の
運

用
・

検
証 ④

　
老

朽
化

し
た

設
備

の
補

修
・

取
替

⑤
　

総
合

展
示

室
そ

の
他

館
内

に
お

け
る

案
内

板
等

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
カ

ラ
ー

化
等

、
視

覚
障

が
い

に
対

応
し

た
博

物
館

づ
く

り
に

向
け

た
検

討
・

取
組

前
年

度
の

重
点

課
題

を
通

常
モ

ー
ド

に
(優

先

度
↓
)

③
　

第
6

回
特

別
展

「
恐

竜
展

　
2

0
2

0
」

等
に

連
動

し
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

の
開

発

・
屋

上
ス

カ
イ

ビ
ュ

ー
　

　
　

1
0

回

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

①
　

屋
上

ス
カ

イ
ビ

ュ
ー

の
特

別
開

放
を

実
施

総
務

部
総

括
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

中
期

目
標

・
計

画

目
標

値
番

号
中

期
目

標
・

計
画

番
号

8
-
1

（
１

）
 館

内
施

設
の

整
備

と
活

用

【
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

9
6

ペ
ー

ジ

　
・

館
内

ト
イ

レ
の

場
所

を
示

す
表

示
の

拡
大

、
表

示
方

法
　

　
の

統
一

独
自

開
発

数
　

０
種

総
販

売
品

目
数

2
5

8
種

当
該

年
度

の
追

加
品

目
　

1
種

②
　

オ
リ

ジ
ナ

ル
グ

ッ
ズ

の
開

発
に

向
け

た
取

組

×

年
度

計
画

以
外

の
事

業
実

施

　
・

展
示

場
外

の
階

段
の

へ
り

の
部

分
(段

鼻
)に

目
印

を
装

着

・
設

置
し

た
設

備
件

数
と

そ
の

内
訳

・
新

た
に

開
発

、
販

売
し

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
件

数

・
基

準
の

策
定

と
施

設
の

活
用

件
数

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持
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1
3

担
当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

計
○

×
4

1
3

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

前
年

度
比

②
　

屋
上

ス
カ

イ
ビ

ュ
ー

の
実

　
　

　
・

実
施

回
数

　
　

　
・

参
加

者

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 × 〇

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

③
　

平
成

3
0

年
度

の
台

風
被

害
や

令
和

元
年

度
の

ヒ
グ

マ
出

没
等

を
ふ

ま
え

、
野

幌
森

林
公

園
の

健
全

性
と

安
全

性
の

確
保

に
向

け
た

検
討

・
取

組

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

⑤
　

野
外

展
示

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

・
取

組

①
　

サ
イ

ン
の

統
一

化
の

た
め

の
検

討

達
成

状
況

中
期

目
標

・
計

画

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

①
　

サ
イ

ン
の

統
一

化
に

つ
い

て
、

森
林

公
園

内
土

地
所

有
者

（
国

有
林

、
道

有
林

）
と

野
幌

森
林

公
園

管
理

運
営

協
議

会
等

の
場

で
検

討
を

進
め

る
。

②
　

屋
上

ス
カ

イ
ビ

ュ
ー

は
、

4
月

2
9

日
か

ら
9

月
2

3
日

ま
で

の
祝

日
開

館
日

の
1

0
:0

0
～

1
6

:0
0

に
開

放
す

る
。

・
サ

イ
ン

の
仕

様
や

設
置

費
の

確
保

、
設

置
箇

所
等

の
検

討
、

土
地

所
有

者
へ

の
協

力
依

頼

【
未

実
施

の
項

目
】

・
「

目
標

値
番

号
１

２
」

と
同

様
の

理
由

な
ど

に
よ

り
、

公
園

内
の

サ
イ

ン
の

統
一

化
に

関
す

る
関

係
機

関
と

の
協

議
を

進
め

ら
れ

な
か

っ
た

。

【
達

成
度

が
極

端
に

低
い

項
目

】
・

屋
上

ス
カ

イ
ビ

ュ
ー

の
開

放
に

つ
い

て
は

、
実

施
回

数
は

昨
年

度
と

同
じ

8
回

で
あ

っ
た

が
、

ヒ
グ

マ
出

没
に

よ
る

6
月

以
降

の
来

館
者

減
少

の
影

響
に

よ
り

、
参

加
者

は
1

，
3

1
4

人
の

減
少

と
な

っ
た

。

【
今

後
の

課
題

】
・

サ
イ

ン
の

統
一

化
の

協
議

に
つ

い
て

は
、

設
置

費
の

予
算

確
保

が
最

大
の

課
題

と
な

る
が

、
「

交
流

空
間

構
想

」
に

基
づ

く
今

後
の

取
組

の
中

で
、

公
園

内
の

案
内

板
の

多
言

語
化

を
含

め
た

サ
イ

ン
改

修
の

ほ
か

、
公

共
交

通
機

関
に

よ
る

ア
ク

セ
ス

の
利

便
性

向
上

に
必

要
な

多
言

語
表

示
の

整
備

な
ど

、
そ

の
財

源
確

保
も

視
野

に
入

れ
た

検
討

が
必

要
。

B

8
回

1
,6

8
3

人

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

（
２

）
 周

辺
環

境
の

整
備

ア
　

公
共

交
通

機
関

で
の

ア
ク

セ
ス

、
野

幌
森

林
公

園
内

施
設

相
互

の
ア

ク
セ

ス
の

利
便

性
向

上
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

イ
　

野
幌

森
林

公
園

の
景

観
や

イ
メ

ー
ジ

と
の

調
和

に
配

慮
し

、
ト

ー
タ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

基
づ

い
て

公
園

や
園

内
各

施
設

の
サ

イ
ン

の
統

一
化

を
図

る
。

ウ
　

野
幌

森
林

公
園

内
の

散
策

路
、

北
海

道
博

物
館

屋
上

ス
カ

イ
ビ

ュ
ー

な
ど

に
お

け
る

野
外

展
示

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

中
期

目
標

・
計

画
番

号
8

-
2

目
標

値
番

号
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

H
2

7

○

新
規

立
ち

上
げ

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

①
　

野
幌

森
林

公
園

内
の

危
険

木
の

処
理

お
よ

び
老

朽
化

し
た

設
備

の
改

修

点
検

項
目

集
計

令
和

２
年

度

④
　

サ
イ

ン
の

統
一

化
に

向
け

た
検

討
・

取
組

②
　

J
R

北
海

道
、

J
R

北
海

道
バ

ス
、

指
定

管
理

者
等

と
連

携
し

、
特

に
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
を

対
象

と
し

た
ア

ク
セ

ス
向

上
に

向
け

た
検

討
・

取
組
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1
4

担
当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

計
○

×
2

2
0

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
1

0
件

8
3

%
1

1
件

1
1

0
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

　
・

臨
時

休
館

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

（
３

）
 野

幌
森

林
公

園
内

施
設

と
の

一
体

的
な

取
組

の
推

進

8
-
3

②
　

「
ほ

っ
か

い
ど

う
歴

史
・

文
化

・
自

然
『

体
感

』
交

流
空

間
構

想
」

に
係

る
具

体
的

取
組

み
の

検
討

会
議

　
　

　
3

回

③
　

「
北

海
道

立
総

合
博

物
館

管
理

運
営

等
連

絡
調

整
会

議
」

の
実

施
　

　
　

1
2

回

④
　

道
立

自
然

公
園

野
幌

森
林

公
園

管
理

運
営

協
議

会
の

実
施

　
　

　
1

回

⑤
　

野
幌

森
林

公
園

林
野

火
災

予
消

防
対

策
会

議
の

実
施

　
　

　
1

回

目
標

（
値

）
（

案
）

中
期

目
標

・
計

画

点
検

項
目

集
計

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

令
和

２
年

度

北
海

道
博

物
館

、
開

拓
の

村
、

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

館
の

連
携

を
強

化
し

、
公

園
内

の
一

体
的

か
つ

効
果

的
な

運
営

に
努

め
、

利
用

者
の

利
便

性
と

満
足

度
の

向
上

を
図

る
。

達
成

状
況

年
度

計
画

目
標

（
値

）

前
年

度
比

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

①
　

「
ほ

っ
か

い
ど

う
歴

史
・

文
化

・
自

然
『

体
感

』
交

流
空

間
構

想
」

（
平

成
3

0
年

1
2

月
策

定
）

に
関

わ
る

具
体

的
取

組
の

検
討

目
標

値
番

号
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

H
2

7

○

新
規

立
ち

上
げ

〇

　
・

公
園

利
用

者
へ

の
注

意
喚

起
　

・
ヒ

グ
マ

の
目

撃
情

報
の

収
集

・
現

地
確

認
及

び
記

録
　

・
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
力

・
情

報
共

有

2
月

2
3

日
～

3
月

3
1

日
2

月
2

3
日

～
3

月
3

1
日

　
　

（
休

館
中

の
主

な
対

応
：

館
内

施
設

等
・

備
品

等
の

消
　

　
　

毒
、

臨
時

休
館

に
係

る
公

共
機

関
へ

の
掲

示
協

力
依

　
　

　
頼

等
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

感
染

拡
大

に
伴

う
北

海
道

の
緊

急
事

態
宣

言
が

出
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
て

、
北

海
道

博
物

館
も

感
染

拡
大

防
止

に
係

る
措

置
を

講
じ

た
。

中
期

目
標

・
計

画
番

号

特
別

展
等

展
示

会
：

５
件

か
る

ち
ゃ

る
n

e
t：

1
件 北

海
道

み
ん

な
の

日
：

1
件

自
然

観
察

会
：

1
件

教
員

の
た

め
の

博
物

館
の

日
：

1
件

①
　

北
海

道
博

物
館

・
開

拓
の

村
・

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

館
の

一
体

的
な

広
報

①
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
運

営
な

ど
一

体
的

な
広

報
活

動
を

は
じ

め
、

北
海

道
博

物
館

、
開

拓
の

村
、

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

館
の

連
携

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。

・
野

幌
森

林
公

園
内

の
利

便
性

と
満

足
度

の
向

上

【
進

捗
状

況
】

・
指

定
管

理
者

と
の

定
例

的
な

会
議

の
開

催
に

よ
り

、
施

設
管

理
上

の
問

題
点

の
把

握
や

対
応

方
針

の
協

議
の

ほ
か

、
展

示
を

は
じ

め
と

し
た

各
種

普
及

行
事

な
ど

の
円

滑
な

事
業

実
施

に
一

定
程

度
つ

な
げ

た
。

・
利

用
者

満
足

度
調

査
に

お
い

て
、

各
施

設
の

Ｐ
Ｒ

不
足

を
は

じ
め

様
々

な
意

見
を

受
け

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

、
利

便
性

・
満

足
度

向
上

の
た

め
連

携
し

た
取

組
が

必
要

。

【
計

画
に

な
か

っ
た

項
目

】
・

昨
年

６
月

に
森

林
公

園
内

で
ヒ

グ
マ

が
出

没
し

た
こ

と
を

受
け

、
自

然
ふ

れ
あ

い
交

流
館

等
と

も
連

携
し

な
が

ら
、

公
園

内
の

巡
視

を
は

じ
め

利
用

者
へ

の
注

意
喚

起
の

ほ
か

、
ヒ

グ
マ

の
痕

跡
等

の
情

報
収

集
や

現
地

確
認

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

捕
獲

対
策

な
ど

を
実

施
し

た
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

周
辺

施
設

の
休

館
や

公
園

駐
車

場
の

閉
鎖

措
置

な
ど

の
ほ

か
、

施
設

等
の

再
開

に
当

た
っ

て
の

感
染

防
止

対
策

な
ど

に
つ

い
て

、
指

定
管

理
者

と
協

議
・

連
携

し
な

が
ら

一
体

的
に

取
り

組
ん

だ
。

【
今

後
の

課
題

】
・

公
園

内
施

設
と

の
一

体
的

な
運

営
に

関
し

て
は

、
交

流
空

間
構

想
に

関
す

る
活

用
イ

メ
ー

ジ
等

に
基

づ
く

取
組

の
中

で
、

必
要

な
財

源
の

確
保

も
視

野
に

入
れ

た
検

討
が

必
要

。
・

ヒ
グ

マ
対

策
に

関
し

て
は

、
捕

獲
に

係
る

役
割

分
担

を
は

じ
め

関
係

機
関

内
で

混
乱

が
生

じ
た

こ
と

か
ら

、
鳥

獣
保

護
法

を
所

管
す

る
石

狩
振

興
局

と
事

前
に

協
議

・
調

整
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
対

策
に

関
し

て
は

、
博

物
館

の
再

開
に

伴
い

実
施

し
て

る
「

入
館

受
付

」
等

の
新

た
な

業
務

や
、

特
別

展
等

の
開

催
の

あ
り

方
な

ど
に

つ
い

て
、

指
定

管
理

者
と

も
協

議
し

な
が

ら
そ

の
方

向
性

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

A
判

断
数

値
実

績
値

評
点

・
連

絡
会

議
の

実
施

件
数

（
１

２
件

）

・
一

体
的

に
行

っ
た

広
報

の
件

数
（

１
０

件
）

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

　
・

館
内

の
イ

ベ
ン

ト
等

中
止

　
・

ハ
イ

ラ
イ

ト
ツ

ア
ー

中
止

・
野

幌
森

林
公

園
周

辺
に

出
没

し
た

ヒ
グ

マ
の

対
応

年
度

計
画

以
外

の
事

業
実

施

　
・

は
っ

け
ん

イ
ベ

ン
ト

中
止

2
月

2
5

日
～

3
月

3
1

日
2

月
2

9
日

～
3

月
3

1
日

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
防

止
対

策
【

参
考

】
『

要
覧

2
0

1
9

』
1

0
0

ペ
ー

ジ

令
和

元
年

6
月

～
9

月
に

野
幌

森
林

公
園

で
ヒ

グ
マ

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

森
林

公
園

の
安

全
な

利
用

の
た

め
の

対
応

を
実

施
。

　
・

森
林

公
園

内
の

巡
視

連
絡

会
議

の
実

施
件

数
B

一
体

的
に

行
っ

た
広

報
の

件
数

A
そ

の
他

の
達

成
状

況

⑤
　

野
幌

森
林

公
園

林
野

火
災

予
消

防
対

策
会

議
を

活
用

し
、

野
幌

森
林

公
園

の
火

災
を

予
防

④
　

道
立

自
然

公
園

野
幌

森
林

公
園

管
理

運
営

協
議

会
を

活
用

し
、

野
幌

森
林

公
園

の
保

護
と

利
用

の
促

進

③
　

「
北

海
道

立
総

合
博

物
館

管
理

運
営

等
連

絡
調

整
会

議
」

を
活

用
し

、
管

理
運

営
に

関
す

る
連

絡
体

制
の

強
化

及
び

利
用

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

②
　

「
ほ

っ
か

い
ど

う
歴

史
・

文
化

・
自

然
『

体
感

』
交

流
空

間
構

想
」

に
係

る
活

用
イ

メ
ー

ジ
に

関
す

る
懇

談
会

で
の

議
論

を
踏

ま
え

た
具

体
的

取
組

の
検

討

年
度

計
画

（
案

）

30



1
5

担
当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

○
○

○
○

計
○

×
7

6
1

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
2

7
5

,2
2

9
件

1
2

5
%

達
成

度
7

8
,5

7
9

人
7

9
%

6
,0

9
1

人
1

1
7

%

2
3

,5
1

7
人

9
4

%
3

2
0

件
9

1
%

3
0

4
件

1
3

8
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

北
海

道
教

育
旅

行
説

明
会

等
〇

④
　

学
校

団
体

誘
致

セ
ン

チ
ュ

リ
ー

ロ
イ

ヤ
ル

ホ
テ

ル
と

の
連

携

⑥
　

愛
称

と
ロ

ゴ
の

活
用

（
他

機
関

に
よ

る
広

報
媒

体
）

〇

・
戦

略
的

に
働

き
か

け
て

い
く

広
報

体
制

を
強

化

・
招

待
講

演
（

講
座

・
講

演
会

）
等

へ
の

職
員

派
遣

に
伴

う
道

民
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動 ・
『

森
の

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
』

、
『

行
事

あ
ん

な
い

』
、

特
別

展
ポ

ス
タ

ー
・

チ
ラ

シ
、

企
画

テ
ー

マ
展

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ

、
特

別
イ

ベ
ン

ト
等

の
ポ

ス
タ

ー
・

チ
ラ

シ
、

『
北

海
道

博
物

館
学

校
利

用
ガ

イ
ド

（
令

和
2

年
度

版
）

』
、

『
要

覧
2

0
1

9
』

④
　

愛
称

や
ロ

ゴ
マ

ー
ク

の
積

極
的

活
用

新
規

立
ち

上
げ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
（

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

）

【
参

考
】

前
年

度
　

　
2

7
5

,2
2

9
件

過
去

5
年

平
均

　
　

2
4

5
,2

0
3

件

実
績

値
評

点

③
　

海
外

に
向

け
た

情
報

発
信

⑥
　

愛
称

と
ロ

ゴ
の

活
用

（
当

館
発

行
広

報
媒

体
）

森
の

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
等

7
月

刊
行

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

H
2

7

◎

・
各

種
広

報
媒

体
へ

の
学

術
的

な
情

報
や

知
見

の
提

供
（

寄
稿

、
出

演
を

含
む

）

②
　

職
員

全
員

の
専

門
性

を
活

か
し

た
広

報
活

動
（

協
力

、
寄

稿
、

出
演

等
）

・
各

媒
体

か
ら

の
照

会
に

伴
う

広
報

の
継

続

③
　

広
報

誌
・

広
報

媒
体

の
発

行
・

配
布

目
標

値
番

号

イ
　

愛
称

「
森

の
ち

ゃ
れ

ん
が

」
と

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

積
極

的
に

広
報

媒
体

や
サ

イ
ン

な
ど

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
北

海
道

博
物

館
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

の
向

上
に

役
立

て
る

。

①
　

あ
ら

ゆ
る

広
報

媒
体

の
活

用

　
　

戦
略

的
な

広
報

体
制

⑤
　

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ビ

デ
オ

の
積

極
的

活
用

A

学
校

団
体

利
用

A A A
広

報
媒

体
愛

称
お

よ
び

ロ
ゴ

マ
ー

ク
の

活
用

件
数

6
件

6
0

%
B

②
　

照
会

に
伴

う
広

報
　

　
積

極
的

な
広

報
活

動

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
及

び
玄

関
ロ

ビ
ー

9
-
1

　
　

　
　

★
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

　
設

定
内

容
　

目
標

値
（

5
年

間
）

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
（

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

）
　

 3
9

5
,0

0
0

件

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

①
　

報
道

機
関

等
へ

の
対

応
（

新
聞

、
雑

誌
、

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
、

そ
の

他
）

・
入

館
者

数
／

う
ち

外
国

人
（

1
0

0
,0

0
0

人
／

う
ち

外
国

人
5

,2
0

0
人

）

・
学

校
団

体
の

利
用

者
数

／
件

数
（

2
5

,0
0

0
人

／
3

5
0

件
）

・
広

報
媒

体
の

件
数

（
2

2
0

件
）

・
愛

称
お

よ
び

ロ
ゴ

マ
ー

ク
の

活
用

件
数

（
1

0
件

）

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
（

2
5

0
,0

0
0

件
）

（
う

ち
外

国
人

）
入

館
者

数
B

目
標

（
値

）
実

績
値

評
点

適
宜

実
施

判
断

数
値

①
　

広
報

掲
載

・
報

道
件

数
　

　
4

0
0

件

②
　

職
員

に
よ

る
広

報
協

力
、

寄
稿

、
出

演
等

　
　

1
0

0
件

⑥
　

海
外

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化
に

向
け

た
検

討
・

取
組

⑦
　

修
学

旅
行

そ
の

他
団

体
旅

行
の

誘
致

に
向

け
た

検
討

・
取

組

⑤
　

愛
称

お
よ

び
ロ

ゴ
マ

ー
ク

の
浸

透
に

向
け

た
取

組
に

連
動

し
、

北
海

道
博

物
館

の
建

物
そ

の
も

の
が

「
森

の
ち

ゃ
れ

ん
が

」
と

し
て

見
て

美
し

い
建

物
と

し
て

認
知

さ
れ

、
ブ

ラ
ン

ド
化

さ
れ

て
い

く
た

め
の

検
討

・
取

組年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

⑦
　

平
成

3
0

年
度

要
覧

発
行

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

6
9

～
7

5
ペ

ー
ジ〇 〇〇 〇 〇

広
報

計
画

の
策

定
等

在
札

幌
各

国
領

事
館

等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

A

A

そ
の

他
の

達
成

状
況

点
検

項
目

集
計

令
和

２
年

度

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

９
　

広
報

（
１

）
 広

報
活

動
の

強
化

中
期

目
標

・
計

画
番

号

中
期

目
標

・
計

画
ア

　
道

民
の

博
物

館
へ

の
関

心
を

広
げ

、
利

用
を

促
進

し
て

い
く

た
め

、
あ

ら
ゆ

る
広

報
媒

体
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
職

員
全

員
が

積
極

的
な

広
報

活
動

を
展

開
す

る

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 〇 〇 〇

適
宜

実
施

適
宜

実
施

①
　

あ
ら

ゆ
る

広
報

媒
体

を
活

用
し

、
職

員
全

員
で

積
極

的
な

広
報

活
動

を
展

開
す

る
。

②
　

各
媒

体
か

ら
の

照
会

に
伴

う
広

報
を

継
続

し
つ

つ
、

戦
略

的
に

働
き

か
け

て
い

く
広

報
体

制
を

強
化

し
、

実
践

す
る

。

③
　

海
外

に
向

け
た

情
報

発
信

を
強

化
す

る
。

④
　

修
学

旅
行

を
含

め
、

学
校

団
体

の
誘

致
を

は
か

る
。

⑤
　

北
海

道
博

物
館

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ビ

デ
オ

を
さ

ま
ざ

ま
な

機
会

・
場

所
で

積
極

的
に

活
用

し
、

利
用

者
促

進
に

結
び

つ
け

る
。

⑥
　

愛
称

「
森

の
ち

ゃ
れ

ん
が

」
と

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

積
極

的
に

当
館

発
行

の
広

報
媒

体
や

サ
イ

ン
な

ど
に

活
用

す
る

と
と

も
に

、
他

機
関

の
媒

体
に

お
い

て
も

そ
の

発
信

を
働

き
か

け
、

道
民

へ
の

浸
透

を
図

る
。

⑦
　

平
成

3
0

年
度

要
覧

を
刊

行
す

る
。

・
利

用
の

促
進

に
直

接
つ

な
が

る
戦

略
的

な
広

報
体

制
の

強
化

・
実

践

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
（

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

）
　

　
2

2
0

,0
0

0
件

【
参

考
】

前
年

度
　

　
2

5
9

,9
4

7
件

過
去

4
年

平
均

　
　

2
3

7
,6

9
6

件

【
今

後
の

課
題

】
・

全
体

の
入

館
者

数
（

総
合

展
示

室
）

は
、

平
成

3
0

年
度

か
ら

減
少

し
（

9
9

,3
1

5
人

）
、

平
成

2
9

年
度

か
ら

も
減

少
し

た
（

8
0

,5
1

9
人

）
こ

と
か

ら
、

指
定

管
理

者
と

の
連

携
強

化
等

を
含

め
、

一
般

利
用

者
、

学
校

等
団

体
利

用
者

へ
の

よ
り

一
層

の
広

報
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

（
た

だ
、

比
較

的
、

学
校

団
体

の
利

用
は

微
減

で
、

平
成

2
9

年
度

実
績

（
2

8
4

件
1

9
,2

6
6

人
）

を
上

回
っ

て
い

る
）

。
・

愛
称

及
び

ロ
ゴ

マ
ー

ク
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
取

組
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
そ

の
他

特
記

事
項

】
・

H
P

の
ア

ク
セ

ス
件

数
は

、
増

加
傾

向
に

あ
る

（
平

成
3

0
年

度
は

2
5

9
,9

4
7

件
）

。
・

入
館

者
数

の
減

少
に

も
関

わ
ら

ず
、

外
国

人
利

用
者

数
は

増
加

傾
向

に
あ

る
（

平
成

3
0

年
度

は
5

,4
1

4
人

）
。
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1
6

担
当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

◎
◎

◎
◎

計
○

×
4

4
0

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
及

び
か

る
ち

ゃ
る

n
e
t

等

④
　

他
機

関
と

の
連

携
事

業
へ

の
参

画
〇

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

及
び

か
る

ち
ゃ

る
n

e
t

等

④
　

他
機

関
と

の
連

携
事

業
に

お
け

る
広

報
活

動
〇

②
　

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
の

閉
室

に
係

る
資

料
・

物
品

の
撤

収

中
期

目
標

・
計

画
番

号
9

-
2

目
標

値
番

号
学

芸
部

道
民

サ
ー

ビ
ス

グ
ル

ー
プ

ポ
ス

タ
ー

・
ち

ら
し

に
よ

る
特

別
展

等
の

周
知

①
　

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
で

の
積

極
的

な
広

報
活

動
〇

令
和

２
年

度

H
2

7

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

中
期

目
標

・
計

画

①
　

他
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

広
報

活
動

の
実

施

②
　

【
新

規
】

赤
れ

ん
が

庁
舎

（
北

海
道

庁
旧

本
庁

舎
、

改
修

工
事

中
）

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
事

業
と

連
動

し
た

北
海

道
博

物
館

の
P

R
に

向
け

た
取

組

5
回

1
0

0
%

A

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
で

の
利

用
者

と
直

に
接

す
る

広
報

活
動

1
回

1
0

%
B

そ
の

他
の

達
成

状
況

判
断

数
値

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

新
規

立
ち

上
げ

ア
　

赤
れ

ん
が

庁
舎

（
北

海
道

庁
旧

本
庁

舎
）

を
北

海
道

博
物

館
の

サ
テ

ラ
イ

ト
空

間
と

し
て

活
用

し
、

来
訪

者
を

北
海

道
博

物
館

に
誘

導
す

る
展

示
を

実
現

す
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
機

能
の

強
化

に
努

め
る

。

・
か

る
ち

ゃ
る

n
e
tに

よ
る

連
携

事
業

の
実

施
、

C
IS

E
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

連
携

事
業

の
実

施
、

生
物

多
様

性
さ

っ
ぽ

ろ
活

動
拠

点
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

連
携

事
業

の
実

施
、

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

へ
の

出
展

、
教

員
の

た
め

の
博

物
館

の
日

in
札

幌
へ

の
出

展

年
度

計
画

令
和

元
年

度

【
今

後
の

課
題

】
・

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
の

誘
客

効
果

の
検

証
結

果
を

ふ
ま

え
て

、
北

海
道

庁
赤

れ
ん

が
庁

舎
（

北
海

道
庁

旧
本

庁
舎

）
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

事
業

と
連

動
し

た
P

R
活

動
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

A
実

績
値

評
点

①
　

イ
ベ

ン
ト

紹
介

コ
ー

ナ
ー

の
計

画
的

な
更

新
、

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
を

展
開

な
ど

を
含

め
、

「
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

」
を

活
用

し
た

積
極

的
な

広
報

活
動

を
展

開
す

る
（

平
成

3
1

年
度

は
1

0
月

1
日

よ
り

改
修

工
事

で
閉

館
と

な
る

た
め

、
9

月
3

0
日

ま
で

）
。

②
　

1
0

月
～

1
2

月
の

間
に

、
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

の
資

料
や

物
品

を
撤

収
す

る
。

③
　

「
北

海
道

博
物

館
赤

れ
ん

が
サ

テ
ラ

イ
ト

」
の

運
営

が
、

ど
れ

だ
け

北
海

道
博

物
館

へ
の

誘
客

へ
と

つ
な

が
っ

て
き

た
の

か
、

総
括

す
る

。

④
　

「
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
」

や
｢
か

る
ち

ゃ
る

n
e
t｣

な
ど

他
機

関
と

の
連

携
事

業
に

積
極

的
に

参
画

し
、

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

を
活

用
し

た
積

極
的

な
広

報
活

動

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

点
検

項
目

集
計

イ
　

他
機

関
と

の
連

携
事

業
に

積
極

的
に

参
画

し
、

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
で

の
情

報
更

新
回

数

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

で
提

供
す

る
情

報
の

更
新

回
数

（
5

回
）

・
「

北
海

道
博

物
館

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
」

に
お

け
る

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
の

回
数

（
1

0
回

）

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

6
9

～
7

5
ペ

ー
ジ

③
　

赤
れ

ん
が

サ
テ

ラ
イ

ト
の

誘
客

効
果

の
総

括

目
標

（
値

）
（

案
）

９
　

広
報

（
２

）
 赤

れ
ん

が
庁

舎
の

活
用

及
び

他
機

関
と

の
連

携
◎

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 ×〇

令
和
2年
度
か
ら
の
第
2
期
中
期
目
標
・計
画
項
目
（原
案
）で
は
、
項
目
名
変
更
。

９
広
報

（２
）他
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
広
報
活
動
の
強
化
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1
7

担
当

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

◎
◎

◎
◎

計
○

×
5

4
1

自
己

評
価

評
価

基
準

ᢋ
成

度
9
5
.0

Ჟ
1
1
9
%

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

②
　

「
北

海
ᢊ

博
物

᫾
内

ᢿ
評

価
委

員
会

」
の

᧏
催

と
令

和
元

年
度

事
業

の
内

ᢿ
評

価

③
　

オ
ー

デ
ィ

エ
ン

ス
・

リ
サ

ー
チ

Ტ
利

用
者

調
査

Უ
の

実
施

Ძ
Ც

　
評

価
制

度
の

活
用

と
利

用
者

ニ
ー

ズ
の

把
握

前
年

度
比

内
容

Ტ
計

画
ᢋ

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

Უ

中
期

目
標

・
計

画
番

号
1
0

目
標

値
番

号
総

務
ᢿ

企
画

グ
ル

ー
プ

そ
の

他
の

ᢋ
成

状
況

実
施

　
★

利
用

者
の

満
ឱ

度
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

　
設

定
内

容
　

目
標

値
Ტ

5
年

᧓
Უ

　
利

用
者

満
ឱ

度
　

 7
0

%

令
和

元
年

度
᪮

目
別

評
価

Ტ
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
Უ

第
Ძ

期
中

期
目

標
・

計
画

᪮
目

目
標

Ტ
値

Უ
実

績
値

評
点

利
用

者
満

ឱ
度

A

・
特

別
展

、
企

画
テ

ー
マ

展
、

ア
イ

ヌ
文

化
巡

回
展

期
᧓

の
来

᫾
者

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
る

利
用

者
ニ

ー
ズ

の
把

握
お

よ
び

利
用

者
満

ឱ
度

の
測

定
・

分
析

　
・

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
専

ᧉ
ᢿ

会

③
　

オ
ー

デ
ィ

エ
ン

ス
・

リ
サ

ー
チ

の
実

施

④
　

第
2

期
中

期
目

標
・

計
画

の
策

定

・
「

北
海

ᢊ
立

総
合

博
物

᫾
協

ᜭ
会

」
の

᧏
催 ・

同
協

ᜭ
会

「
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

専
ᧉ

ᢿ
会

」
の

᧏
催

×

①
　

「
北

海
ᢊ

立
総

合
博

物
᫾

協
ᜭ

会
」

に
よ

る
᣻

要
事

᪮
の

調
査

審
ᜭ

中
期

目
標

・
計

画

②
　

平
成

3
1

年
度

内
ᢿ

評
価

の
実

施

②
　

第
1

期
中

期
目

標
・

計
画

期
の

外
ᢿ

評
価

の
実

施

　
・

北
海

ᢊ
立

総
合

博
物

᫾
協

ᜭ
会

①
　

博
物

᫾
協

ᜭ
会

の
実

施
と

ᢃ
営

①
　

北
海

ᢊ
立

総
合

博
物

᫾
協

ᜭ
会

Ტ
2

回
Უ

と
専

ᧉ
ᢿ

会
Ტ

1
回

Უ
な

ど
の

実
施

と
ᢃ

営
を

行
う

。

②
　

第
Ძ

期
中

期
目

標
・

計
画

期
の

外
ᢿ

評
価

及
び

平
成

3
1

年
度

内
ᢿ

評
価

を
実

施
す

る
。

③
　

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
な

ど
に

よ
る

オ
ー

デ
ィ

エ
ン

ス
・

リ
サ

ー
チ

を
実

施
す

る
。

④
　

第
Წ

期
中

期
目

標
・

計
画

Ტ
平

成
3

2
᳸

3
6

年
度

Უ
を

策
定

す
る

。

・
北

海
ᢊ

立
総

合
博

物
᫾

協
ᜭ

会
Ტ

2
回

Უ
と

専
ᧉ

ᢿ
会

Ტ
1

回
Უ

の
ᢃ

営
と

実
施

。
・

内
ᢿ

評
価

及
び

外
ᢿ

評
価

の
計

画
的

実
施

。
・

オ
ー

デ
ィ

エ
ン

ス
・

リ
サ

ー
チ

の
実

施
と

そ
の

検
討

。
・

第
Წ

期
中

期
目

標
・

計
画

Ტ
平

成
3

2
᳸

3
6

年
度

Უ
の

策
定

。

【
全

体
の

評
価

】
・

概
ね

計
画

ど
お

り
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
一

ᢿ
、

改
善

す
べ

き
点

を
改

善
し

た
。

し
か

し
、

年
度

内
に

処
理

で
き

な
か

っ
た

᪮
目

も
生

じ
、

さ
ら

に
今

後
の

協
ᜭ

会
ᢃ

営
に

つ
い

て
改

善
し

て
い

く
べ

き
課

᫆
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

【
未

実
施

の
᪮

目
】

・
第

Წ
期

中
期

目
標

・
計

画
に

つ
い

て
は

、
作

成
方

ᤆ
の

検
討

に
時

᧓
を

要
し

、
か

つ
原

案
の

作
成

に
᡿

れ
が

生
じ

た
た

め
、

᫾
員

や
協

ᜭ
会

委
員

の
意

見
を

反
映

し
た

成
案

を
年

度
内

に
作

成
で

き
な

か
っ

た
。

現
状

で
は

、
令

和
Წ

年
度

第
Ძ

回
協

ᜭ
会

に
お

い
て

成
案

を
提

示
の

う
え

承
認

い
た

だ
き

、
決

定
に

ᢃ
び

た
い

。

【
今

後
の

課
᫆

】
・

発
ឱ

か
ら

5
年

が
経

ᢅ
し

、
協

ᜭ
会

ᢃ
営

に
つ

い
て

も
、

さ
ま

ざ
ま

な
問

᫆
点

が
明

ら
か

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
改

善
が

必
要

。

・
オ

ー
デ

ィ
エ

ン
ス

・
リ

サ
ー

チ
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

満
ឱ

度
を

ど
の

よ
う

に
定

᣽
的

・
定

性
的

に
把

握
し

、
᫾

ᢃ
営

の
改

善
に

結
び

つ
け

て
い

く
か

が
課

᫆
。

【
そ

の
他

特
記

事
᪮

】
・

内
ᢿ

評
価

委
員

会
に

つ
い

て
は

、
よ

り
効

果
的

、
効

率
的

に
ᡶ

め
る

た
め

、
前

年
度

の
内

ᢿ
評

価
を

次
年

度
に

報
告

さ
れ

る
確

定
実

績
を

基
礎

に
実

施
す

る
案

を
協

ᜭ
会

に
諮

り
、

そ
の

よ
う

に
改

善
し

た
。

B

年
度

計
画

目
標

Ტ
値

Უ
ᢋ

成
状

況

1
回

ア
　

毎
年

度
の

事
業

実
績

に
つ

い
て

、
あ

ら
か

じ
め

評
価

᪮
目

を
定

め
、

᫾
と

し
て

の
自

己
点

検
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

公
表

し
、

改
善

す
べ

き
点

に
つ

い
て

は
、

ᡮ
や

か
に

対
処

す
る

。
イ

　
オ

ー
デ

ィ
エ

ン
ス

・
リ

サ
ー

チ
Ტ

利
用

者
調

査
Უ

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

分
析

し
、

公
表

す
る

と
と

も
に

、
改

善
す

べ
き

点
に

つ
い

て
は

、
ᡮ

や
か

に
対

処
す

る
。

ウ
　

自
己

点
検

評
価

と
利

用
者

調
査

を
ふ

ま
え

、
博

物
᫾

協
ᜭ

会
に

よ
る

外
ᢿ

評
価

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
公

表
す

る
こ

と
を

ᡫ
じ

て
、

よ
り

良
い

博
物

᫾
づ

く
り

へ
と

つ
な

げ
る

。

点
検

᪮
目

ᨼ
計

年
度

計
画

Ტ
案

Უ

令
和

Წ
年

度

䝥
䝷
イ
オ
䝸
テ
ィ

目
標

Ტ
値

Უ
Ტ

案
Უ

H
2
7

◎

・
利

用
者

満
ឱ

度
調

査
に

よ
る

に
よ

る
利

用
者

ニ
ー

ズ
の

把
握

お
よ

び
利

用
者

満
ឱ

度
の

測
定

・
分

析
Ტ

秋
期

の
一

定
期

᧓
実

施
Უ

〇

⑤
　

評
価

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
検

討
・

取
組

⑥
　

協
ᜭ

会
の

ᡶ
め

方
に

つ
い

て
の

検
討

・
取

組

④
　

北
海

ᢊ
立

総
合

博
物

᫾
協

ᜭ
会

に
よ

る
調

査
審

ᜭ
、

内
ᢿ

評
価

、
オ

ー
デ

ィ
エ

ン
ス

・
リ

サ
ー

チ
に

基
づ

い
た

事
業

改
善

な
ら

び
に

次
年

度
年

᧓
計

画
の

作
成

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

・
出

口
調

査
・

ᡙ
ួ

調
査

の
実

施
新

規
立

ち
上

げ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

・
口

᪽
・

ᩓ
話

・
メ

ー
ル

・
手

紙
等

の
受

理
に

よ
る

利
用

者
ニ

ー
ズ

・
意

見
の

把
握

・
指

定
管

理
者

日
報

に
よ

る
利

用
者

ニ
ー

ズ
・

意
見

の
把

握
・

分
析

・
ア

イ
ヌ

文
化

Q
 &

 A
Ტ

総
合

展
示

室
第

2
テ

ー
マ

Უ
に

よ
る

利
用

者
ニ

ー
ズ

・
意

見
の

把
握

・
分

析

・
解

説
員

活
動

日
誌

及
び

図
書

室
業

務
日

誌
に

よ
る

利
用

者
ニ

ー
ズ

・
意

見
の

把
握

・
分

析

主
な

実
績

Ტ
実

施
の

根
拠

Უ

〇 〇〇
2

回
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1
8

担
当

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

○
○

○
○

計
○

×
3

0
3

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

・
ア

イ
ヌ

文
化

Q
 &

 A
Ტ

総
合

展
示

室
第

2
テ

ー
マ

Უ

・
総

合
展

示
2

᨞
出

口
付

ᡈ
の

参
加

型
展

示
④

　
第

4
テ

ー
マ

「
今

と
こ

れ
か

ら
を

つ
く

る
」

Ტ
再

掲
Უ

の
ᢃ

営

新
規

立
ち

上
げ

新
年

度
の

᣻
点

課
᫆

Ტ
優

先
度

↑
Უ

新
規

立
ち

上
げ

⑨
　

【
᣻

点
】

北
海

ᢊ
博

物
᫾

の
各

種
活

動
に

協
働

参
画

し
か

つ
᫾

ᧈ
の

諮
問

に
応

え
る

支
援

組
織

Ტ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
・

パ
ー

ト
ナ

ー
Უ

の
整

備
に

向
け

た
検

討
・

取
組

点
検

᪮
目

ᨼ
計

令
和

Წ
年

度

⑦
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
図

書
室

の
᧠

覧
対

応
、

季
節

に
応

じ
た

ᣐ
架

工
夫

、
蔵

書
整

理

⑧
　

【
᣻

点
】

さ
ら

な
る

博
物

᫾
活

動
へ

の
ᢊ

民
参

加
促

ᡶ
に

向
け

た
企

画
・

立
案

⑤
　

休
憩

ラ
ウ

ン
ジ

に
お

け
る

ᢊ
民

参
加

型
展

示
の

実
施

Ტ
再

掲
Უ

の
ᢃ

営

⑥
　

博
物

᫾
実

習
生

が
企

画
・

作
成

す
る

展
示

コ
ー

ナ
ー

の
ᢃ

営

B

北
海

ᢊ
博

物
᫾

、
᧏

拓
の

村
、

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

᫾
の

ᡲ
携

を
強

化
し

、
公

園
内

の
一

体
的

か
つ

効
果

的
な

ᢃ
営

に
努

め
、

利
用

者
の

利
便

性
と

満
ឱ

度
の

向
上

を
図

る
。

ア
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
導

入
、

ᢊ
民

の
自

主
的

な
サ

ー
ク

ル
活

動
の

支
援

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
を

支
援

す
る

組
織

の
創

設
な

ど
に

よ
り

、
博

物
᫾

活
動

へ
の

ᢊ
民

参
加

を
促

ᡶ
し

、
ᢊ

民
と

の
ᡲ

携
を

強
化

す
る

。
イ

　
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
シ

ョ
ッ

プ
、

カ
フ

ェ
な

ど
の

利
用

者
サ

ー
ビ

ス
、

有
料

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
・

ᢃ
営

、
外

ᢿ
᝻

᣿
の

受
入

れ
と

活
用

な
ど

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
の

各
種

活
動

に
協

働
参

画
す

る
支

援
組

織
の

整
備

に
取

り
組

年
度

計
画

②
　

博
物

᫾
を

支
援

す
る

組
織

体
制

の
強

化

令
和

元
年

度
᪮

目
別

評
価

Ტ
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
Უ

・
ᢊ

民
参

加
型

組
織

の
創

設
と

支
援

に
向

け
た

方
向

性
の

確
立

。

・
博

物
᫾

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
推

ᡶ
と

強
化

。

【
全

体
の

評
価

】
・

左
記

の
年

度
計

画
に

つ
い

て
は

、
す

べ
て

検
討

段
᨞

に
と

ど
ま

っ
た

が
、

サ
ー

ク
ル

型
学

習
活

動
の

新
規

事
業

化
な

ど
、

ᢊ
民

参
加

型
活

動
の

幅
を

拡
充

し
た

。

【
未

実
施

の
᪮

目
】

・
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
・

パ
ー

ト
ナ

ー
Ტ

仮
称

Უ
の

事
業

実
施

や
博

物
᫾

ᢃ
営

の
諮

問
的

な
組

織
の

設
置

な
ど

、
ᢊ

民
参

加
型

活
動

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
ᢊ

民
参

加
型

の
会

ᜭ
の

設
置

を
検

討
し

た
が

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
が

直
᩿

す
る

諸
状

況
を

ᦷ
み

、
実

施
は

見
ᡛ

っ
て

い
る

。
そ

の
こ

と
も

含
め

、
年

度
計

画
の

す
べ

て
の

᪮
目

に
お

い
て

、
ほ

ぼ
前

ᡶ
が

図
れ

な
か

っ
た

。

【
そ

の
他

特
記

事
᪮

】
・

一
方

、
ᢊ

民
参

加
型

活
動

を
段

᨞
的

に
推

ᡶ
し

て
い

く
一

環
と

し
て

、
古

文
書

学
習

サ
ー

ク
ル

「
ち

ゃ
れ

ん
が

古
文

書
ク

ラ
ブ

」
を

企
画

し
、

令
和

Წ
年

度
よ

り
活

動
を

展
᧏

す
る

こ
と

と
し

た
。

・
平

成
3

0
年

度
よ

り
取

り
入

れ
た

図
書

室
支

援
員

制
度

は
、

令
和

元
年

度
に

お
い

て
も

継
続

さ
れ

て
い

る
。

【
今

後
の

課
᫆

】
・

ᢊ
民

参
加

型
活

動
の

推
ᡶ

を
実

現
に

導
く

に
あ

た
り

、
ᨦ

壁
と

な
っ

て
い

る
多

᩿
的

な
課

᫆
を

一
つ

一
つ

解
決

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
計

画
の

あ
り

方
・

ᡶ
め

方
、

目
標

管
理

体
制

の
あ

り
方

の
再

検
討

を
含

め
、

᫾
内

ᜭ
論

を
活

性
化

さ
せ

、
᫾

と
し

て
の

方
向

性
を

確
立

・
共

有
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

③
　

ᢊ
民

参
加

型
の

展
示

事
業

の
検

討

ᢋ
成

状
況

主
な

実
績

Ტ
実

施
の

根
拠

Უ
実

施
①

　
「

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

・
パ

ー
ト

ナ
ー

」
Ტ

仮
称

Უ
の

事
業

実
施 ①

　
パ

ー
ト

ナ
ー

に
よ

る
博

物
᫾

ᢃ
営

等
の

諮
問

的
な

組
織

の
設

置

①
　

第
Ძ

期
計

画
「

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

・
パ

ー
ト

ナ
ー

」
Ტ

仮
称

Უ
の

事
業

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
同

パ
ー

ト
ナ

ー
に

よ
る

博
物

᫾
ᢃ

営
等

の
諮

問
的

な
組

織
を

設
置

す
る

Ტ
᫾

ᧈ
と

の
意

見
交

換
の

場
Უ

。

②
　

ᢊ
民

参
加

の
促

ᡶ
に

向
け

、
北

海
ᢊ

立
総

合
博

物
᫾

を
支

援
す

る
組

織
体

制
の

強
化

を
図

る
。

③
　

ᢊ
民

参
加

型
の

展
示

事
業

を
検

討
し

、
推

ᡶ
を

は
か

る
。

× ×× ×

目
標

Ტ
値

Უ
ᢋ

成
状

況

中
期

目
標

・
計

画

Ჱ
　

ᢊ
民

参
加

型
組

織
の

整
備

中
期

目
標

・
計

画
番

号
7

目
標

値
番

号
総

務
ᢿ

企
画

グ
ル

ー
プ

第
Ძ

期
中

期
目

標
・

計
画

᪮
目

⑩
　

【
᣻

点
Ჩ

新
規

】
地

域
住

民
の

北
海

ᢊ
博

物
᫾

に
対

す
る

理
解

促
ᡶ

と
愛

着
ᣱ

成
、

お
よ

び
各

種
支

援
・

協
力

に
よ

る
博

物
᫾

活
動

の
活

性
化

に
向

け
た

施
策

の
検

討
・

取
組

②
　

ᢊ
民

・
地

域
と

の
協

働
・

ᡲ
携

に
よ

る
地

域
情

報
ᨼ

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

᣼
幌

森
林

公
園

の
生

物
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

調
査

Ტ
第

二
次

Უ
」

Ტ
再

掲
Უ

へ
の

市
民

参
加

③
　

来
᫾

者
参

加
型

展
示

コ
ー

ナ
ー

Ტ
再

掲
Უ

の
ᢃ

営

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

年
度

計
画

Ტ
案

Უ

䝥
䝷
イ
オ
䝸
テ
ィ

目
標

Ტ
値

Უ
Ტ

案
Უ

内
容

Ტ
計

画
ᢋ

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

Უ
前

年
度

比

①
　

【
᣻

点
Ჩ

新
規

】
「

ち
ゃ

れ
ん

が
古

文
書

ク
ラ

ブ
」

の
創

設
・

ᢃ
営

H
2
7
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1
9

担
当

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

○
○

○
○

ᚘ
○

×
9

4
5

ᐯ
己

ᚸ
価

ᚸ
価

基
準

ᢋ
成

度

【
判

断
数

値
ᚨ

定
】

無
【

判
断

数
値

ᚨ
定

】

・
参

与
会

、
支

ᢿ
ᧈ

会
、

全
国

᫾
ᧈ

会
ᜭ

へ
の

出
席

○ 点
検

᪮
目

ᨼ
ᚘ

中
期

目
標

・
ᚘ

画

Ტ
Წ

Უ
 博

物
᫾

交
流

の
促

ᡶ
ア

　
地

域
の

博
物

᫾
、

図
書

᫾
、

教
Ꮛ

委
員

会
な

ど
と

ᡲ
携

し
、

共
同

研
究

、
共

同
事

業
な

ど
を

ᡫ
じ

て
地

域
と

の
協

働
・

交
流

を
促

ᡶ
さ

せ
、

北
海

ᢊ
再

発
ᙸ

の
た

め
の

知
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
へ

と
つ

な
げ

る
。

イ
　

北
海

ᢊ
博

物
᫾

や
ᢊ

内
各

地
に

お
い

て
、

ᢊ
内

の
博

物
᫾

Ꮀ
員

を
対

ᝋ
に

、
博

物
᫾

学
系

の
知

ᜤ
や

技
ᘐ

を
普

及
す

る
研

修
会

を
実

施
す

る
。

実
施

内
容

Ტ
ᚘ

画
ᢋ

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

Უ

・
北

海
ᢊ

支
ᢿ

ᧈ
᫾

と
し

て
協

会
お

よ
び

支
ᢿ

会
員

と
の

ᡲ
ዂ

・
協

力
体

制
の

ዜ
持

Ტ
Წ

Უ
②

　
ᢊ

内
の

博
物

᫾
Ꮀ

員
を

対
ᝋ

と
し

た
博

物
᫾

学
系

の
研

修
会

の
実

施
に

向
け

た
検

᚛

×

Ტ
Ძ

Უ
①

　
日

本
博

物
᫾

協
会

、
全

国
歴

史
民

俗
系

博
物

᫾
協

ᜭ
会

な
ど

と
の

ᡲ
携

に
よ

り
、

北
海

ᢊ
と

全
国

の
博

物
᫾

を
つ

な
ぐ

役
割

を
果

た
す

。

・
全

国
歴

史
民

俗
系

博
物

᫾
協

ᜭ
会

令
和

元
年

度
年

次
ᨼ

会
Ტ

共
催

、
7

月
、

札
幌

市
Უ

・
「

博
物

᫾
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

未
来

へ
の

レ
ガ

シ
ー

ዒ
承

・
発

信
事

業
」

(R
元

年
度

で
ኳ

了
)へ

の
参

画 ・
IC

O
M

の
ポ

ス
ト

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
Ტ

9
月

、
伊

ᢋ
市

Უ
の

共
催

〇

Ტ
Ძ

Უ
②

　
北

海
ᢊ

博
物

᫾
協

会
事

務
局

を
ᡫ

じ
て

、
地

域
ブ

ロ
ッ

ク
別

や
᫾

種
別

の
ኵ

ጢ
の

活
動

を
積

極
的

に
支

援
す

る
。

第
5

8
回

北
海

ᢊ
博

物
᫾

大
会

Ტ
7

月
、

北
ᙸ

市
Უ

、
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
会

Ტ
9

月
、

伊
ᢋ

市
Უ

〇

Ტ
Წ

Უ
①

　
地

域
の

博
物

᫾
、

図
書

᫾
、

教
Ꮛ

委
員

会
な

ど
と

ᡲ
携

し
、

共
同

研
究

、
共

同
事

業
な

ど
を

ᡫ
じ

て
地

域
と

の
協

働
・

交
流

を
促

ᡶ
す

る
。

・
「

か
る

ち
ゃ

る
n

e
t」

の
事

務
局

と
し

て
の

活
動

・
「

C
IS

E
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

へ
の

参
画

・
「

生
物

多
様

性
さ

っ
ぽ

ろ
活

動
拠

点
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

へ
の

参
画

・
「

北
海

ᢊ
化

石
・

恐
竜

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
究

会
」

へ
の

参
画

〇

令
和

元
年

度
᪮

目
別

ᚸ
価

Ტ
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
Უ

年
度

ᚘ
画

Ტ
案

Უ
目

標
Ტ

値
Უ

Ტ
案

Უ

Ტ
Ძ

Უ
各

種
博

物
᫾

団
体

と
の

ᡲ
携

①
　

日
本

博
物

᫾
協

会
、

全
国

歴
史

民
俗

系
博

物
᫾

協
ᜭ

会
な

ど
と

の
ᡲ

携
に

よ
り

、
北

海
ᢊ

と
全

国
の

博
物

᫾
を

つ
な

ぐ
役

割
を

果
た

す
。

②
　

北
海

ᢊ
博

物
᫾

協
会

事
務

局
を

ᡫ
じ

て
、

地
域

ブ
ロ

ッ
ク

別
や

᫾
種

別
の

ኵ
ጢ

の
活

動
を

積
極

的
に

支
援

す
る

。

Ტ
Წ

Უ
博

物
᫾

交
流

の
促

ᡶ
①

　
地

域
の

博
物

᫾
、

図
書

᫾
、

教
Ꮛ

委
員

会
な

ど
と

ᡲ
携

し
、

共
同

研
究

、
共

同
事

業
な

ど
を

ᡫ
じ

て
地

域
と

の
協

働
・

交
流

を
促

ᡶ
す

る
。

②
　

北
海

ᢊ
博

物
᫾

や
ᢊ

内
各

地
に

お
け

る
、

ᢊ
内

の
博

物
᫾

Ꮀ
員

を
対

ᝋ
と

し
た

博
物

᫾
学

系
の

研
修

会
の

実
施

に
向

け
た

検
᚛

を
ᡶ

め
る

。

ឋ
の

᭗
い

ᡲ
携

に
よ

る
、

企
業

や
民

᧓
団

体
、

図
書

᫾
、

博
物

᫾
、

ᐯ
治

体
等

と
の

ᡲ
携

・
協

力
事

業
の

実
施

・
ᢊ

内
市

町
村

等
と

の
ᡲ

携
・

協
力

件
数

　
　

4
0

件

・
ᢊ

内
市

町
村

等
と

の
ᡲ

携
・

協
力

に
つ

い
て

は
、

件
数

及
び

ᢋ
成

度
の

数
字

だ
け

を
ᙸ

る
と

半
減

し
て

は
い

る
が

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
協

会
の

大
会

の
᧏

催
を

ᡫ
じ

た
情

報
の

共
有

・
交

換
の

ほ
か

、
「

か
る

ち
ゃ

る
n

e
t」

を
ᡫ

じ
た

ᡈ
ᨩ

施
ᚨ

᧓
の

共
同

事
業

や
情

報
交

換
等

を
恒

常
的

に
ᘍ

っ
て

い
る

。

【
ᢋ

成
度

が
᭗

い
᪮

目
】

・
Ტ

Ძ
Უ

①
全

国
歴

史
民

俗
系

博
物

᫾
協

ᜭ
会

の
北

海
ᢊ

ブ
ロ

ッ
ク

の
幹

事
᫾

と
し

て
、

令
和

元
年

度
年

次
ᨼ

会
を

共
催

で
᧏

催
し

た
。

【
未

実
施

の
᪮

目
】

・
Ტ

2
Უ

②
に

つ
い

て
は

ᢊ
内

学
ᑸ

員
を

対
ᝋ

と
し

た
「

博
物

᫾
と

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
研

修
会

」
を

ᚘ
画

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

期
に

᣻
な

り
中

止
し

た
。

・
な

お
「

博
物

᫾
学

系
」

の
内

容
で

は
な

い
が

「
ᢊ

内
の

博
物

᫾
Ꮀ

員
を

対
ᝋ

と
し

た
」

研
修

と
し

て
、

企
画

テ
ー

マ
展

「
エ

ゾ
シ

カ
」

に
᧙

ᡲ
し

て
「

ニ
ホ

ン
ジ

カ
の

ᭌ
学

実
፼

」
を

᧏
催

し
た

。

【
今

後
の

ᛢ
᫆

】
【

次
期

年
次

ᚘ
画

に
向

け
た

留
意

点
】

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
᧸

止
策

を
ふ

ま
え

た
ᡲ

携
協

力
。

・
ᢊ

内
博

物
᫾

Ꮀ
員

を
対

ᝋ
と

す
る

研
修

会
に

つ
い

て
の

中
ᧈ

期
的

ᚘ
画

策
定

に
向

け
た

検
᚛

。

A

令
和

Წ
年

度

目
標

Ტ
値

Უ
実

ጚ
値

年
度

ᚘ
画

目
標

Ტ
値

Უ
ᢋ

成
状

況

中
期

目
標

・
ᚘ

画
番

号

Ძ
Ძ

　
博

物
᫾

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

H
2
7

1
1

目
標

値
番

号
学

ᑸ
ᢿ

社
会

ᝡ
献

グ
ル

ー
プ

第
Ძ

期
中

期
目

標
・

ᚘ
画

᪮
目

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

・
北

海
ᢊ

Ꮠ
振

東
ᢿ

地
ᩗ

に
よ

る
ᘮ

災
᝻

料
へ

の
対

応
に

᧙
す

る
庶

務

・
幹

事
᫾

会
、

年
次

ᨼ
会

へ
の

出
席

③
　

北
海

ᢊ
博

物
᫾

協
会

と
の

ᡲ
携

④
　

北
海

ᢊ
博

物
᫾

協
会

事
務

局
᫾

と
し

て
の

庶
・

北
海

ᢊ
博

物
᫾

協
会

事
務

局
᫾

と
し

て
役

員
、

各
ブ

ロ
ッ

ク
、

会
員

と
の

ᡲ
ዂ

体
制

の
ዜ

持

・
そ

の
他

、
博

物
᫾

功
労

ᎍ
᫋

彰
、

『
博

物
᫾

研
究

』
へ

の
寄

稿
等

に
᧙

す
る

支
ᢿ

ᛦ
整

・
北

海
ᢊ

ブ
ロ

ッ
ク

幹
事

᫾
と

し
て

協
ᜭ

会
お

よ
び

ブ
ロ

ッ
ク

会
員

と
の

ᡲ
ዂ

・
協

力
体

制
の

ዜ
持

・
北

海
ᢊ

の
中

核
的

博
物

᫾
と

し
て

北
海

ᢊ
博

物
᫾

協
会

と
ᡲ

携
し

た
事

業
の

展
᧏

・
役

員
会

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
大

会
等

の
各

種
事

業
等

へ
の

協
力

、
出

席

【
実

ጚ
参

ᎋ
】

『
ᙲ

ᚁ
2

0
1

9
』

5
9

᳸
6

5
ペ

ー
ジ

ウ
　

地
域

の
博

物
᫾

や
学

校
な

ど
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

、
一

ᑍ
、

学
生

、
教

員
な

ど
を

対
ᝋ

に
し

た
出

前
ᜒ

座
を

実
施

す
る

。
　

　
　

　
★

ᢊ
内

市
町

村
等

と
の

ᡲ
携

・
協

力
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

　
ᚨ

定
内

容
　

目
標

値
Ტ

5
年

᧓
Უ

　
ᢊ

内
市

町
村

等
と

の
ᡲ

携
・

協
力

件
数

　
 2

0
0

件

ア
　

日
本

博
物

᫾
協

会
、

全
国

歴
史

民
俗

系
博

物
᫾

協
ᜭ

会
な

ど
と

の
ᡲ

携
に

よ
り

、
全

国
博

物
᫾

の
最

新
動

向
に

᧙
す

る
情

報
を

入
手

し
、

ᢊ
内

の
加

盟
᫾

へ
と

伝
え

る
一

方
、

北
海

ᢊ
か

ら
の

ᙲ
望

を
と

り
ま

と
め

る
な

ど
、

北
海

ᢊ
と

全
国

の
博

物
᫾

を
つ

な
ぐ

役
割

を
果

た
す

。

イ
　

北
海

ᢊ
博

物
᫾

協
会

と
の

ᡲ
携

に
よ

り
、

地
域

ブ
ロ

ッ
ク

別
や

᫾
種

別
ኵ

ጢ
の

活
動

を
積

極
的

に
支

援
す

る
な

ど
、

中
核

的
博

物
᫾

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

、
北

海
ᢊ

の
博

物
᫾

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
。

主
な

実
ጚ

Ტ
実

施
の

根
拠

Უ

前
年

度
比

・
全

国
博

物
᫾

大
会

へ
の

出
席

②
　

全
国

歴
史

民
俗

系
博

物
᫾

協
ᜭ

会
と

の
ᡲ

携

䝥
䝷
䜲
䜸
䝸
䝔
䜱

ᢊ
内

市
町

村
等

と
の

ᡲ
携

・
協

力
件

数
2
1

件
5
3
%

B

そ
の

他
の

ᢋ
成

状
況

ᚸ
点

Ტ
Წ

Უ
 博

物
᫾

交
流

の
促

ᡶ

Ტ
Ძ

Უ

Ტ
Წ

Უ

Ტ
Ძ

Უ
 各

種
博

物
᫾

団
体

と
の

ᡲ
携

Ტ
Ძ

Უ
 各

種
博

物
᫾

団
体

と
の

ᡲ
携

①
　

日
本

博
物

᫾
協

会
と

の
ᡲ

携

・
役

員
会

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
大

会
、

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

研
修

会
、

北
海

ᢊ
博

物
᫾

協
会

ᘙ
彰

の
実

施
に

᧙
す

る
庶

務

・
北

海
ᢊ

博
物

᫾
協

会
の

あ
り

方
検

᚛
に

᧙
す

る
庶

務

35



2
0

担
当

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

○
○

○
○

ᚘ
○

×
1
4

3
1
1

ᐯ
己

ᚸ
価

ᚸ
価

基
準

ᢋ
成

度
9
4

件
1
3
4
%

4
2
6

件
5
3
%

【
判

断
数

値
ᚨ

定
】

有

【
判

断
数

値
ᚨ

定
】

有

Ტ
Ჭ

Უ
①

　
ᔺ

書
の

充
実

化
と

、
図

書
室

利
用

の
促

ᡶ

リ
ツ

イ
ー

ト
等

の
数

、
ツ

イ
ー

ト
ア

ナ
リ

テ
ィ

ク
ス

の
機

Ꮱ
を

利
用

す
る

な
ど

し
て

、
ユ

ー
ザ

ー
の

反
応

を
ᣃ

度
確

ᛐ

Ტ
Წ

Უ
③

　
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
利

用
ᎍ

の
反

応
の

分
析

と
、

発
信

の
仕

方
の

ᙸ
直

し
〇

Ტ
Წ

Უ
④

　
情

報
発

信
の

あ
り

方
を

検
᚛

令
和

2
年

度
の

シ
ス

テ
ム

更
新

に
向

け
て

ᚘ
画

的
に

実
施

〇

・
さ

ま
ざ

ま
な

機
᧙

、
個

人
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

対
し

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
の

専
ᧉ

性
と

博
物

᫾
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

ዮ
力

を
あ

げ
真

摯
に

対
応

Ტ
Ძ

Უ
②

　
北

海
ᢊ

博
物

᫾
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
ア

ク
セ

ス
件

数 　
　

2
6

0
,0

0
0

件

Ტ
Ძ

Უ
③

　
ツ

イ
ッ

タ
ー

の
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数 　
　

3
,5

0
0

件

Ტ
Წ

Უ
①

　
図

書
室

利
用

ᎍ
数

Ტ
う

ち
図

書
室

の
み

の
利

用
ᎍ

Უ
　

　
3

,5
0

0
人

Ტ
3

5
人

Უ

Ტ
Წ

Უ
①

　
ᔺ

書
数

　
　

1
5

3
,0

0
0

冊

Ტ
Წ

Უ
②

　
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数
　

　
4

2
0

件
写

真
提

供
件

数
　

　
1

2
0

件
ア

ン
ケ

ー
ト

へ
の

協
力

、
そ

の
他

　
　

2
0

件

②
　

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

機
Ꮱ

の
強

化

③
　

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

数
の

拡
充

に
向

け
た

広
報

の
検

᚛
・

取
ኵ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

新
ᙹ

立
ち

上
げ

恒
常

的
に

実
施

恒
常

的
に

実
施

恒
常

的
に

実
施

恒
常

的
に

実
施

H
3

0
年

度
4

0
9

件
→

R
1

年
度

4
2

6
件

④
　

多
様

な
方

法
に

よ
る

多
様

な
分

᣼
に

᧙
わ

る
問

い
合

わ
せ

に
対

し
、

利
用

ᎍ
に

ス
ト

レ
ス

を
与

え
な

い
ス

ム
ー

ズ
な

受
け

答
え

を
可

Ꮱ
に

す
る

た
め

の
対

応
策

を
検

᚛

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

中
期

目
標

・
ᚘ

画
番

号
1

2
-
2

᳸
3

目
標

値
番

号
学

ᑸ
ᢿ

社
会

ᝡ
献

グ
ル

ー
プ

内
容

Ტ
ᚘ

画
ᢋ

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

Უ
前

年
度

比

イ
　

収
ᔺ

᝻
料

、
図

書
、

ᙻ
Ꭾ

ᙾ
᝻

料
な

ど
の

᧠
ᚁ

ス
ペ

ー
ス

を
整

備
し

、
᧠

ᚁ
・

ᙐ
写

な
ど

の
各

種
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

さ
せ

る
。

᪮
目

別
ᚸ

価
Ტ

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

Უ

【
実

ጚ
参

ᎋ
】

『
ᙲ

ᚁ
2

0
1

9
』

5
7

᳸
5

8
、

7
4

ペ
ー

ジ

3
1

件
3
1
%

B

ウ
　

北
海

ᢊ
の

ᐯ
然

・
歴

史
・

文
化

に
᧙

わ
る

ᢊ
民

の
៲

ᡈ
な

相
ᛩ

窓
口

と
し

て
、

利
用

ᎍ
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

ツ
ー

ル
を

整
備

し
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

や
学

፼
支

援
の

機
Ꮱ

を
強

化
す

る
。

Ტ
Წ

Უ
 ᳃

Ჽ
᳎

な
ど

を
活

用
し

た
情

報
発

信
機

Ꮱ
の

強
化

Ტ
Ჭ

Უ
ᢊ

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援
ア

　
北

海
ᢊ

の
ᐯ

然
・

歴
史

・
文

化
に

᧙
わ

る
図

書
、

博
物

᫾
刊

ᘍ
物

、
ᙻ

Ꭾ
ᙾ

᝻
料

な
ど

を
収

ᨼ
し

、
図

書
室

の
充

実
を

図
る

。

ᢋ
成

状
況

Ტ
Წ

Უ

Ტ
Ჭ

Უ

Ტ
Წ

Უ
 ᳃

Ჽ
᳎

な
ど

を
活

用
し

た
情

報
発

信
機

Ꮱ
の

強
化

ア
　

北
海

ᢊ
博

物
᫾

及
び

ᢊ
内

博
物

᫾
の

収
ᔺ

᝻
料

、
図

書
、

刊
ᘍ

物
に

᧙
す

る
デ

ー
タ

を
整

備
し

、
᳃

Ჽ
᳎

を
活

用
し

た
、

᧙
係

機
᧙

と
の

よ
り

効
果

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

年
度

ᚘ
画

目
標

Ტ
値

Უ

　
　

　
　

★
来

᫾
し

な
い

利
用

ᎍ
に

よ
る

利
用

件
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
　

ᚨ
定

内
容

　
目

標
値

Ტ
5

年
᧓

Უ
　

写
真

の
提

供
件

数
　

 3
5

0
件

、
　

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

　
4

,0
0

0
件

〇 〇 〇〇× 〇

Ტ
Ჭ

Უ
④

　
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
内

容
の

᫾
内

共
有

に
向

け
た

取
ኵ

み
〇

○

令
和

Წ
年

度

目
標

Ტ
値

Უ
Ტ

案
Უ

研
究

用
図

書
だ

け
で

な
く

一
ᑍ

向
け

の
図

書
も

一
定

数
揃

え
る

よ
う

ទ
入

ᚘ
画

を
実

施
。

〇

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

Ტ
Ძ

Უ
情

報
発

信
機

Ꮱ
の

強
化

A
Ტ

Წ
Უ

IC
T

な
ど

を
活

用
し

た
情

報
発

信
機

Ꮱ
の

強
化

①
　

北
海

ᢊ
博

物
᫾

の
収

ᔺ
᝻

料
、

図
書

、
刊

ᘍ
物

に
᧙

す
る

デ
ー

タ
の

整
備

作
業

を
引

き
ዓ

き
ᡶ

め
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
の

公
᧏

に
向

け
た

取
ኵ

を
ᡶ

め
る

。
②

　
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
お

よ
び

ツ
イ

ッ
タ

ー
を

ᢃ
営

し
、

᫾
内

の
多

様
な

情
報

を
発

信
す

る
。

③
　

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
に

つ
い

て
は

利
用

ᎍ
の

反
応

の
分

析
を

ᘍ
い

、
発

信
の

仕
方

を
ᙸ

直
す

こ
と

で
情

報
発

信
力

の
一

層
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

④
　

平
成

3
2

年
度

の
情

報
シ

ス
テ

ム
更

新
予

定
に

向
け

て
、

情
報

発
信

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
᚛

を
ᘍ

う
。

Ტ
Ჭ

Უ
ᢊ

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援
①

　
北

海
ᢊ

の
ᐯ

然
・

歴
史

・
文

化
に

᧙
わ

る
ᢊ

民
向

け
ᔺ

書
の

充
実

化
を

ᡶ
め

、
図

書
室

で
の

利
用

を
促

ᡶ
す

る
。

②
　

図
書

室
の

᧏
架

ᢿ
分

の
レ

イ
ア

ウ
ト

や
ᘙ

示
等

を
工

夫
し

、
一

ᑍ
来

᫾
ᎍ

が
気

᠉
に

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

企
画

展
等

に
᧙

ᡲ
し

た
図

書
展

示
に

加
え

、
ዮ

合
展

示
の

理
ᚐ

を
深

め
る

た
め

の
図

書
の

展
示

を
充

実
さ

せ
る

。
③

　
図

書
の

収
ᨼ

・
ᨊ

籍
方

ᤆ
を

整
備

し
、

不
ឱ

す
る

分
᣼

の
収

ᨼ
に

努
め

る
と

と
も

に
、

利
用

ᙸ
ᡂ

み
の

な
い

図
書

の
ᨊ

籍
を

ᡶ
め

て
書

庫
利

用
の

効
率

化
を

図
る

。
④

　
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
ᚡ

᥵
率

の
一

層
の

向
上

を
目

指
し

て
ᚡ

᥵
票

ᚡ
入

を
引

き
ዓ

き
呼

び
か

け
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

内
容

に
つ

い
て

᫾
内

で
情

報
を

共
有

化
す

る
取

り
ኵ

み
を

引
き

ዓ
き

ᡶ
め

る
。

Ტ
Წ

Უ
②

　
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
お

よ
び

ツ
イ

ッ
タ

ー
の

ᢃ
営

Ტ
Ჭ

Უ
②

　
図

書
室

の
᧏

架
ᢿ

分
の

レ
イ

ア
ウ

ト
や

ᘙ
示

等
の

工
夫

目
標

Ტ
値

Უ
ᚸ

点

Ტ
Წ

Უ
①

　
収

ᔺ
᝻

料
等

の
デ

ー
タ

整
備

と
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
の

公
᧏

に
向

け
た

取
ኵ

Ტ
Ჭ

Უ
④

　
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
ᚡ

᥵
率

の
向

上

・
写

真
の

提
供

件
数

Ტ
7

0
件

Უ
・

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

Ტ
8

0
0

件
Უ

・
ア

ン
ケ

ー
ト

そ
の

他
の

利
用

件
数

Ტ
1

0
0

件
Უ

点
検

᪮
目

ᨼ
ᚘ

イ
　

᳃
Ჽ

᳎
な

ど
を

活
用

し
た

多
様

な
媒

体
に

よ
り

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
及

び
ᢊ

内
博

物
᫾

の
ᜂ

情
報

を
ᢊ

民
が

利
用

し
や

す
い

形
で

発
信

す
る

。

Ტ
Ჭ

Უ
ᢊ

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

令
和

元
年

度

Ტ
Ჭ

Უ
②

　
展

示
等

に
᧙

ᡲ
し

た
図

書
展

示
の

充
実

実
施

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ア
ン

ケ
ー

ト
、

そ
の

他
の

利
用

件
数

　
　

5
0

0
件

・
図

書
室

の
ᔺ

書
の

充
実

及
び

利
用

促
ᡶ

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
の

ᚡ
᥵

化
及

び
活

用

・
写

真
の

提
供

件
数

　
　

　
7

0
件

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

　
　

　
8

0
0

件

・
ア

ン
ケ

ー
ト

、
そ

の
他

の
利

用
件

数
　

　
　

1
0

0
件

・
Ტ

2
Უ

①
に

つ
い

て
は

、
令

和
2

年
度

以
ᨀ

の
シ

ス
テ

ム
更

新
に

か
か

る
整

備
を

優
先

し
な

が
ら

、
並

ᘍ
し

て
各

デ
ー

タ
の

整
備

作
業

は
ᡶ

め
、

更
新

後
の

デ
ー

タ
移

ᘍ
や

保
守

整
備

等
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
立

案
検

᚛
し

、
令

和
2

年
度

内
の

公
᧏

᧏
始

を
目

指
す

こ
と

と
し

た
。

た
だ

し
、

情
報

発
信

と
い

う
点

で
、

ኽ
果

と
し

て
は

ウ
ェ

ブ
で

の
公

᧏
に

は
ᐱ

ら
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

ᢋ
成

状
況

を
「

×
」

と
し

て
い

る
。

【
ᚘ

画
に

な
か

っ
た

᪮
目

】
・

図
書

室
利

用
に

᧙
し

て
の

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

᧸
止

の
措

ፗ
Ტ

令
和

元
年

度
は

さ
し

あ
た

っ
て

消
毒

液
の

ᚨ
ፗ

と
ᛠ

書
前

の
手

指
の

消
毒

周
知

Უ
。

【
今

後
の

ᛢ
᫆

】
・

情
報

発
信

の
あ

り
方

や
方

法
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

横
断

的
に

検
᚛

・
構

築
し

て
い

け
る

体
制

に
向

け
た

策
定

が
必

ᙲ
。

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数
に

つ
い

て
は

ᚡ
᥵

票
の

提
出

数
で

あ
り

、
増

加
し

て
は

い
る

も
の

の
、

実
ᨥ

に
は

ᚡ
᥵

さ
れ

て
い

な
い

対
応

が
な

お
相

当
数

あ
る

も
の

と
ᎋ

え
ら

れ
る

。
ま

ず
確

実
な

ᚡ
᥵

・
提

出
の

実
施

を
徹

底
す

る
こ

と
が

先
決

で
あ

り
、

そ
の

上
で

情
報

共
有

の
方

法
な

ど
を

ᙻ
᣼

に
入

れ
た

検
᚛

が
必

ᙲ
。

【
そ

の
他

特
ᚡ

事
᪮

】
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
᧸

止
の

た
め

の
休

᫾
中

Ტ
2

月
下

旬
᳸

3
月

Უ
は

、
図

書
室

支
援

員
の

活
動

も
休

止
と

し
た

。

実
ጚ

値
写

真
の

提
供

件
数

A

そ
の

他
の

ᢋ
成

状
況

主
な

実
ጚ

Ტ
実

施
の

根
拠

Უ

Ტ
Ჭ

Უ
③

　
図

書
の

収
ᨼ

・
ᨊ

籍
方

ᤆ
の

整
備

と
、

図
書

の
ᨊ

籍
に

よ
る

書
庫

利
用

の
効

率
化

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

B
ア

ン
ケ

ー
ト

、
そ

の
他

の
利

用
件

数

第
Ძ

期
中

期
目

標
・

ᚘ
画

᪮
目

中
期

目
標

・
ᚘ

画

Ძ
Წ

　
情

報
発

信

年
度

ᚘ
画

Ტ
案

Უ

H
2
7

䝥
䝷
䜲
䜸
䝸
䝔
䜱

①
　

情
報

シ
ス

テ
ム

の
更

新
に

よ
る

北
海

ᢊ
博

物
᫾

の
᝻

料
情

報
の

管
理

・
発

信

・
᝻

料
情

報
の

一
元

管
理

・
デ

ー
タ

の
安

全
な

保
存

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

実
施

・
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
機

Ꮱ
の

向
上

②
　

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
利

便
性

向
上

Ტ
シ

ス
テ

ム
を

更
新

Უ
に

よ
る

情
報

発
信

の
強

化

③
　

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
Ტ

ツ
イ

ッ
タ

ー
Უ

を
活

用
し

た
情

報
発

信

④
　

情
報

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
᧙

係
機

᧙
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

向
け

て
の

検
᚛

・
取

ኵ

①
　

図
書

室
の

充
実

Ტ
Წ

Უ
ᢊ

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

令
和
2年

度
䛛
䜙
䛾
第
2期

中
期
目
標
䞉
計
画
㡯
目
䠄
原
案
䠅
䛷
䛿
䚸
㡯
目
䜢
整
理
䞉

変
更
䚹

䠍
䠎
情
報
発
信

䠄
䠍
䠅
情
報
発
信
機
能
䛾
強
化
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2
1

担
当

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

Ტ
Ძ

Უ
 博

物
᫾

実
፼

生
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

の
受

入
れ

Ტ
Წ

Უ
 外

来
研

究
員

の
受

入

ᚘ
○

×
6

1
5

ᐯ
己

ᚸ
価

ᚸ
価

基
準

ᢋ
成

度

6
件
1
5
0
%

5
件
8
3
%

【
判

断
数

値
ᚨ

定
】

有
【

判
断

数
値

ᚨ
定

】
有

6
件

9
名

A 〇

②
　

ᙸ
学

実
፼

の
受

入
れ

③
　

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
受

入
れ

Ტ
Ძ

Უ
③

　
大

学
な

ど
の

授
業

や
研

修
の

ᜒ
師

と
し

て
当

᫾
の

Ꮀ
員

を
積

極
的

に
派

ᢔ

Ტ
Წ

Უ
①

　
外

来
研

究
員

制
度

の
枠

ኵ
み

を
立

案

イ
　

教
員

を
目

指
す

学
生

が
博

物
᫾

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

創
出

す
る

た
め

、
大

学
な

ど
と

ᡲ
携

し
、

授
業

や
研

修
の

ᜒ
師

と
し

て
当

᫾
の

Ꮀ
員

を
積

極
的

に
派

ᢔ
す

る
。

中
期

目
標

・
ᚘ

画

Ტ
Ძ

Უ
①

　
博

物
᫾

実
፼

生
の

受
入

れ
　

　
1

回
、

上
ᨂ

2
0

人 Ტ
Ძ

Უ
②

　
ᙸ

学
実

፼
の

受
入

れ
　

　
7

件
、

1
0

0
人

Ტ
Ძ

Უ
③

　
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

れ
　

　
7

件
、

3
0

人

Ტ
Ჭ

Უ
①

博
物

᫾
学

系
研

修
会

や
技

ᘐ
研

修
会

へ
の

当
᫾

Ꮀ
員

の
参

加
　

　
1

0
件

、
2

0
人

年
度

ᚘ
画

目
標

Ტ
値

Უ
ᢋ

成
状

況
年

度
ᚘ

画
Ტ

案
Უ

目
標

Ტ
値

Უ
Ტ

案
Უ

判
断

数
値

実
ጚ

値
ᚸ

点

・
博

物
᫾

学
ᑸ

員
の

後
ዒ

ᎍ
お

よ
び

博
物

᫾
の

コ
ア

ユ
ー

ザ
ー

Ꮛ
成

・
博

物
᫾

学
系

᪸
域

の
充

実
化

Ტ
Ძ

Უ
①

　
博

物
᫾

実
፼

Ტ
᫾

務
実

፼
Უ

を
夏

季
に

Ძ
回

実
施

博
物

᫾
学

系
研

修
会

や
技

ᘐ
研

修
会

へ
の

参
加

件
数

6
件
1
5
0
%

①
　

博
物

᫾
実

፼
生

の
受

入
れ

④
　

大
学

等
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
当

᫾
Ꮀ

員
の

ᜒ
師

と
し

て
の

派
ᢔ

Ტ
Ძ

Უ
②

　
博

物
᫾

実
፼

Ტ
ᙸ

学
実

፼
Უ

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

積
極

的
な

受
け

入
れ

【
実

ጚ
参

ᎋ
】

『
ᙲ

ᚁ
2

0
1

9
』

5
6

᳸
5

7
、

1
0

9
ペ

ー
ジ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

①
　

外
来

研
究

員
Ტ

外
ᢿ

研
究

ᎍ
や

大
学

ᨈ
生

等
Უ

の
受

入
に

᧙
す

る
検

᚛
・

取
ኵ

・
制

度
整

備

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

Ტ
Ჭ

Უ

【
ᢋ

成
度

が
᭗

い
᪮

目
】

・
博

物
᫾

実
፼

に
つ

い
て

は
例

年
ど

お
り

募
ᨼ

し
1

7
名

を
受

け
入

れ
、

実
፼

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
、

各
研

究
グ

ル
ー

プ
と

協
力

体
制

を
つ

く
り

な
が

ら
実

፼
指

導
を

実
施

し
た

。

【
今

後
の

ᛢ
᫆

】
・

外
来

研
究

員
制

度
に

つ
い

て
の

情
報

収
ᨼ

を
ᡶ

め
、

た
た

き
台

と
な

る
素

案
づ

く
り

に
向

け
て

検
᚛

を
ᡶ

め
る

こ
と

が
必

ᙲ
。

【
次

期
年

次
ᚘ

画
に

向
け

た
留

意
点

】
・

博
物

᫾
実

፼
、

ᙸ
学

実
፼

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

の
受

入
れ

に
ᨥ

し
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
᧸

止
対

策
を

十
分

に
ᘍ

っ
た

う
え

で
、

可
Ꮱ

な
ᨂ

り
対

応
す

る
。

A

Ძ
Ჭ

　
人

材
Ꮛ

成
機

Ꮱ
の

強
化

Ტ
Ჭ

Უ
 派

ᢔ
研

修

中
期

目
標

・
ᚘ

画
番

号
1

3
-
1

᳸
3

目
標

値
番

号

Ტ
Წ

Უ
 外

来
研

究
員

の
受

入
外

ᢿ
研

究
ᎍ

や
大

学
ᨈ

生
な

ど
を

受
け

入
れ

、
当

᫾
᝻

料
を

活
用

し
た

北
海

ᢊ
の

ᐯ
然

・
歴

史
・

文
化

に
᧙

す
る

研
究

の
機

会
を

提
供

す
る

。

外
ᢿ

機
᧙

が
᧏

催
す

る
博

物
᫾

学
系

研
修

会
や

技
ᘐ

研
修

会
に

当
᫾

Ꮀ
員

を
参

加
さ

せ
、

先
端

の
知

ᜤ
と

技
ᘐ

を
ᨼ

積
す

る
。

Ტ
Ძ

Უ
博

物
᫾

実
፼

生
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

の
受

入
れ

①
　

博
物

᫾
実

፼
Ტ

᫾
務

実
፼

Უ
を

夏
季

に
Ძ

回
実

施
す

る
。

②
　

博
物

᫾
実

፼
Ტ

ᙸ
学

実
፼

Უ
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。

③
教

員
を

目
指

す
学

生
が

博
物

᫾
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、

大
学

な
ど

の
授

業
や

研
修

の
ᜒ

師
と

し
て

当
᫾

の
Ꮀ

員
を

積
極

的
に

派
ᢔ

す
る

。

Ტ
Წ

Უ
外

来
研

究
員

の
受

入
①

　
引

き
ዓ

き
外

ᢿ
研

究
ᎍ

や
大

学
ᨈ

生
な

ど
の

外
来

研
究

員
等

と
し

て
の

受
入

に
᧙

す
る

ᙹ
定

᫏
の

整
備

な
ど

の
検

᚛
や

他
᫾

の
現

況
ᛦ

査
な

ど
を

ᘍ
い

、
制

度
の

枠
ኵ

み
の

立
案

を
は

か
る

。

Ტ
Ჭ

Უ
派

ᢔ
研

修
①

　
外

ᢿ
機

᧙
が

᧏
催

す
る

、
博

物
᫾

学
系

Ტ
特

に
展

示
や

普
及

教
Ꮛ

な
ど

Უ
の

研
修

会
等

に
当

᫾
Ꮀ

員
を

参
加

さ
せ

る
。

内
容

Ტ
ᚘ

画
ᢋ

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

Უ
前

年
度

比

Ტ
Ძ

Უ
博

物
᫾

実
፼

生
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

の
受

入
れ

主
な

実
ጚ

Ტ
実

施
の

根
拠

Უ
実

施

〇 ×〇 〇

1
回

1
7

名

①
　

文
化

庁
、

日
本

博
物

᫾
協

会
、

北
海

ᢊ
博

物
᫾

協
会

Ტ
お

よ
び

そ
の

ブ
ロ

ッ
ク

ኵ
ጢ

Უ
等

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
博

物
᫾

学
系

研
修

会
や

技
ᘐ

研
修

会
へ

の
当

᫾
Ꮀ

員
の

参
加

Ტ
Ჭ

Უ
当

᫾
Ꮀ

員
の

᝻
ឋ

向
上

Ტ
Წ

Უ
外

来
研

究
員

の
受

入

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

Ტ
Ძ

Უ

Ტ
Ჭ

Უ

Ტ
Ჭ

Უ
 派

ᢔ
研

修

上
ᚡ

「
判

断
数

値
」

の
ᡫ

り

大
学

᩼
常

勤
ᜒ

師
　

9
件

Ტ
Ჭ

Უ
①

　
外

ᢿ
機

᧙
に

よ
る

博
物

᫾
学

系
研

修
会

へ
の

Ꮀ
員

派
ᢔ

点
検

᪮
目

ᨼ
ᚘ

令
和

元
年

度
᪮

目
別

ᚸ
価

Ტ
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
Უ

令
和

Წ
年

度

Ტ
Ძ

Უ
 博

物
᫾

実
፼

生
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

の
受

入
れ

ア
　

博
物

᫾
実

፼
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
と

と
も

に
、

大
学

な
ど

と
ᡲ

携
し

、
よ

り
効

果
的

な
実

፼
Ტ

研
修

Უ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
す

る
。

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
受

入
件

数
B

・
博

物
᫾

実
፼

の
受

入
件

数
Ტ

4
件

Უ

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

件
数

Ტ
6

件
Უ

・
博

物
᫾

学
系

研
修

会
や

技
ᘐ

研
修

会
へ

の
参

加
件

数
Ტ

4
件

Უ

そ
の

他
の

ᢋ
成

状
況

博
物

᫾
実

፼
の

受
入

件
数

A

第
Ძ

期
中

期
目

標
・

ᚘ
画

᪮
目

学
ᑸ

ᢿ
社

会
ᝡ

献
グ

ル
ー

プ

䝥
䝷
䜲
䜸
䝸
䝔
䜱

H
2
7

令
和
2年

度
䛛
䜙
䛾
第
2期

中
期
目
標
䞉
計
画
㡯
目
䠄
原
案
䠅
䛷
䛿
䚸
㡯
目
名
䜢
一

部
変
更
䚹

䠍
䠏
人
材
育
成
機
能
䛾
強
化
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2
2

担
当

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

ᚘ
○

×
9

0
9

ᐯ
己

ᚸ
価

ᚸ
価

基
準

ᢋ
成

度
3
0
0

件
1
2

件
学

ᘐ
ᩃ

ᛏ
等

へ
の

寄
稿

の
件

数
1
1

件
6
4

件

3
1

件
合

ᚘ
4
3
9

件

【
判

断
数

値
ᚨ

定
】

有

【
判

断
数

値
ᚨ

定
】

無

協
力

依
᫂

に
つ

い
て

は
本

務
に

支
ᨦ

の
な

い
ᨂ

り
基

本
的

に
受

ᜄ

Ტ
Ხ

Უ
①

　
外

ᢿ
ᡲ

携
事

業
の

推
ᡶ

と
外

ᢿ
事

業
へ

の
協

力
・

後
援

〇 〇〇 ×〇

3
月

刊
ᘍ

刊
ᘍ

後
す

ぐ
に

P
D

F
で

公
᧏

し
た

Ტ
Ძ

Უ
①

　
研

究
紀

ᙲ
第

5
号

の
刊

ᘍ

Ტ
Წ

Უ
①

　
Ꮀ

員
の

学
会

発
ᘙ

の
促

ᡶ

Ტ
Ძ

Უ
④

　
企

画
テ

ー
マ

展
ᚐ

ᛟ
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

刊
ᘍ

Ტ
Ძ

Უ
 学

ᘐ
刊

ᘍ
物

な
ど

の
刊

ᘍ
ア

　
研

究
成

果
を

広
く

伝
え

る
た

め
、

研
究

紀
ᙲ

や
研

究
報

告
書

な
ど

を
刊

ᘍ
す

る
。

᧏
催

に
合

わ
せ

刊
ᘍ

各
員

の
研

究
ᚘ

画
に

基
づ

く
発

ᘙ
を

実
施

᧏
催

に
合

わ
せ

刊
ᘍ

協
力

依
᫂

に
つ

い
て

は
本

務
に

支
ᨦ

の
な

い
ᨂ

り
基

本
的

に
受

ᜄ主
な

実
ጚ

Ტ
実

施
の

根
拠

Უ
実

施

〇 〇 × 〇

Ტ
Წ

Უ
 学

会
へ

の
発

信

中
期

目
標

・
ᚘ

画

第
Ძ

期
中

期
目

標
・

ᚘ
画

᪮
目

1
4

-
1

᳸
4

Ტ
Ჭ

Უ
①

　
外

ᢿ
機

᧙
の

活
動

へ
の

積
極

的
な

協
力

Ტ
Ძ

Უ
②

　
旧

᧏
拓

ᚡ
念

᫾
の

学
ᘐ

刊
ᘍ

物
の

ᩓ
子

媒
体

で
の

公
᧏

Ტ
Ძ

Უ
②

　
研

究
紀

ᙲ
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

公
᧏

令
和

元
年

度

Ძ
Ხ

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
ᝡ

献

Ტ
Ძ

Უ
 学

ᘐ
刊

ᘍ
物

な
ど

の
刊

ᘍ
　

Ტ
Წ

Უ
 学

会
へ

の
発

信
　

Ტ
Ჭ

Უ
 Ꮀ

員
の

対
外

ᝡ
献

　
Ტ

Ხ
Უ

外
ᢿ

機
᧙

と
の

事
業

ᡲ
携

令
和

Წ
年

度

①
　

他
機

᧙
等

と
の

ᡲ
携

・
協

力

Ტ
Წ

Უ
①

　
学

会
ᛏ

等
、

᫾
出

版
物

以
外

の
出

版
物

へ
の

執
筆

　
　

　
3

5
件

Ტ
Წ

Უ
②

　
学

会
、

研
究

会
等

で
の

発
ᘙ

　
　

　
2

0
件

Ტ
Ჭ

Უ
①

　
招

待
ᜒ

演
Ტ

ᜒ
座

・
ᜒ

演
会

Უ
等

へ
の

Ꮀ
員

派
ᢔ 　

　
　

6
0

件
Ტ

Ჭ
Უ

②
　

各
種

委
員

等
　

　
　

7
0

件
Ტ

Ხ
Უ

①
　

他
機

᧙
等

と
の

ᡲ
携

・
協

力
　

　
　

2
2

件

③
　

第
6

回
特

別
展

「
恐

竜
展

　
2

0
2

0
」

展
示

④
　

企
画

テ
ー

マ
展

ᚐ
ᛟ

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
刊

ᘍ

①
　

『
北

海
ᢊ

博
物

᫾
研

究
紀

ᙲ
』

第
6

号
の

刊
ᘍ ⑤

　
ア

イ
ヌ

文
化

に
᧙

す
る

研
究

成
果

の
普

及
や

ᢊ
民

の
学

፼
等

に
᝻

す
る

た
め

の
ア

イ
ヌ

文
化

紹
介

小
冊

子
『

ポ
ン

　
カ

ン
ピ

ソ
シ

』
Ტ

全
1

᳸
1

0
巻

Უ
の

増
刷

・
ᣐ

布

ᚸ
点

新
Ꭵ

・
報

ᢊ
対

応
の

件
数

学
会

発
ᘙ

の
件

数

そ
の

他
の

件
数

目
標

Ტ
値

Უ
Ტ

案
Უ

᪮
目

別
ᚸ

価
Ტ

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

Უ

そ
の

他
の

ᢋ
成

状
況

目
標

Ტ
値

Უ
実

ጚ
値

【
実

ጚ
参

ᎋ
】

『
ᙲ

ᚁ
2

0
1

9
』

2
5

᳸
3

1
、

6
9

᳸
7

5
ペ

ー
ジ

Ტ
Ძ

Უ
③

　
特

別
展

図
᥵

の
刊

ᘍ

内
容

Ტ
ᚘ

画
ᢋ

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

Უ

Ტ
Ძ

Უ
学

ᘐ
刊

ᘍ
物

な
ど

の
刊

ᘍ

Ტ
Წ

Უ
学

会
へ

の
発

信

②
　

『
北

海
ᢊ

博
物

᫾
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
ᙲ

』
第

6
号

の
刊

ᘍ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

①
　

招
待

ᜒ
演

Ტ
ᜒ

座
・

ᜒ
演

会
Უ

等
へ

の
Ꮀ

員
派

ᢔ

H
3
1

学
ᑸ

ᢿ
社

会
ᝡ

献
グ

ル
ー

プ

招
待

ᜒ
演

の
件

数
各

種
委

員
・

共
同

研
究

員
等

委
嘱

の
件

数

䝥
䝷
䜲
䜸
䝸
䝔
䜱

Ტ
Ძ

Უ
᳸

Ტ
Ხ

Უ

Ტ
Წ

Უ
①

　
研

究
成

果
発

信
の

方
法

の
ዒ

ዓ
的

な
検

᚛

2
4
4
%
S

2
1

件

目
標

値
番

号

年
度

ᚘ
画

目
標

Ტ
値

Უ
ᢋ

成
状

況

Ტ
Ძ

Უ
学

ᘐ
刊

ᘍ
物

等
の

刊
ᘍ

①
　

『
北

海
ᢊ

博
物

᫾
研

究
紀

ᙲ
』

『
北

海
ᢊ

博
物

᫾
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
ᙲ

』
第

5
号

を
刊

ᘍ
す

る
。

②
　

研
究

紀
ᙲ

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

で
の

公
᧏

を
ᡶ

め
る

と
と

も
に

、
旧

᧏
拓

ᚡ
念

᫾
・

旧
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
学

ᘐ
刊

ᘍ
物

等
に

つ
い

て
も

ᢓ
及

し
て

ᓸ
作

権
等

の
処

理
を

ᡶ
め

、
可

Ꮱ
な

も
の

か
ら

᪯
次

、
ᩓ

子
媒

体
で

の
公

᧏
を

ᡶ
め

る
。

③
　

特
別

展
の

᧏
催

に
合

わ
せ

て
展

示
図

᥵
を

刊
ᘍ

す
る

。
④

　
企

画
テ

ー
マ

展
の

᧏
催

に
合

わ
せ

て
ᚐ

ᛟ
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

刊
ᘍ

す
る

。
Ტ

Წ
Უ

学
会

へ
の

発
信

①
　

学
ᑸ

Ꮀ
員

、
研

究
Ꮀ

員
に

よ
る

積
極

的
な

学
会

等
で

の
発

ᘙ
を

促
ᡶ

す
る

と
と

も
に

、
研

究
グ

ル
ー

プ
な

い
し

北
海

ᢊ
博

物
᫾

と
し

て
の

研
究

成
果

発
信

の
あ

り
方

や
方

法
に

つ
い

て
ዒ

ዓ
的

に
検

᚛
を

ᡶ
め

る
。

Ტ
Ჭ

Უ
Ꮀ

員
に

よ
る

対
外

ᝡ
献

①
　

各
種

委
員

や
᩼

常
勤

ᜒ
師

等
へ

の
就

任
、

共
同

研
究

等
へ

の
参

画
、

ᜒ
演

会
・

ᜒ
座

等
へ

の
ᜒ

師
の

派
ᢔ

、
そ

の
他

専
ᧉ

的
知

ᙸ
の

提
供

な
ど

、
外

ᢿ
機

᧙
の

活
動

に
対

し
て

積
極

的
に

協
力

す
る

。
Ტ

Ხ
Უ

外
ᢿ

機
᧙

と
の

事
業

ᡲ
携

①
　

引
き

ዓ
き

、
各

市
町

村
や

民
᧓

企
業

等
と

ᡲ
携

・
共

同
し

て
ᘍ

う
事

業
を

推
ᡶ

す
る

と
と

も
に

、
外

ᢿ
機

᧙
の

事
業

へ
の

協
力

や
後

援
等

を
積

極
的

に
ᘍ

う
。

・
研

究
成

果
の

多
様

な
発

信

・
新

Ꭵ
・

報
ᢊ

対
応

の
件

数
学

会
発

ᘙ
の

件
数

学
ᘐ

ᩃ
ᛏ

等
へ

の
寄

稿
の

件
数

招
待

ᜒ
演

の
件

数
各

種
委

員
・

共
同

研
究

員
等

委
嘱

の
件

数
そ

の
他

の
件

数
　

　
　

ᚘ
1

8
0

件

各
種

学
会

で
の

発
ᘙ

や
学

ᘐ
ᩃ

ᛏ
へ

の
投

稿
な

ど
に

よ
り

、
北

海
ᢊ

博
物

᫾
の

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
す

る
。

Ტ
Ჭ

Უ
 Ꮀ

員
の

対
外

ᝡ
献

ᜒ
演

、
各

種
委

員
へ

の
就

任
、

共
同

研
究

へ
の

参
画

、
出

版
物

へ
の

寄
稿

、
そ

の
他

専
ᧉ

的
知

ᜤ
の

提
供

な
ど

、
外

ᢿ
機

᧙
の

活
動

に
対

し
て

積
極

的
に

協
力

し
、

社
会

ᝡ
献

に
努

め
る

。
Ტ

Ხ
Უ

外
ᢿ

機
᧙

と
の

事
業

ᡲ
携

民
᧓

企
業

な
ど

を
含

め
た

外
ᢿ

機
᧙

と
共

同
で

ᘍ
う

事
業

を
推

ᡶ
す

る
と

と
も

に
、

外
ᢿ

機
᧙

の
事

業
へ

の
協

力
・

後
援

を
積

極
的

に
ᘍ

う
。

ᚨ
定

内
容

　
目

標
値

Ტ
5

年
᧓

Უ
　

新
Ꭵ

・
報

ᢊ
対

応
の

件
数

、
招

待
ᜒ

演
の

件
数

、
各

種
委

員
・

共
同

研
究

員
等

委
嘱

の
件

数
、

学
会

発
ᘙ

の
件

数
、

学
ᘐ

ᩃ
ᛏ

等
へ

の
寄

稿
の

件
数

、
そ

の
他

の
件

数
　

ᚘ
9

0
0

件
　

　
　

★
社

会
ᝡ

献
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

中
期

目
標

・
ᚘ

画
番

号

点
検

᪮
目

ᨼ
ᚘ

前
年

度
比

イ
　

北
海

ᢊ
の

ᐯ
然

・
歴

史
・

文
化

の
学

፼
や

理
ᚐ

促
ᡶ

の
た

め
に

、
研

究
成

果
を

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
た

冊
子

な
ど

を
刊

ᘍ
す

る
。

ウ
　

企
画

展
示

の
᧏

催
に

合
わ

せ
て

、
来

᫾
ᎍ

の
理

ᚐ
を

深
め

、
学

ᘐ
的

意
፯

を
広

く
知

ら
せ

る
た

め
に

展
示

図
᥵

や
ᚐ

ᛟ
用

冊
子

を
刊

ᘍ
す

る
。

【
未

実
施

の
᪮

目
】

Ტ
①

Უ
②

に
つ

い
て

は
、

令
和

2
年

度
以

ᨀ
の

シ
ス

テ
ム

更
新

に
か

か
る

整
備

を
優

先
し

た
た

め
、

デ
ー

タ
の

ウ
ェ

ブ
公

᧏
に

は
ᐱ

ら
な

か
っ

た
が

、
更

新
時

に
は

学
ᘐ

リ
ポ

ジ
ト

リ
を

ኵ
み

ᡂ
む

こ
と

と
し

て
準

備
を

ᡶ
め

て
い

る
。

【
ᢋ

成
度

が
᭗

い
᪮

目
】

・
対

応
件

数
の

᪮
目

で
は

「
新

Ꭵ
・

報
ᢊ

対
応

の
件

数
」

が
突

出
し

て
᭗

い
こ

と
か

ら
ᚸ

点
も

「
S

」
と

な
っ

て
は

い
る

が
、

展
示

や
ᘍ

事
の

広
報

・
取

材
等

も
含

ま
れ

た
数

値
で

あ
り

、
研

究
成

果
の

発
信

が
突

出
し

て
増

加
し

た
と

い
う

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
ᚸ

価
に

あ
た

っ
て

は
ᚸ

点
「

S
」

は
差

し
引

い
て

ᎋ
え

る
べ

き
で

あ
る

。

【
今

後
の

ᛢ
᫆

】
・

研
究

成
果

発
信

に
つ

い
て

は
、

こ
こ

数
年

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
を

実
施

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
を

含
め

方
法

の
検

᚛
と

と
も

に
、

各
ᐯ

の
研

究
ᚘ

画
の

中
に

そ
う

し
た

手
段

に
よ

る
発

信
を

ኵ
み

ᡂ
む

こ
と

を
推

ᡶ
す

る
こ

と
が

必
ᙲ

。

A

Ტ
Ხ

Უ
外

ᢿ
機

᧙
と

の
事

業
ᡲ

携

・
市

民
・

他
団

体
と

の
ᡲ

携
、

学
会

お
よ

び
研

究
会

と
の

交
流

、
国

・
ᣃ

ᢊ
府

県
・

市
町

村
等

と
の

ᡲ
携

。
外

ᢿ
団

体
等

の
研

修
へ

の
協

力

②
　

各
種

委
員

等

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

Ტ
Ჭ

Უ
Ꮀ

員
の

対
外

ᝡ
献

②
　

学
会

、
研

究
会

等
で

の
発

ᘙ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持

年
度

ᚘ
画

Ტ
案

Უ

⑥
　

「
北

海
ᢊ

博
物

᫾
学

ᘐ
刊

ᘍ
物

ዻ
ᨼ

委
員

会
」

を
活

用
し

、
『

北
海

ᢊ
博

物
᫾

研
究

紀
ᙲ

』
な

ら
び

に
『

北
海

ᢊ
博

物
᫾

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

ᙲ
』

の
定

期
的

な
刊

ᘍ
お

よ
び

水
準

の
確

保
を

保
ᚰ

①
　

学
会

ᛏ
等

、
᫾

出
版

物
以

外
の

出
版

物
へ

の
執

筆

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

ጚ
を

ዜ
持
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2
3

担
当

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

○
○

○
○

計
○

×
3

2
1

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

ウ
　

多
民

族
・

多
文

化
共

生
社

会
、

人
と

自
然

と
の

調
和

の
と

れ
た

社
会

な
ど

、
北

海
ᢊ

で
あ

る
か

ら
こ

そ
率

先
し

て
目

指
す

べ
き

社
会

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

提
言

す
る

。

中
期

目
標

・
計

画
番

号
1
4
-
5

目
標

値
番

号
総

務
ᢿ

企
画

グ
ル

ー
プ

第
Ძ

期
中

期
目

標
・

計
画

᪮
目

②
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

・
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
に

対
応

し
た

博
物

᫾
活

動
の

検
討

・
実

施

前
年

度
比

③
　

【
᣻

点
Ჩ

新
規

】
樺

太
記

憶
継

承
事

業
の

展
᧏

計
画

の
作

成

ᢋ
成

状
況

主
な

実
績

Ტ
実

施
の

根
拠

Უ
実

施

研
修

会
「

視
覚

ᨦ
が

い
に

対
応

し
た

博
物

᫾
づ

く
り

に
む

け
て

」
の

実
施

Ტ
文

化
庁

補
助

᣿
活

用
Უ

〇

①
　

政
策

事
業

の
推

ᡶ
と

実
施

ᢊ
の

総
合

計
画

Ტ
施

策
コ

ー
ド

0
3

-
1

4
Უ

「
北

海
ᢊ

独
自

の
歴

史
・

文
化

の
発

信
と

継
承

」
の

推
ᡶ

〇

第
1

5
回

企
画

テ
ー

マ
展

「
エ

ゾ
シ

カ
」

の
᧏

催
、

総
合

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
北

方
四

島
の

考
古

・
歴

史
学

的
総

合
研

究
」

の
実

施
、

ほ
か

〇

③
　

研
究

機
᧙

と
し

て
、

北
海

ᢊ
が

抱
え

る
諸

問
᫆

の
解

決
に

ᝡ
献

す
る

た
め

の
取

組

令
和

Წ
年

度

年
度

計
画

目
標

Ტ
値

Უ
ᢋ

成
状

況
年

度
計

画
Ტ

案
Უ

目
標

Ტ
値

Უ
Ტ

案
Უ

䝥
䝷
イ
オ
䝸
テ
ィ

1
4

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
ᝡ

献

Ტ
Ჯ

Უ
 ᢊ

民
の

ᝅ
か

な
暮

ら
し

づ
く

り
・

北
海

ᢊ
の

未
来

づ
く

り
へ

の
ᝡ

献

①
　

政
策

事
業

の
推

ᡶ
と

実
施

を
積

極
的

に
行

い
、

中
核

的
な

博
物

᫾
と

し
て

の
役

割
を

担
う

。

②
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

・
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
に

対
応

し
た

博
物

᫾
活

動
を

検
討

し
、

実
施

す
る

。
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

文
化

庁
な

ど
か

ら
の

外
ᢿ

᝻
᣿

の
獲

得
を

目
指

す
。

③
　

北
海

ᢊ
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
総

合
的

に
研

究
す

る
機

᧙
と

し
て

、
北

海
ᢊ

が
抱

え
る

諸
問

᫆
の

解
決

に
ᝡ

献
す

る
た

め
の

取
組

を
ᡶ

め
る

。

・
ᢊ

民
・

北
海

ᢊ
へ

の
総

合
的

な
研

究
機

᧙
と

し
て

の
ᝡ

献
に

向
け

た
体

制
づ

く
り

【
全

体
の

評
価

】
・

政
策

事
業

の
着

実
な

展
᧏

、
ᢊ

政
と

密
着

し
た

研
究

の
展

᧏
、

ᢊ
政

に
᧙

わ
る

事
業

へ
の

職
員

の
ᝡ

献
が

、
継

続
し

て
い

る
。

令
和

元
年

度
は

、
特

に
、

外
ᢿ

᝻
᣿

を
活

用
し

新
た

な
取

組
も

実
施

で
き

た
。

【
ᢋ

成
度

が
極

度
に

᭗
い

᪮
目

】
・

文
化

庁
補

助
᣿

を
活

用
し

、
研

修
会

「
視

覚
ᨦ

が
い

に
対

応
し

た
博

物
᫾

づ
く

り
に

む
け

て
」

を
実

施
。

北
海

ᢊ
札

幌
視

覚
支

援
学

校
な

ど
と

の
ᡲ

携
に

よ
り

、
博

物
᫾

᧙
係

者
が

視
覚

ᨦ
が

い
者

に
対

し
て

意
ᜤ

す
べ

き
事

᪮
を

再
認

ᜤ
す

る
研

修
機

会
を

創
出

し
た

。
ま

た
、

視
覚

ᨦ
が

い
᧙

係
者

と
ᢊ

内
の

博
物

᫾
᧙

係
者

を
つ

な
ぐ

機
会

と
し

て
も

有
効

で
あ

っ
た

。

A

中
期

目
標

・
計

画

点
検

᪮
目

ᨼ
計

令
和

元
年

度
᪮

目
別

評
価

Ტ
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
Უ

H
2
7

○ 内
容

Ტ
計

画
ᢋ

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

Უ

②
　

ア
イ

ヌ
民

族
の

歴
史

や
文

化
、

和
人

の
歴

史
や

文
化

、
北

海
ᢊ

に
お

け
る

自
然

と
人

と
の

᧙
わ

り
、

そ
し

て
そ

れ
ら

を
総

括
的

に
捉

え
持

続
可

能
な

共
生

社
会

を
模

索
す

る
研

究
の

推
ᡶ

イ
　

ᢊ
の

総
合

計
画

「
ほ

っ
か

い
ど

う
未

来
創

ᡯ
プ

ラ
ン

」
な

ど
と

リ
ン

ク
し

、
ᢊ

民
の

ᝅ
か

な
暮

ら
し

づ
く

り
と

北
海

ᢊ
の

未
来

づ
く

り
へ

と
結

び
つ

く
研

究
を

推
ᡶ

す
る

。
ア

　
北

海
ᢊ

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
を

総
合

的
に

研
究

す
る

機
᧙

と
し

て
、

北
海

ᢊ
が

抱
え

る
諸

問
᫆

の
解

決
に

ᝡ
献

す
る

。

④
　

【
᣻

点
Ჩ

新
規

】
北

海
ᢊ

᧏
拓

記
念

᫾
᧏

᫾
5

0
年

Ტ
2

0
2

1
年

Უ
、

᣼
幌

森
林

公
園

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

᫾
᧏

᫾
2

0
年

Ტ
2

0
2

1
年

Უ
、

北
海

ᢊ
᧏

拓
の

村
᧏

村
4

0
年

Ტ
2

0
2

3
年

Უ
、

北
海

ᢊ
立

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
᧏

所
3

0
年

Ტ
2

0
2

4
年

Უ
を

機
会

に
実

施
す

る
事

業
計

画
の

作
成

・
実

施
に

向
け

た
取

組

新
規

立
ち

上
げ

①
　

「
北

海
ᢊ

総
合

計
画

」
Ტ

平
成

2
8

年
度

᳸
令

和
7

年
度

Უ
な

ど
と

リ
ン

ク
し

、
北

海
ᢊ

が
抱

え
る

諸
問

᫆
の

解
決

、
ᢊ

民
の

ᝅ
か

な
暮

ら
し

づ
く

り
と

北
海

ᢊ
の

未
来

づ
く

り
へ

と
結

び
つ

く
研

究
・

公
表

を
推

ᡶ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持
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2
4

担
当

H
2

8
H

2
9

H
3

0
H

3
1

計
○

×
9

9
0

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

恒
常

的
に

実
施

〇

受
入

人
数

：
5

9
4

人
〇

恒
常

的
に

実
施

〇〇 〇
恒

常
的

に
実

施
恒

常
的

に
実

施
①

　
協

議
事

項
の

洗
い

出
し

③
　

業
務

管
理

体
制

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

①
　

運
営

会
議

の
資

料
の

ス
リ

ム
化

の
徹

底

前
年

度
比

①
　

最
終

意
思

決
定

機
関

と
し

て
の

運
営

会
議

の
実

施

・
朝

の
全

体
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

開
館

日
毎

日
）

に
よ

る
1

日
ご

と
の

業
務

管
理

②
　

目
標

管
理

体
制

・
各

種
会

議
等

 ⇔
 事

務
局

グ
ル

ー
プ

（
←

部
長

の
管

理
・

監
督

) 
⇔

 運
営

会
議

・
職

員
個

々
の

目
標

設
定

と
そ

の
管

理

②
　

博
物

館
の

課
題

等
に

つ
い

て
、

本
庁

文
化

振
興

課
と

の
情

報
共

有

③
　

懸
案

事
項

の
整

理
方

法
の

検
討

③
　

運
営

会
議

に
お

け
る

、
各

事
業

の
進

捗
管

理

④
　

視
察

対
応

の
充

実
と

柔
軟

な
受

け
入

れ
体

制
の

整
備

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 × ×
・

職
員

全
体

会
議

の
実

施
（

都
度

実
施

）
・

内
部

評
価

・
外

部
評

価
を

活
用

し
た

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
目

標
管

理

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

①
　

懸
案

事
項

等
の

常
時

把
握

〇

③
　

優
先

的
な

事
業

の
予

算
要

求

総
務

部
総

括
グ

ル
ー

プ

・
館

長
　

⇔
　

副
館

長
　

⇔
　

部
長

　
⇔

グ
ル

ー
プ

主
幹

　
⇔

主
査

　
⇔

　
係

（
業

務
ラ

イ
ン

）

H
2

7

備
考

点
検

項
目

集
計

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

令
和

２
年

度

①
　

意
思

決
定

機
関

と
し

て
の

機
能

を
よ

り
高

め
る

た
め

、
懸

案
事

項
等

の
常

時
把

握
な

ど
に

よ
り

協
議

事
項

の
洗

い
出

し
を

行
う

と
と

も
に

、
運

営
会

議
の

ス
ム

ー
ズ

な
運

営
の

た
め

特
に

資
料

の
ス

リ
ム

化
等

を
徹

底
す

る
。

②
　

博
物

館
の

課
題

等
に

つ
い

て
、

本
庁

と
情

報
を

共
有

し
適

切
な

連
携

の
も

と
解

決
を

図
る

た
め

、
定

期
的

な
打

合
せ

を
行

う
な

ど
し

て
文

化
振

興
課

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

③
　

事
業

の
着

実
な

推
進

を
図

る
た

め
、

よ
り

実
効

的
な

懸
案

事
項

の
整

理
方

法
を

検
討

し
、

重
要

か
つ

優
先

的
に

取
り

組
む

事
業

に
つ

い
て

予
算

要
求

へ
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

運
営

会
議

の
場

等
に

お
け

る
進

捗
管

理
を

適
切

に
行

う
。

④
　

博
物

館
事

業
に

対
す

る
理

解
の

促
進

と
道

内
外

の
関

係
機

関
へ

の
P

R
を

図
る

た
め

、
視

察
対

応
の

一
層

の
充

実
が

必
要

で
あ

り
、

よ
り

柔
軟

な
受

け
入

れ
体

制
の

整
備

を
進

め
る

。

・
課

題
の

共
有

と
解

決
【

進
捗

状
況

、
未

実
施

の
項

目
、

達
成

度
が

極
端

に
低

い
項

目
】

・
定

期
の

運
営

会
議

の
ほ

か
臨

時
の

幹
部

会
議

等
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
館

内
の

意
思

決
定

の
迅

速
化

を
図

る
と

と
も

に
、

各
グ

ル
ー

プ
の

懸
案

事
項

や
進

捗
状

況
の

把
握

・
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

・
懸

案
事

項
の

う
ち

樺
太

連
盟

関
連

事
業

や
落

雷
な

ど
の

災
害

対
応

の
ほ

か
解

説
員

業
務

に
係

る
体

制
整

備
な

ど
の

重
要

案
件

に
つ

い
て

は
、

予
算

措
置

を
含

め
対

応
に

つ
い

て
本

庁
関

係
部

局
と

協
議

を
行

い
な

が
ら

そ
の

方
向

性
に

つ
い

て
整

理
し

た
。

・
全

館
的

な
懸

案
事

項
の

洗
い

出
し

に
関

し
て

は
、

現
状

で
は

優
先

度
・

緊
急

度
が

高
い

も
の

か
ら

順
に

取
り

組
ん

で
い

る
状

況
に

あ
り

、
懸

案
事

項
全

体
の

体
系

的
な

整
理

等
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

【
今

後
の

課
題

】
・

現
状

に
お

い
て

は
、

問
題

が
発

生
し

た
都

度
、

本
庁

と
協

議
し

な
が

ら
必

要
な

対
応

に
当

た
っ

て
い

る
が

、
「

ほ
っ

か
い

ど
う

歴
史

・
文

化
・

自
然

『
体

感
』

交
流

空
間

構
想

」
に

基
づ

く
取

組
な

ど
計

画
的

に
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
課

題
に

関
し

て
は

、
今

後
の

方
向

性
の

確
認

や
問

題
点

の
整

理
を

は
じ

め
、

双
方

の
進

捗
状

況
の

把
握

や
課

題
対

応
を

協
議

す
る

た
め

の
定

期
的

な
打

合
せ

の
機

会
を

持
つ

こ
と

が
必

要
。

B

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

達
成

状
況

・
特

別
展

開
催

事
業

・
ア

イ
ヌ

文
化

情
報

発
信

強
化

事
業

　
等

ガ
バ

ナ
ン

ス
体

制
の

育
成

1
．

館
内

の
意

思
決

定
機

関
の

育
成

　
平

成
2

7
年

度
末

に
北

海
道

立
総

合
博

物
館

協
議

会
か

ら
提

出
さ

れ
る

評
価

の
あ

り
方

に
対

す
る

答
申

に
応

じ
て

、
中

期
目

標
・

計
画

と
は

別
に

設
定

し
た

項
目

で
あ

る
。

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

中
期

目
標

・
計

画
番

号
目

標
値

番
号

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

令
和
2
年
度
か
ら
の
第
2
期
中
期
目
標
・計
画
項
目
（原
案
）で
は
、
項
目
名
変
更
。

別
紙

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
確
立
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2
5

担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

計
○

×

4
4

0

自
己
評
価

評
価

基
準

【
判
断
数
値
設
定
】
無

【
判
断
数
値
設
定
】

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

前
年
度
比

点
検
項
目
集
計

内
容
（
計
画
達
成
に
向
け
た
具
体
的
業
務
）

年
度
計
画
（
案
）

目
標
（
値
）
（
案
）

令
和
２
年
度

前
年
度
の

業
務
内

容
・
実
績

を
維
持

①
　
道
庁
（
窓
口
：
文
化
振
興
課
）
と
博
物
館

の
連
携

　
平
成
2
7
年
度
末
に
北
海
道
立
総
合
博
物
館
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
評
価
の
あ
り
方
に
対
す
る
答
申
に
応
じ
て
、
中
期
目
標
・
計
画
と
は
別
に
設
定
し
た
項
目
で
あ
る
。

年
度
計
画

令
和
元
年
度

①
　
博
物
館
の
課
題
に
つ
い
て
、
情
報
の

共
有
化
を
図
り
、
適
切
な
連
携
の
も
と
、

解
決
を
図
る
。

達
成
状
況

・
課
題
の
共
有
と
解

決

項
目
別
評
価
（
令
和
元
年
度
の
実
施
状
況
）

【
主
な
実
施
状
況
】

・
平
成
３
０
年
１
２
月
に
策
定
し
た

「
ほ
っ
か
い
ど
う
歴
史
・
文
化
・
自
然

『
体
感
』
交
流
空
間
構
想
」
に
係
る
取
組

に
つ
い
て
、
博
物
館
と
連
携
し
な
が
ら
推

進
す
る
た
め
、
専
任
職
員
を
配
置
し
た
。

・
特
別
展
を
は
じ
め
と
す
る
各
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
、
博
物
館
と
情
報
共
有
す
る
と

と
も
に
、
報
道
発
表
を
通
じ
て
道
民
等
に

広
く
周
知
を
図
っ
た
。

・
令
和
2
年
度
の
特
別
展
（
恐
竜
展
）
開

催
に
向
け
て
、
博
物
館
や
庁
内
関
係
部
局

と
開
催
内
容
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
、
調

整
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
な
予
算
要
求

を
行
っ
た
。

・
開
拓
の
村
整
備
に
関
し
て
、
博
物
館
や

庁
内
関
係
部
局
と
連
携
し
、
国
の
交
付
金

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
建
造
物
の
改
修
等
を
行
っ
た
。

【
今
後
の
課
題
】

・
重
要
事
項
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
都

度
、
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
博
物
館
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
は
実
施
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。
文
化
施
設
を
中
核
と
し

て
文
化
と
観
光
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
文
化
観
光
推
進
法
」
な
ど
を

踏
ま
え
、
博
物
館
の
魅
力
の
よ
り
一
層
の

向
上
に
向
け
て
、
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ

の
場
を
設
け
る
な
ど
し
て
積
極
的
に
情
報

共
有
を
図
り
、
連
携
を
強
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

B

①
　
博
物
館
の
課
題
に
つ
い

て
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
。

環
境
生
活
部
文
化
局
文
化
振
興
課

外
部
評
価
項
目

3
．
道
庁
の
支
援
体
制
の
育
成

備
考

目
標
値
番
号

中
期
目
標
・
計
画
番
号

ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
育
成

目
標
（
値
）

達
成
状
況

①
　
博
物
館
の
課
題
に
つ
い

て
、
適
切
な
連
携
の
も
と
、
解

決
を
図
る
。

主
な
実
績
（
実
施
の
根
拠
）
実
施

・
特
別
展
、
開
拓
の
村

整
備
に
係
る
協
議
等

〇

・
特
別
展
、
開
拓
の

村
整
備
等
に
係
る
調

整
、
予
算
要
求
作
業

〇

令
和
2
年
度
か
ら
の
第
2
期
中
期
目
標
・計
画
項
目
（
原
案
）で
は
、
項
目
名
変
更
。

別
紙

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
確
立

（
３
）道
庁
と
博
物
館
と
の
連
携
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1
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
7

6
◎

〇
〇

〇
〇

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
（

％
）

1
件

3
3

%

2
回

5
0

%
1

回
1

0
0

%

1
回

1
0

0
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

①
　

他
テ

ー
マ

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

へ
の

参
加

・
協

力
の

検
討

特
別

展
「

ア
イ

ヌ
語

地
名

と
北

海
道

」
関

連
と

し
て

実
施

さ
れ

た
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

の
う

ち
 ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

「
１

」
に

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
が

整
理

を
担

当
し

て
き

た
資

料
を

提
供

。

〇

②
　

「
ア

イ
ヌ

文
化

Ｑ
＆

Ａ
」

の
定

期
的

な
更

新
の

実
施

③
　

iP
a
d
を

利
用

し
た

衣
服

（
晴

れ
着

）
を

紹
介

す
る

展
示

の
実

施
×

③
　

入
れ

替
え

計
画

に
基

づ
く

、
総

合
展

示
資

料
具

及
び

筆
録

ノ
ー

ト
等

の
入

替

8
月

と
1

2
月

に
入

れ
替

え
を

実
施

（
計

1
2

件
）

〇A

3
件

1
0

0
%

A

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 〇 ××

3
:「

祈
り

の
造

形
 死

者
を

悼
む

（
2

）
死

者
用

の
靴

」
ほ

か
2

件
4

:｢
サ

ハ
リ

ン
ア

イ
ヌ

の
近

現
代

史
」

ほ
か

2
件

②
　

「
ア

イ
ヌ

文
化

Ｑ
＆

Ａ
」

の
更

新
計

画
の

策
定

①
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

計
画

的
な

事
前

検
討

年
間

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

計
画

を
策

定
の

う
え

、
内

容
及

び
作

業
日

程
や

分
担

等
に

つ
い

て
、

毎
回

事
前

に
検

討
を

実
施

。

〇

①
　

総
合

展
示

室
第

2
テ

ー
マ

に
お

け
る

展
示

資
料

の
入

替
え ・

iP
a
d
を

利
用

し
て

過
去

に
展

示
し

て
き

た
衣

服
（

晴
れ

着
）

を
紹

介
す

る
展

示
に

つ
い

て
、

資
料

の
入

替
え

と
連

動
し

た
画

像
の

追
加

・
更

新

・
入

替
え

計
画

の
作

成
②

　
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

コ
ー

ナ
ー

の
更

新
③

　
来

館
者

参
加

型
展

示
コ

ー
ナ

ー
の

入
替

え
［

年
間

延
べ

3
回

程
度

］
（

再
掲

）
・

ア
イ

ヌ
文

化
Q

 &
 A

（
第

2
テ

ー
マ

）
（

年
間

3
回

（
質

問
数

延
べ

6
件

）
程

度
）

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比

①
　

総
合

展
示

室
第

2
テ

ー
マ

に
お

け
る

展
示

資
料

の
入

替
え

　
・

衣
服

（
4

回
）

　
・

装
身

具
・

祭
具

等
（

1
回

）
　

・
筆

録
ノ

ー
ト

等
（

1
回

）

②
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
コ

ー
ナ

ー
の

更
新

　
　

　
６

回

③
　

ア
イ

ヌ
文

化
Q

&
 A

　
　

3
回

（
質

問
6

件
）

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

年
度

計
画

（
案

）

評
点

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

総
合

展
示

資
料

　
入

替
回

数
ア

イ
ヌ

文
化

Q
&

A
　

更
新

回
数

　
　

・
衣

服
お

よ
び

関
連

資
料

　
　

・
装

身
具

・
祭

具
等

　
　

・
ノ

ー
ト

等
そ

の
他

の
達

成
状

況

B

①
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
３

、
４

の
計

画
に

基
づ

く
入

替

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
３

　
展

示
入

替
回

数

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
４

　
展

示
入

替
回

数

3
件

1
0

0
%

➀
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
　

（
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

３
、

４
と

も
、

　
各

３
回

）
②

　
ア

イ
ヌ

文
化

Q
&

A
　

（
更

新
年

間
3

回
（

質
問

6
件

）
）

③
　

総
合

展
示

資
料

入
替

え
　

衣
服

及
び

関
連

資
料

（
４

回
）

　
装

身
具

・
祭

具
等

（
１

回
）

　
ノ

ー
ト

等
（

１
回

）

× 1
点

検
項

目
集

計
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

判
断

数
値

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

3
7

～
3

9
ペ

ー
ジ

➀
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
３

、
４

の
計

画
策

定
　

計
画

に
は

多
様

な
分

野
・

テ
ー

マ
を

盛
り

込
む

よ
う

留
意

②
　

ア
イ

ヌ
文

化
Q

&
A

の
定

期
的

な
追

加
・

更
新

実
施

③
　

総
合

展
示

資
料

の
入

れ
替

え
基

準
を

定
め

、
入

れ
替

え
計

画
策

定

【
未

実
施

の
項

目
】

・
iP

a
d
を

用
い

た
衣

服
写

真
の

展
示

に
つ

い
て

は
、

2
0

1
9

年
度

に
お

け
る

資
料

整
理

の
一

環
と

し
て

年
度

末
に

は
木

綿
衣

・
靭

皮
衣

の
写

真
を

撮
影

す
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

、
次

年
度

以
降

に
実

施
で

き
る

条
件

は
揃

っ
た

が
、

感
染

症
防

止
の

た
め

画
面

に
触

れ
る

形
式

の
展

示
を

控
え

て
お

り
、

展
示

手
法

を
改

め
て

検
討

中
で

あ
る

。

【
達

成
度

が
低

い
項

目
】

・
「

ア
イ

ヌ
文

化
Q

&
A

」
に

つ
い

て
は

前
年

度
に

掲
示

内
容

の
検

討
を

終
え

た
も

の
を

年
度

前
半

に
更

新
を

実
施

。
年

間
3

回
の

更
新

を
目

指
し

て
い

た
が

、
更

新
計

画
の

策
定

と
そ

れ
に

基
づ

く
具

体
的

な
内

容
選

定
に

ま
で

至
ら

ず
、

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

【
今

後
の

課
題

】
・

「
ア

イ
ヌ

文
化

Q
&

A
」

の
定

期
的

更
新

に
向

け
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

内
容

の
情

報
共

有
と

と
も

に
、

更
新

の
計

画
的

実
施

を
は

か
る

。

B

B A A

令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

実
績

値

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）

以
下

の
３

点
に

つ
い

て
、

所
管

グ
ル

ー
プ

と
の

連
携

の
下

、
実

施
す

る
。

①
　

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
の

運
用

・
第

２
テ

ー
マ

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

３
、

４
に

つ
い

て
、

分
野

の
バ

ラ
ン

ス
や

総
合

的
な

視
点

を
踏

ま
え

た
計

画
に

基
づ

き
、

入
替

を
実

施
す

る
。

・
他

テ
ー

マ
の

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
に

も
、

適
宜

、
参

加
・

協
力

を
検

討
し

て
い

く
。

・
展

示
の

準
備

か
ら

設
置

ま
で

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
シ

ナ
リ

オ
及

び
資

料
の

事
前

検
討

な
ど

を
計

画
的

に
行

う
。

②
　

「
ア

イ
ヌ

文
化

Ｑ
＆

Ａ
」

コ
ー

ナ
ー

の
運

用
・

更
新

の
計

画
を

具
体

的
に

定
め

、
定

期
的

な
更

新
を

実
施

す
る

。

③
　

展
示

資
料

の
定

期
的

な
入

替
え

・
コ

ー
ナ

ー
及

び
資

料
の

種
別

に
応

じ
た

入
れ

替
え

計
画

に
基

づ
き

、
衣

服
・

装
身

具
及

び
筆

録
ノ

ー
ト

等
の

入
替

を
実

施
す

る
。

・
ｉ

Ｐ
ａ

ｄ
を

利
用

し
て

過
去

に
展

示
し

て
き

た
衣

服
（

晴
れ

着
）

を
紹

介
す

る
展

示
に

つ
い

て
、

資
料

の
入

替
と

連
動

し
た

画
像

の
追

加
・

更
新

を
実

施
す

る
。

目
標

（
値

）
（

案
）

①
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

の
運

営
　

　
②

「
ア

イ
ヌ

文
化

Q
&

A
」

コ
ー

ナ
ー

の
運

用
　

　
③

展
示

資
料

の
入

替
え

ア
　

最
新

の
研

究
成

果
を

反
映

し
た

総
合

展
示

の
定

期
的

な
入

替
え

に
よ

り
、

来
る

た
び

に
違

う
、

飽
き

な
い

展
示

を
演

出
す

る
と

と
も

に
、

年
齢

、
母

語
、

障
が

い
の

有
無

な
ど

を
問

わ
ず

、
す

べ
て

の
方

に
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

め
る

展
示

空
間

を
提

供
す

る
。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

1
）

総
合

展
示

の
運

営

・
総

合
展

示
の

入
替

え
な

ど
を

継
続

的
に

実
施

し
、

最
新

の
研

究
成

果
や

当
館

が
所

蔵
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

資
料

を
紹

介
す

る
。

・
ア

イ
ヌ

の
歴

史
や

有
形

・
無

形
の

文
化

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
、

学
術

的
な

信
頼

性
の

高
い

研
究

成
果

に
基

づ
く

、
わ

か
り

や
す

く
・

親
し

み
や

す
い

展
示

を
行

う
と

と
も

に
、

不
断

に
そ

の
内

容
の

充
実

を
図

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

促
進

に
努

め
る

。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

イ
　

総
合

展
示

の
展

示
資

料
に

つ
い

て
、

道
民

及
び

関
連

機
関

に
知

ら
せ

る
た

め
、

そ
の

全
体

像
と

個
々

の
資

料
の

基
本

情
報

を
記

し
た

目
録

を
刊

行
す

る
。

ウ
　

総
合

展
示

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

努
め

る
。

1
）

総
合

展
示

の
運

営

1
　

展
示

事
業

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

２
　

展
示

（
１

）
 総

合
展

示
室

の
運

営

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
目

標
値

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

1
-
1

2
-
1

42



２
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
3

3
◎

◎
◎

◎
◎

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
（

％
）

9
8

.4
％

1
0

3
%

6
6

.7
％

6
9

%

―
―

―
―

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】

第
1

4
回

企
画

テ
ー

マ
展

の
来

場
者
1

0
,8

5
6

人
1

5
5

%
A

④
　

令
和

2
年

度
以

降
の

特
別

展
・

企
画

テ
ー

マ
展

開
催

の
検

討

R
2

度
開

催
予

定
の

「
久

保
寺

逸
彦

文
庫

資
料

展
（

仮
）

」
ほ

か
や

、
R

3
度

開
催

予
定

の
「

ア
イ

ヌ
工

芸
品

展
（

仮
）

」
に

つ
い

て
検

討
実

施
・

継
続

。

〇

3
回

〇 〇

①
　

第
1

4
回

企
画

テ
ー

マ
展

「
北

の
手

仕
事

2
0

1
9

」
の

開
催

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

　
・

第
1

4
回

企
画

テ
ー

マ
展

　
・

第
6

回
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展
A

・
第

1
4

回
企

画
テ

ー
マ

展
は

、
近

年
の

こ
の

時
期

（
4

月
末

～
6

月
初

旬
）

の
展

示
と

比
べ

て
も

比
較

的
良

好
な

来
場

者
数

と
な

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

か
か

る
工

芸
作

品
の

紹
介

へ
の

ニ
ー

ズ
の

高
さ

を
う

か
が

わ
せ

る
も

の
だ

っ
た

と
い

え
る

。
ま

た
、

作
り

手
の

方
々

と
と

も
に

1
年

以
上

か
け

て
準

備
を

進
め

、
演

示
と

作
品

解
説

を
お

願
い

し
た

点
で

も
道

民
と

の
連

携
の

一
つ

の
形

に
な

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

【
達

成
度

が
極

度
に

高
い

項
目

】
・

第
8

回
巡

回
展

に
つ

い
て

は
冬

期
の

開
催

で
は

あ
っ

た
が

、
来

場
者

満
足

度
も

高
く

、
当

初
予

想
以

上
の

成
果

で
あ

っ
た

。

【
達

成
度

が
低

い
項

目
】

・
第

6
回

巡
回

展
の

満
足

度
は

、
回

答
数

が
少

な
か

っ
た

（
3

件
）

た
め

、
１

件
の

回
答

に
結

果
が

大
き

く
左

右
さ

れ
た

。
回

収
率

の
増

加
は

今
後

の
課

題
で

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

設
置

場
所

な
ど

の
検

討
を

進
め

る
。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】
・

ア
イ

ヌ
文

化
関

連
の

展
示

や
講

座
等

に
つ

い
て

の
道

民
ニ

ー
ズ

が
高

く
、

引
き

続
き

各
地

域
各

機
関

等
と

連
携

を
は

か
り

企
画

立
案

を
進

め
る

。

②
　

総
合

展
示

室
第

2
テ

ー
マ

、
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

コ
ー

ナ
ー

、
来

館
者

参
加

型
展

示
コ

ー
ナ

ー
の

入
替

え
計

画
の

検
討

・
作

成
（

他
テ

ー
マ

の
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

に
も

、
適

宜
、

参
加

・
協

力
を

検
討

）

企
画

テ
ー

マ
展

・
巡

回
展

満
足

度

B

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）

〇

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

３
）

道
内

市
町

村
で

の
資

料
展

（
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展
：

仮
称

）
の

開
催

判
断

数
値

実
績

値
評

点
A

・
平

成
3

１
年

度
の

第
1

4
回

企
画

テ
ー

マ
展

「
北

の
手

仕
事

」
を

開
催

す
る

。
ま

た
、

他
の

研
究

グ
ル

ー
プ

が
主

管
す

る
企

画
テ

ー
マ

展
に

つ
い

て
も

、
内

容
に

応
じ

て
参

画
・

協
力

を
は

か
る

。

・
平

成
3

1
年

度
に

開
催

予
定

の
特

別
展

「
ア

イ
ヌ

語
地

名
と

北
海

道
（

仮
）

」
に

つ
い

て
、

研
究

セ
ン

タ
ー

か
ら

チ
ー

ム
に

参
画

し
、

こ
れ

ま
で

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

収
集

・
整

理
・

公
開

し
て

き
た

資
料

（
山

田
文

庫
）

等
の

活
用

、
ア

イ
ヌ

語
地

名
や

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
内

容
の

充
実

を
図

る
。

・
平

成
3

1
年

度
の

巡
回

展
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
平

成
3

2
年

度
以

降
の

開
催

計
画

を
策

定
す

る
。

策
定

に
当

た
っ

て
は

、
平

成
3

0
年

度
ま

で
と

同
様

、
地

域
の

選
択

や
関

連
し

て
実

施
す

る
事

業
に

配
慮

す
る

。

・
平

成
3

2
年

度
以

降
の

、
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

連
し

た
テ

ー
マ

・
内

容
で

の
特

別
展

や
企

画
テ

ー
マ

展
の

開
催

に
つ

い
て

、
検

討
を

継
続

す
る

。

・
第

1
4

回
企

画
テ

ー
マ

展
の

開
催

。

・
平

成
3

1
年

度
の

巡
回

展
の

開
催

に
つ

い
て

策
定

し
実

施
す

る
。

・
平

成
3

２
年

度
以

降
の

企
画

テ
ー

マ
展

、
巡

回
展

等
の

開
催

計
画

の
策

定
、

お
よ

び
特

別
展

開
催

に
関

す
る

検
討

。

― 実
施

夏
季

に
岩

内
町

で
開

催
予

定

〇

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

・
第

1
４

回
企

画
テ

ー
マ

展
の

来
場

者
数

（
7

0
0

0
人

）

・
企

画
テ

ー
マ

展
、

巡
回

展
ご

と
の

満
足

度
（

9
6

%
）

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

7
6

ペ
ー

ジ

②
　

特
別

展
「

ア
イ

ヌ
語

地
名

と
北

海
道

」
へ

の
参

画

③
　

令
和

2
年

度
巡

回
展

の
開

催
計

画
の

策
定

第
1

6
回

企
画

テ
ー

マ
展

「
北

海
道

神
宮

」
他

①
　

他
グ

ル
ー

プ
主

管
の

企
画

テ
ー

マ
展

へ
の

参
画

・
協

力

③
　

平
成

3
1

年
度

巡
回

展
の

開
催点

検
項

目
集

計
×

エ
　

調
査

研
究

な
ど

の
成

果
を

ひ
ろ

く
伝

え
る

た
め

、
研

究
紀

要
の

発
行

や
講

演
会

・
講

座
な

ど
の

開
催

と
と

も
に

、
総

合
展

示
の

充
実

や
企

画
展

示
の

実
施

な
ど

を
進

め
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
理

解
促

進
の

取
組

を
一

層
強

化
す

る
。

・
道

内
巡

回
展

を
開

催
し

、
最

新
の

研
究

成
果

や
当

館
が

所
蔵

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
資

料
を

紹
介

す
る

。

イ
　

道
民

の
研

究
成

果
や

創
作

活
動

の
発

表
な

ど
、

道
民

参
加

型
の

企
画

展
示

を
導

入
し

、
道

民
と

の
連

携
促

進
を

図
る

。

２
）

特
別

展
・

企
画

展
　

　
３

）
道

内
市

町
村

で
の

資
料

展
（

ア
イ

ヌ
文

化
巡

回
展

：
仮

称
）

の
開

催

・
企

画
テ

ー
マ

展
を

開
催

し
、

大
人

か
ら

子
ど

も
ま

で
さ

ま
ざ

ま
な

人
々

に
向

け
た

展
示

の
機

会
を

設
け

る
。

ウ
　

北
海

道
博

物
館

独
自

の
研

究
成

果
を

積
極

的
に

反
映

し
た

企
画

展
示

を
開

催
す

る
。

３
　

調
査

研
究

　
　

（
２

）
 ア

イ
ヌ

文
化

に
関

わ
る

調
査

研
究

の
重

点
化

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

1
　

展
示

事
業

２
　

展
示

　
　

（
２

）
 企

画
展

示
の

開
催

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

・
ア

イ
ヌ

の
歴

史
や

有
形

・
無

形
の

文
化

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
、

学
術

的
な

信
頼

性
の

高
い

研
究

成
果

に
基

づ
く

、
わ

か
り

や
す

く
・

親
し

み
や

す
い

展
示

を
行

う
と

と
も

に
、

不
断

に
そ

の
内

容
の

充
実

を
図

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

促
進

に
努

め
る

。

２
）

特
別

展
・

企
画

展

〇

①
　

企
画

テ
ー

マ
展

の
開

催

前
年

度
比

―
　

・
第

7
回

ア
イ

ヌ
文

化
巡

回
展

　
・

第
8

回
ア

イ
ヌ

文
化

巡
回

展
そ

の
他

の
達

成
状

況

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

③
　

企
画

展
等

の
中

期
計

画
の

検
討

・
作

成
（

他
の

研
究

グ
ル

ー
プ

が
主

管
す

る
企

画
テ

ー
マ

展
に

つ
い

て
も

、
内

容
に

応
じ

て
参

画
・

協
力

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

ア
　

他
の

博
物

館
や

民
間

企
業

と
の

連
携

・
協

働
、

全
国

規
模

の
巡

回
展

の
誘

致
に

よ
り

、
よ

り
魅

力
的

な
企

画
展

示
を

実
現

す
る

。

２
　

展
示

　
　

（
２

）
 企

画
展

示
の

開
催

令
和

２
年

度

３
　

調
査

研
究

　
　

（
２

）
 ア

イ
ヌ

文
化

に
関

わ
る

調
査

研
究

の
重

点
化

2
-
2

, 
3

-
2

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
番

号
1

-
2

～
3

0

43



３
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
6

6
◎

◎
◎

◎
◎

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
（

％
）

4
件

1
0

0
%

4
件

―

4
件

1
0

0
%

4
件

―

2
件

1
0

0
%

0
件

―
8

件
2

0
0

%

2
件

5
0

%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
・

情
報

の
集

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

海
外

博
物

館
等

と
の

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

②
　

平
成

3
0

年
度

で
終

了
す

る
個

別
課

題
の

成
果

を
踏

ま
え

た
事

業
展

開
を

検
討

・
実

施

③
　

海
外

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

課
題

の
あ

り
方

の
検

討

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
総

合
的

・
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
②

民
具

研
究

に
お

け
る

調
査

対
象

の
拡

充
、

民
具

と
歴

史
研

究
の

成
果

の
一

部
を

令
和

3
年

度
実

施
予

定
の

ア
イ

ヌ
工

芸
品

展
に

反
映

さ
れ

る
検

討
、

そ
の

他
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

展
示

へ
の

反
映

等
を

進
め

た
。

【
今

後
の

課
題

】
・

③
 ア

ル
バ

ー
タ

へ
の

調
査

に
職

員
を

派
遣

し
カ

ナ
ダ

に
お

け
る

先
住

民
族

と
博

物
館

と
の

関
わ

り
を

調
査

し
た

ほ
か

、
国

際
図

書
館

大
会

先
住

民
族

部
会

に
職

員
を

派
遣

し
資

料
保

存
利

用
機

関
と

先
住

民
族

の
関

係
の

あ
り

方
に

関
す

る
発

表
を

行
う

等
の

取
り

組
み

を
進

め
た

。
こ

れ
ら

を
館

の
事

業
や

研
究

課
題

の
あ

り
方

に
反

映
さ

せ
る

取
り

組
み

は
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

・
引

き
続

き
、

こ
れ

ま
で

の
研

究
成

果
の

自
己

評
価

や
関

係
者

・
外

部
の

ニ
ー

ズ
等

を
踏

ま
え

た
今

後
の

研
究

課
題

の
検

討
や

研
究

成
果

の
展

示
へ

の
反

映
等

の
発

信
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

。

A

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

2
3

～
3

1
ペ

ー
ジ

恒
常

的
に

実
施

〇 〇

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

研
究

成
果

発
表

等
の

合
計

件
数

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

0×
点

検
項

目
集

計

令
和

２
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
年

度
計

画
（

案
）

・
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

の
研

究
課

題
の

件
数

と
成

果
発

表
等

の
件

数
　

①
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

資
料

・
情

報
の

集
積

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
研

究
課

題
4

件
）

　
②

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
総

合
的

・
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
研

究
課

題
4

件
）

　
③

海
外

博
物

館
等

と
の

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
研

究
課

題
2

件
）

　
成

果
発

表
の

目
標

値
＝

①
②

③
併

せ
計

4
件

・
科

研
等

の
補

助
金

件
数

（
4

件
）

目
標

（
値

）
（

案
）

評
点

　
　

・
研

究
課

題
の

件
数

A

⑥
　

総
合

的
な

調
査

研
究

や
展

示
等

の
成

果
発

表
の

充
実

に
繋

が
る

外
部

資
金

の
獲

得
に

む
け

た
検

討
・

取
組

②
　

北
東

ア
ジ

ア
の

な
か

の
北

海
道

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
［

道
費

に
よ

る
研

究
：

2
課

題
］

　
　

・
研

究
成

果
発

表
等

の
件

数

達
成

状
況

ア
　

北
海

道
の

総
合

博
物

館
と

し
て

ア
イ

ヌ
文

化
の

継
承

と
理

解
促

進
に

資
す

る
た

め
、

ア
イ

ヌ
民

族
の

言
語

・
口

承
文

芸
、

芸
能

、
民

具
・

生
活

技
術

な
ど

の
有

形
・

無
形

の
文

化
と

、
そ

れ
ら

の
理

解
に

欠
か

せ
な

い
歴

史
に

つ
い

て
、

重
点

的
に

調
査

研
究

を
進

め
る

。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

2
　

調
査

研
究

事
業

×

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

（
２

）
 ア

イ
ヌ

文
化

に
関

わ
る

調
査

研
究

の
重

点
化

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

2
研

究
セ

ン
タ

ー
目

標
値

番
号

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
3

-
2

当
年

度
外

部
資

金
の

配
当

3
件

、
次

年
度

へ
の

新
規

申
請

3
件

④
　

研
究

資
金

の
獲

得
〇A ― S B

科
研

等
の

研
究

補
助

金
件

数
実

施

　
　

・
研

究
課

題
の

件
数

　
　

・
研

究
成

果
発

表
等

の
件

数

　
　

・
研

究
課

題
の

件
数

そ
の

他
の

達
成

状
況

判
断

数
値

３
　

調
査

研
究

①
　

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
の

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

［
道

費
に

よ
る

研
究

：
2

課
題

］

③
　

【
新

規
】

収
集

し
た

樺
連

資
料

に
関

す
る

調
査

研
究

④
　

科
学

研
究

費
に

よ
る

研
究

（
当

館
職

員
が

研
究

代
表

者
で

あ
る

も
の

）
の

実
施

⑤
　

こ
れ

ま
で

の
調

査
研

究
の

成
果

を
踏

ま
え

た
事

業
展

開
の

検
討

ア
イ

ヌ
の

民
族

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
の

社
会

的
な

要
請

に
応

じ
る

た
め

に
、

そ
れ

ら
の

取
り

組
み

の
土

台
と

な
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

て
い

く
。

・
「

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
・

情
報

の
集

積
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

「
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

総
合

的
・

学
際

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
２

つ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

別
課

題
に

沿
っ

て
進

め
る

。

・
平

成
3

0
年

度
で

終
了

す
る

個
別

課
題

に
つ

い
て

、
そ

の
成

果
を

踏
ま

え
た

事
業

展
開

（
展

示
等

へ
の

成
果

反
映

、
新

た
な

課
題

設
定

等
）

を
検

討
し

、
実

施
す

る
。

・
ロ

シ
ア

・
サ

ハ
リ

ン
州

郷
土

博
物

館
及

び
カ

ナ
ダ

・
ロ

イ
ヤ

ル
ア

ル
バ

ー
タ

博
物

館
と

の
共

同
研

究
に

つ
い

て
、

ア
イ

ヌ
文

化
研

究
に

お
い

て
内

在
す

る
課

題
と

、
海

外
共

同
研

究
と

の
整

合
性

や
棲

み
分

け
を

意
識

し
、

「
博

物
館

に
お

け
る

先
住

民
族

文
化

の
研

究
・

展
示

・
資

料
の

あ
り

方
」

「
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

の
サ

ハ
リ

ン
・

北
海

道
諸

地
域

の
地

域
差

の
比

較
検

討
」

「
近

現
代

を
生

き
た

サ
ハ

リ
ン

（
樺

太
）

ア
イ

ヌ
の

足
跡

」
等

の
課

題
の

あ
り

方
を

検
討

し
て

い
く

。

・
総

合
的

な
調

査
研

究
や

展
示

等
の

成
果

発
表

の
充

実
に

繋
が

る
資

金
の

獲
得

を
目

指
す

。

・
各

個
別

課
題

や
そ

の
成

果
に

基
づ

く
事

業
の

策
定

・
実

施
。

・
調

査
研

究
や

研
究

内
容

を
検

討
す

る
時

間
の

確
保

に
努

め
、

研
究

内
容

を
充

実
さ

せ
る

。

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
実

績
値

―

前
年

度
比

― A

　
　

・
研

究
成

果
発

表
等

の
件

数

①
　

道
費

に
よ

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

個
別

課
題

に
沿

っ
て

実
施

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）

44



４
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
4

4
◎

◎
◎

◎
◎

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
（

％
）

5
件

2
5

0
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】

資
料

の
所

在
調

査
等

の
実

施
件

数
2

件
2

0
%

B

・
未

整
理

資
料

の
整

理
・

デ
ー

タ
登

録
・

配
架

に
つ

い
て

平
成

3
1

年
度

ま
で

に
完

了
さ

せ
る

計
画

を
策

定
し

、
実

施
す

る
。

・
平

成
2

8
年

度
に

受
け

入
れ

た
キ

ー
ス

テ
ン

・
レ

フ
シ

ン
資

料
等

の
整

理
を

進
め

る
。

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

個
別

研
究

課
題

）
や

巡
回

展
等

の
事

業
計

画
の

中
に

資
料

の
所

在
調

査
、

情
報

収
集

等
を

位
置

づ
け

る
。

達
成

状
況

1
5

0
%

収
集

し
た

資
料

の
件

数
S

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

7
7

ペ
ー

ジ

民
具

資
料

に
つ

い
て

未
整

理
資

料
の

整
理

を
進

め
て

き
た

が
、

文
書

資
料

に
つ

い
て

も
作

業
を

開
始

し
た

。

①
未

整
理

資
料

の
整

理
・

デ
ー

タ
登

録
・

配
架

に
つ

い
て

計
画

を
策

定
、

実
施

。
〇

目
標

（
値

）

３
　

調
査

研
究

年
度

計
画

（
案

）

3
　

資
料

・
情

報
の

収
集

・
整

備
事

業

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

件

点
検

項
目

集
計

× 0

令
和

元
年

度

・
新

た
に

登
録

す
る

資
料

の
件

数
（

＝
未

処
理

の
ま

ま
の

資
料

の
残

数
の

段
階

的
解

消
）

（
2

資
料

群
）

・
収

集
す

る
資

料
の

件
数

（
２

件
）

・
資

料
の

所
在

調
査

等
の

実
施

件
数

（
1

0
件

）

年
度

計
画

関
連

資
料

の
受

入
れ

に
向

け
た

整
理

作
業

を
実

施

②
キ

ー
ス

テ
ン

・
レ

フ
シ

ン
資

料
等

の
整

理

3

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

新
た

に
登

録
す

る
資

料
の

件
数

（
＝

未
処

理
の

ま
ま

の
資

料
の

残
数

の
段

階
的

解
消

）

3
-
2

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

・
資

料
閲

覧
へ

の
対

応

・
公

開
資

料
の

作
成

計
画

の
策

定

〇

判
断

数
値

実
績

値
評

点
内

容
（

計
画

達
成

に
向

け
た

具
体

的
業

務
）

前
年

度
比

そ
の

他
の

達
成

状
況

A

②
収

蔵
資

料
の

公
開

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

ウ
さ

ら
に

道
内

市
町

村
に

所
在

す
る

各
種

の
資

料
に

重
点

を
置

き
、

総
合

的
、

体
系

的
に

調
査

・
収

集
を

進
め

る
。

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

3

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

イ
関

係
機

関
や

研
究

者
、

伝
承

活
動

関
係

者
な

ど
と

の
連

携
に

よ
り

、
道

内
各

地
の

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
の

所
在

調
査

を
進

め
、

整
理

・
保

存
作

業
を

行
う

。

・
公

開
資

料
の

作
成

（
諸

手
続

含
む

）

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）
令

和
２

年
度

目
標

（
値

）
（

案
）

（
２

）
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

わ
る

調
査

研
究

の
重

点
化

イ
道

内
の

中
核

博
物

館
に

お
け

る
専

門
機

関
と

し
て

、
先

ず
道

立
機

関
が

所
蔵

す
る

音
声

・
映

像
資

料
及

び
文

書
資

料
、

民
具

資
料

に
つ

い
て

の
情

報
の

一
元

的
な

集
約

を
進

め
る

。

ア
道

内
外

の
関

係
機

関
、

研
究

者
と

の
連

携
を

図
り

、
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

資
料

の
所

在
調

査
を

進
め

、
情

報
の

収
集

・
整

理
を

行
う

。

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

・
資

料
の

整
理

・
登

録
・

配
架

の
策

定

・
計

画
に

基
づ

く
資

料
登

録
の

実
施

・
新

収
蔵

資
料

紹
介

の
継

続
的

実
施

・
資

料
の

所
在

調
査

等
の

継
続

実
施

・
未

整
理

資
料

の
整

理
・

デ
ー

タ
登

録
・

配
架

・
平

成
2

8
年

度
に

受
け

入
れ

た
キ

ー
ス

テ
ン

・
レ

フ
シ

ン
資

料
等

の
整

理

・
写

真
資

料
（

小
倉

ア
ル

バ
ム

追
加

）
、

民
具

資
料

（
儀

礼
用

刀
、

小
刀

等
）

、
文

書
資

料
（

近
現

代
の

雑
誌

等
）

の
新

た
な

資
料

調
査

及
び

受
け

入
れ

を
行

い
、

館
内

で
未

整
理

で
あ

っ
た

民
具

資
料

や
山

田
秀

三
文

庫
や

久
保

寺
文

庫
の

整
理

に
よ

る
新

た
な

登
録

や
資

料
情

報
の

補
充

を
進

め
た

。
未

整
理

資
料

の
整

理
に

か
か

る
調

査
に

よ
り

新
た

な
知

見
が

得
ら

れ
た

例
も

あ
る

。
こ

れ
ら

の
成

果
は

研
究

紀
要

に
資

料
紹

介
等

と
し

て
掲

載
す

る
等

の
取

り
組

み
を

進
め

て
い

る
。

A

①
資

料
収

集
と

整
備
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５
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
4

4
◎

◎
◎

◎
◎

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
（

％
）

0
件

0
%

2
5

件
1

2
5

%

1
1

件
4

件
1

0
件

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

実
績

値

１
）

資
料

の
公

開

評
点

　
　

・
民

具
資

料

判
断

数
値

令
和

元
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）

B

ウ
　

調
査

研
究

な
ど

を
通

じ
て

収
集

し
た

未
公

開
の

資
料

や
研

究
情

報
に

つ
い

て
は

、
そ

の
公

開
を

進
め

、
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
な

ど
に

広
く

活
用

で
き

る
よ

う
整

備
を

進
め

る
。

①
　

収
蔵

資
料

の
公

開

・
公

開
資

料
の

作
成

（
諸

手
続

含
む

）

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）
令

和
２

年
度

・
資

料
閲

覧
へ

の
対

応

②
　

公
開

計
画

の
再

策
定

―
 

手
続

き
の

再
確

認
は

実
施

し
た

が
手

続
き

の
開

始
に

は
至

っ
て

い
な

い

①
　

資
料

公
開

手
続

き
の

実
施

×

そ
の

他
の

達
成

状
況

　
　

・
文

書
資

料
資

料
閲

覧
件

数
A

　
　

・
音

声
・

映
像

資
料

・
公

開
資

料
の

作
成

計
画

の
策

定

達
成

状
況

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

点
検

項
目

集
計

×

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 〇

①
　

資
料

閲
覧

へ
の

対
応

　
　

2
5

件

①
　

公
開

資
料

の
作

成
（

諸
手

続
含

む
）

　
　

3
点

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

前
年

度
比

公
開

す
る

資
料

件
数

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

3
-
2

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

・
資

料
公

開
手

続
き

を
再

開
（

実
施

）
す

る
。

・
公

開
計

画
の

再
策

定
と

年
間

公
開

点
数

の
増

加
を

図
る

。

・
資

料
群

ご
と

の
公

開
計

画
の

策
定

・
計

画
に

基
づ

く
新

規
公

開
の

実
施

・
公

開
手

続
き

の
再

検
討

、
語

り
手

等
の

遺
族

等
が

不
在

の
場

合
の

措
置

及
び

関
係

者
情

報
の

再
整

理
ま

で
は

実
施

し
た

が
、

当
年

度
の

作
業

は
こ

こ
ま

で
と

な
り

、
新

た
な

公
開

手
続

き
及

び
公

開
資

料
作

成
は

次
年

度
（

令
和

2
年

度
）

に
持

ち
越

し
た

。

B

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

0

（
２

）
 ア

イ
ヌ

文
化

に
関

わ
る

調
査

研
究

の
重

点
化

ア
　

寄
贈

を
受

け
た

「
山

田
秀

三
文

庫
」

、
「

久
保

寺
逸

彦
文

庫
」

や
職

員
に

よ
る

採
録

資
料

（
録

音
、

録
画

等
）

に
つ

い
て

保
存

処
理

や
内

容
整

理
を

進
め

る
。

イ
　

ア
イ

ヌ
文

化
の

学
習

・
伝

承
等

の
た

め
利

用
で

き
る

よ
う

、
目

録
の

作
成

や
資

料
の

公
開

を
進

め
る

。

ウ
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
開

設
し

た
「

ほ
っ

か
い

ど
う

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
」

の
掲

載
資

料
や

提
供

内
容

を
増

や
す

な
ど

、
よ

り
多

く
の

利
用

者
に

広
く

提
供

で
き

る
方

法
の

拡
充

に
つ

と
め

、
ア

イ
ヌ

文
化

研
究

に
お

け
る

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

4
-
1

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

4
　

資
料

・
情

報
等

の
公

開
・

提
供

事
業

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

３
　

調
査

研
究

②
　

年
間

公
開

点
数

の
増

加
×

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

7
7

ペ
ー

ジ

・
公

開
す

る
資

料
件

数
（

５
件

）

・
資

料
閲

覧
件

数
（

文
書

、
音

声
・

映
像

、
民

具
ご

と
）

（
2

0
件

）
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６
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

点
検

項
目

集
計

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
（

１
）

3
2

◎
◎

◎
◎

◎
（

2
）

3
1

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

①
　

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
の

収
集

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

　
　

②
　

道
内

の
市

町
村

と
連

携
し

た
情

報
の

集
約

（
２

）
発

信
基

盤
の

整
備

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

年
度

計
画

目
標

（
値

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

4
　

資
料

・
情

報
等

の
公

開
・

提
供

事
業

4
-
2

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

番
号

1
2

-
1

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

（
１

）
 ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

学
術

情
報

の
集

約
と

発
信

・
こ

れ
ま

で
の

調
査

・
研

究
事

業
及

び
資

料
・

情
報

の
収

集
・

整
理

事
業

を
通

し
て

蓄
積

さ
れ

て
き

た
学

術
情

報
の

集
約

を
図

る
。

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
し

た
提

供
方

法
の

拡
充

な
ど

よ
り

広
く

情
報

を
提

供
で

き
る

発
信

基
盤

の
整

備
に

努
め

る
。

①
　

ア
イ

ヌ
文

化
関

係
の

学
術

情
報

の
発

信
　

　
②

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

　
　

③
　

発
信

媒
体

の
強

化

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

令
和

２
年

度

2×
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

　
（

２
）

発
信

基
盤

の
整

備

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

【
H

2
6

～
3

1
　

補
訂

版
】

（
縮

約
）

イ
　

こ
れ

ら
の

成
果

に
つ

い
て

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
媒

体
や

機
会

を
通

し
た

提
供

を
進

め
、

北
海

道
博

物
館

が
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
に

と
っ

て
の

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
そ

の
た

め
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

・
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

、
調

査
デ

ー
タ

、
研

究
成

果
の

集
約

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 〇 ×
・

北
海

道
に

お
い

て
こ

れ
ま

で
に

実
施

さ
れ

て
き

た
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

調
査

事
業

の
成

果
や

調
査

デ
ー

タ
の

集
約

に
向

け
関

係
機

関
と

の
協

議
、

お
よ

び
デ

ー
タ

提
供

に
向

け
た

体
制

整
備

前
年

度
比

（
２

）
②

　
北

海
道

に
よ

る
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

調
査

事
業

の
成

果
や

調
査

デ
ー

タ
の

集
約

に
向

け
た

関
係

機
関

と
の

協
議

１
２

　
情

報
発

信

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

（
１

）
情

報
発

信
方

策
の

再
検

討

・
北

海
道

博
物

館
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
全

体
の

中
に

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

情
報

発
信

等
を

位
置

付
け

る
。

具
体

的
に

は
旧

セ
ン

タ
ー

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
コ

ン
テ

ン
ツ

の
移

行
や

、
今

後
の

新
た

な
情

報
発

信
に

向
け

た
さ

ま
ざ

ま
な

設
定

等
）

。

・
「

ほ
っ

か
い

ど
う

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
」

の
整

備
・

運
用

を
引

き
続

き
進

め
る

。

（
２

）
学

術
情

報
の

集
積

・
収

蔵
資

料
の

デ
ー

タ
整

備
を

行
う

。

・
北

海
道

が
こ

れ
ま

で
に

実
施

し
て

き
た

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
調

査
事

業
の

成
果

や
調

査
デ

ー
タ

の
集

約
に

向
け

関
係

機
関

と
の

協
議

を
進

め
、

デ
ー

タ
提

供
に

向
け

た
情

報
整

備
を

進
め

る
。

・
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
の

更
新

計
画

の
策

定

・
「

ほ
っ

か
い

ど
う

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
」

の
掲

載
資

料
・

コ
ン

テ
ン

ツ
の

追
加

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

及
び

「
ほ

っ
か

い
ど

う
ア

イ
ヌ

語
ア

ー
カ

イ
ブ

」
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

館
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

全
体

の
設

定
や

整
備

計
画

と
の

整
合

を
は

か
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

担
当

グ
ル

ー
プ

等
と

も
連

携
し

つ
つ

、
さ

し
あ

た
っ

て
は

旧
サ

イ
ト

の
項

目
の

取
捨

選
択

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
た

。
一

方
で

当
館

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

に
旧

道
立

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
の

各
コ

ン
テ

ン
ツ

を
移

行
す

る
た

め
に

は
当

館
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
の

大
幅

な
改

修
を

要
す

る
た

め
、

移
行

に
つ

い
て

は
段

階
的

に
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

【
今

後
の

課
題

】
・

ユ
ー

ザ
ー

の
利

便
性

を
重

視
し

つ
つ

、
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
・

コ
ン

テ
ン

ツ
の

移
行

を
段

階
的

に
進

め
る

。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】

引
き

続
き

収
蔵

資
料

の
デ

ー
タ

整
備

を
計

画
的

に
進

め
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ら

を
当

館
収

蔵
資

料
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
や

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
に

搭
載

す
る

こ
と

や
、

資
料

目
録

の
発

行
な

ど
、

利
用

者
に

提
供

す
る

方
法

の
充

実
を

考
え

て
い

く
。

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

7
9

ペ
ー

ジ

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

B
達

成
状

況

ア
　

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
及

び
学

術
情

報
を

一
元

的
に

集
約

し
、

そ
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
を

進
め

る
。

1

×

（
２

）
①

　
収

蔵
資

料
の

デ
ー

タ
整

備

〇

２
）

情
報

発
信

①
　

学
術

情
報

の
集

約

達
成

状
況

（
１

）
①

　
旧

セ
ン

タ
ー

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
コ

ン
テ

ン
ツ

の
移

行
や

、
今

後
の

新
た

な
情

報
発

信
に

向
け

た
さ

ま
ざ

ま
な

設
定

等
の

実
施

（
１

）
②

　
「

ほ
っ

か
い

ど
う

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
」

の
整

備
・

運
用

現
サ

イ
ト

の
移

行
に

向
け

、
旧

サ
イ

ト
で

引
き

続
き

残
す

項
目

に
つ

い
て

検
討

。

旧
セ

ン
タ

ー
収

集
資

料
の

管
理

換
・

新
規

登
録

番
号

の
付

与
等
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７
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
3

2
〇

〇
〇

〇
〇

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
（

％
）

1
5

0
件

1
5

0
%

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

1
5

0
%

⑤
　

学
習

・
伝

承
活

動
の

支
援

〇

3
ヶ

月
単

位
で

記
録

一
覧

を
セ

ン
タ

ー
内

に
回

付
の

う
え

、
情

報
共

有
を

図
っ

た
。

1
2

-
3

①
　

関
係

機
関

、
団

体
等

に
対

す
る

支
援

の
強

化
　

　
②

　
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
（

学
習

相
談

等
）

へ
の

対
応

２
）

情
報

発
信

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

4
-
2

目
標

（
値

）
（

案
）

達
成

状
況

年
度

計
画

（
案

）

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

ウ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

道
民

の
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

て
、

利
用

者
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

ツ
ー

ル
を

整
備

し
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

や
学

習
支

援
の

機
能

を
強

化
す

る
。

（
３

）
道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

年
度

計
画

目
標

（
値

）

令
和

元
年

度

A
判

断
数

値

・
そ

れ
ら

に
基

づ
い

た
学

習
・

伝
承

活
動

へ
の

支
援

を
行

う
。

（
３

）
学

習
・

伝
承

活
動

へ
の

支
援

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

前
年

度
比

・
新

た
に

学
習

の
た

め
の

情
報

を
随

時
掲

載
し

て
い

く
な

ど
、

情
報

の
追

加
や

更
新

を
し

て
い

く
た

め
の

枠
組

み
の

策
定

、
体

制
の

整
備

②
　

前
年

度
に

引
き

続
き

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
記

録
票

の
情

報
を

引
き

続
き

定
期

的
に

共
有

し
、

対
応

力
の

向
上

を
図

る

・
さ

ま
ざ

ま
な

機
関

、
個

人
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

対
し

、
北

海
道

博
物

館
の

専
門

性
の

総
力

を
あ

げ
真

摯
に

対
応

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数
（

1
0

0
件

）

・
他

機
関

、
団

体
へ

の
学

習
・

伝
承

支
援

件
数

（
講

師
、

情
報

提
供

等
）

（
2

件
）

④
　

調
査

研
究

課
題

の
成

果
を

反
映

さ
せ

る
展

示
会

等
の

情
報

発
信

計
画

を
検

討

実
績

値

点
検

項
目

集
計

×
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

評
点

そ
の

他
の

達
成

状
況

1

令
和

２
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

・
「

ほ
っ

か
い

ど
う

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
」

の
運

用

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

7
9

ペ
ー

ジ

・
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

研
究

成
果

の
普

及
や

道
民

の
学

習
等

に
資

す
る

た
め

の
ア

イ
ヌ

文
化

紹
介

小
冊

子
『

ポ
ン

　
カ

ン
ピ

ソ
シ

』
を

掲
載

②
　

図
書

の
購

入

③
　

リ
フ

ァ
レ

ン
ス

機
能

の
強

化

・
北

海
道

博
物

館
の

研
究

や
利

用
者

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

へ
の

回
答

に
必

要
な

図
書

の
購

入

③
　

リ
フ

ァ
レ

ン
ス

機
能

の
強

化
　

　
　

　
1

0
0

件

ア
イ

ヌ
文

化
に

特
化

し
た

ペ
ー

ジ
を

設
け

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
特

別
展

（
「

ア
イ

ヌ
語

地
名

と
北

海
道

」
）

や
巡

回
展

及
び

そ
の

関
連

行
事

等
に

つ
い

て
は

所
管

グ
ル

ー
プ

と
連

携
の

う
え

情
報

発
信

に
努

め
た

。

①
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

情
報

の
追

加
や

更
新

の
体

制
を

定
め

直
し

、
情

報
発

信
を

再
開

〇

件

【
達

成
度

が
極

度
に

低
い

項
目

】
・

他
機

関
や

団
体

へ
の

学
習

伝
承

支
援

の
件

数
が

昨
年

度
よ

り
減

少
し

て
い

る
が

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
等

の
専

門
知

見
提

供
の

相
談

業
務

は
引

き
続

き
年

間
数

件
寄

せ
ら

れ
て

い
る

。
次

年
度

以
降

も
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

新
た

な
法

律
の

施
行

に
よ

り
要

望
は

続
く

と
推

測
さ

れ
る

の
で

、
当

館
の

業
務

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
意

識
し

つ
つ

、
成

果
提

供
の

一
つ

と
し

て
取

り
組

む
。

【
達

成
度

が
極

度
に

高
い

項
目

】
・

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

に
つ

い
て

は
達

成
度

が
目

標
値

の
1

.5
倍

と
な

っ
た

。
こ

れ
も

相
手

方
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
っ

て
か

ら
対

応
す

る
こ

と
で

あ
る

の
で

、
目

標
値

を
設

定
す

る
こ

と
に

な
じ

ま
な

い
側

面
は

あ
る

が
、

本
務

に
支

障
の

な
い

範
囲

で
問

い
合

わ
せ

に
は

恒
常

的
に

対
応

し
て

い
る

。
　

上
記

と
同

様
、

今
後

い
っ

そ
う

要
望

は
続

く
と

推
測

さ
れ

る
の

で
、

当
館

の
業

務
と

の
バ

ラ
ン

ス
を

意
識

し
つ

つ
、

成
果

提
供

の
一

つ
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

【
今

後
の

課
題

】
・

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
専

門
的

知
見

に
か

か
る

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

・
支

援
依

頼
の

増
加

傾
向

を
見

据
え

、
対

応
記

録
の

蓄
積

等
に

よ
る

効
率

的
な

業
務

運
営

を
検

討
す

る
。

A

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

他
機

関
、

団
体

へ
の

学
習

・
伝

承
支

援
件

数
（

講
師

、
情

報
提

供
等

）

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

・
ア

イ
ヌ

民
族

の
歴

史
や

文
化

に
つ

い
て

の
道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
に

応
え

た
図

書
の

購
入

・
市

町
村

や
ア

イ
ヌ

文
化

伝
承

活
動

団
体

な
ど

か
ら

寄
せ

ら
れ

る
ア

イ
ヌ

文
化

の
学

習
や

伝
承

活
動

に
関

す
る

依
頼

に
対

し
、

専
門

的
見

地
か

ら
助

言
・

支
援

①
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
提

供
・

北
海

道
博

物
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
情

報
発

信
ペ

ー
ジ

を
設

け
、

発
信

基
盤

を
整

備

博
物

館
・

研
究

機
関

と
し

て
の

役
割

を
踏

ま
え

た
支

援
が

で
き

る
よ

う
、

調
査

研
究

を
着

実
に

進
め

、
所

蔵
資

料
を

整
理

し
、

発
信

・
提

供
で

き
る

成
果

や
情

報
を

充
実

さ
せ

る
。

平
成

3
１

年
度

は
次

の
２

点
を

実
施

す
る

。

①
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

情
報

の
追

加
や

更
新

の
体

制
を

定
め

直
し

、
情

報
発

信
を

再
開

す
る

。

②
　

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

対
応

の
記

録
票

に
基

づ
き

、
こ

れ
ら

の
情

報
を

引
き

続
き

定
期

的
に

共
有

し
、

対
応

力
の

向
上

を
図

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
の

情
報

発
信

の
再

開 ・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
記

録
票

の
集

約
・

報
告

時
期

の
定

例
化

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数

１
２

　
情

報
発

信
4

　
資

料
・

情
報

等
の

公
開

・
提

供
事

業

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

B

48



8
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
2

2
◎

〇
〇

〇
〇

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
（

％
）

1
1

5
件

5
0

件
1

2
5

%

2
1

2
件

【
判

断
数

値
設

定
】

有
【

判
断

数
値

設
定

】
有

・
子

ど
も

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
・

ち
ゃ

れ
ん

が
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

・
講

演
会

（
外

部
講

師
に

よ
る

講
演

）
・

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

カ
レ

ッ
ジ

（
当

館
職

員
に

よ
る

講
義

形
式

の
講

座
）

・
ア

イ
ヌ

語
講

座
（

3
回

連
続

講
座

）
・

特
別

イ
ベ

ン
ト

②
　

は
っ

け
ん

広
場

に
お

け
る

学
校

団
体

等
を

対
象

と
し

た
「

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
実

施

目
標

（
値

）
（

案
）

（
3

）
は

っ
け

ん
広

場
の

運
営

点
検

項
目

集
計

× 0

令
和

２
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

イ
　

さ
ま

ざ
ま

な
年

齢
層

に
向

け
た

、
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

く
、

親
し

み
や

す
い

学
習

機
会

の
提

供
や

、
学

習
素

材
の

開
発

・
作

成
等

を
通

し
て

、
ア

イ
ヌ

文
化

の
普

及
及

び
理

解
促

進
に

努
め

る
。

5
-
1

～
3

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

5
　

成
果

の
普

及
事

業

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

そ
の

他
の

達
成

状
況

①
　

教
育

普
及

事
業

に
つ

い
て

内
容

や
効

果
を

分
析

②
　

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
に

つ
い

て
情

報
交

換
と

内
容

検
討

の
機

会
を

設
け

る

 オ
　

イ
ベ

ン
ト

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
に

あ
た

っ
て

は
、

特
に

ア
イ

ヌ
文

化
や

北
海

道
の

自
然

に
関

す
る

事
業

を
重

点
的

に
強

化
す

る
。

（
1

）
 魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
実

施
件

数
（

全
体

数
と

ア
イ

ヌ
関

連
件

数
）

（
ア

イ
ヌ

関
係

４
０

件
）

・
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
件

数
（

全
体

数
と

ア
イ

ヌ
関

連
件

数
）

（
ア

イ
ヌ

関
係

8
0

件
）

・
上

記
以

外
に

行
う

館
内

イ
ベ

ン
ト

件
数

（
４

件
）

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

4
7

～
4

8
ペ

ー
ジ

　
　

・
全

体

　
　

・
ア

イ
ヌ

関
連

件
数

（
ク

ラ
ス

数
）

1
4

6
件

1
8

3
%

AA

－
　

　
・

全
体

（
ク

ラ
ス

数
）

－

上
記

以
外

に
行

っ
た

館
内

イ
ベ

ン
ト

0
件

ア
　

自
然

・
歴

史
・

文
化

の
総

合
博

物
館

で
あ

る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

な
が

ら
、

講
演

会
・

講
座

等
の

事
業

、
展

示
の

解
説

、
「

は
っ

け
ん

広
場

」
（

旧
体

験
学

習
室

）
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

５
　

教
育

普
及

事
業

１
）

教
育

普
及

（
１

）
 魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

　
　

（
２

）
 教

材
の

充
実

　
　

（
３

）
 は

っ
け

ん
広

場
の

運
営

①
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
実

施
　

　
ア

イ
ヌ

関
係

４
０

件

②
　

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

　
　

ア
イ

ヌ
関

係
1

4
0

ク
ラ

ス

③
　

諸
行

事
の

実
施

　
　

1
6

件
1

9
回

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

　
　

・
ア

イ
ヌ

関
連

件
数

①
　

学
校

団
体

お
よ

び
一

般
団

体
を

対
象

と
し

た
「

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
」

の
実

施

【
達

成
度

が
極

度
に

高
い

項
目

】
・

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
、

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

も
、

当
初

予
測

よ
り

も
高

い
達

成
度

と
な

っ
た

。
こ

れ
は

、
学

習
指

導
要

領
等

で
ア

イ
ヌ

文
化

学
習

が
奨

励
さ

れ
る

一
方

で
、

国
立

ア
イ

ヌ
民

族
博

物
館

開
会

前
の

た
め

当
館

が
数

少
な

い
学

習
機

関
と

認
識

さ
れ

た
こ

と
が

、
小

・
中

・
高

等
学

校
そ

れ
ぞ

れ
の

利
用

の
増

加
に

繋
が

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

【
未

実
施

の
項

目
】

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

に
つ

い
て

の
情

報
交

換
と

内
容

に
つ

い
て

は
、

検
討

項
目

と
し

て
挙

げ
て

は
い

た
が

年
度

内
は

未
実

施
に

終
わ

っ
た

。

【
次

年
度

に
向

け
た

課
題

】
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
策

の
一

環
で

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
の

時
間

も
当

面
短

縮
の

ま
ま

進
む

と
思

わ
れ

る
の

で
、

短
時

間
で

の
効

率
よ

い
レ

ク
チ

ャ
ー

の
実

施
を

め
ざ

す
。

・
学

校
教

育
等

で
の

ア
イ

ヌ
文

化
学

習
が

求
め

ら
れ

る
一

方
で

い
わ

ゆ
る

学
校

現
場

で
は

実
施

が
難

し
い

と
認

識
さ

れ
て

い
る

と
推

測
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
ニ

ー
ズ

が
多

く
な

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

A

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

③
　

諸
行

事
の

実
施

0
%

C

前
年

度
比

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

5
-
1

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

令
和

元
年

度

（
３

）
 は

っ
け

ん
広

場
の

運
営

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

（
１

）
 魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

（
２

）
 教

材
の

充
実

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施 ×

･
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

普
及

事
業

の
効

果
的

な
実

施

×

グ
ル

ー
プ

レ
ク

チ
ャ

ー
実

施
件

数

は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
件

数

判
断

数
値

実
績

値
評

点
・

平
成

3
0

年
度

に
引

き
続

き
、

館
で

行
う

講
演

会
・

講
座

や
、

そ
の

他
の

教
育

普
及

事
業

及
び

巡
回

展
な

ど
で

実
施

す
る

関
連

事
業

に
つ

い
て

、
内

容
や

効
果

を
分

析
し

、
効

果
的

・
体

系
的

な
開

催
に

つ
な

げ
る

。

・
グ

ル
ー

プ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
充

実
を

図
る

た
め

、
情

報
交

換
と

内
容

検
討

の
機

会
を

設
け

る
。

年
度

計
画

（
2

）
教

材
の

充
実

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

49



g
u

９
担

当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
3

3
◎

〇
〇

〇
〇

◎
◎

◎
◎

◎

自
己

評
価

評
価

基
準

達
成

度
（

％
）

【
判

断
数

値
設

定
】

有

1
5

件
3

0
0

%

1
0

件
1

2
5

%

1
3

件
1

6
3

%

【
判

断
数

値
設

定
】

有

①
　

招
待

講
演

（
講

座
・

講
演

会
）

等
へ

の
職

員
派

遣

A

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）
前

年
度

比
判

断
数

値

〇

【
達

成
度

が
極

度
に

高
い

項
目

】
・

新
聞

・
報

道
件

数
の

「
3

0
0

％
」

は
、

特
別

展
が

「
ア

イ
ヌ

語
地

名
」

で
あ

っ
た

こ
と

と
、

ア
イ

ヌ
の

工
芸

に
関

す
る

連
載

記
事

が
継

続
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
よ

る
も

の
で

、
見

か
け

の
数

値
ほ

ど
の

増
加

で
は

な
い

と
判

断
し

て
い

る
が

、
今

後
と

も
増

加
傾

向
に

あ
る

と
推

測
で

き
る

。

【
今

後
の

課
題

】
・

委
員

へ
の

就
任

件
数

の
増

加
は

、
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

連
す

る
事

業
の

増
加

を
反

映
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

傾
向

は
当

面
続

く
と

推
測

さ
れ

る
の

で
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
専

門
的

知
見

を
有

す
る

機
関

と
し

て
の

責
務

を
自

覚
し

つ
つ

、
館

務
と

の
整

合
性

を
図

り
対

応
す

る
。

【
次

期
年

次
計

画
に

向
け

た
留

意
点

】
・

各
個

別
の

研
究

課
題

と
連

動
し

た
『

北
海

道
博

物
館

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
』

第
6

号
へ

の
投

稿
計

画
を

策
定

す
る

。

②
　

調
査

研
究

課
題

の
成

果
を

反
映

さ
せ

る
展

示
会

の
計

画
検

討

実
績

値
評

点

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持

【
実

績
参

考
】

『
要

覧
2

0
1

9
』

7
8

ペ
ー

ジ

①
　

学
会

誌
等

、
館

出
版

物
以

外
の

出
版

物
へ

の
執

筆

②
　

学
会

、
研

究
会

等
で

の
発

表
３

）
職

員
の

対
外

貢
献

②
　

各
種

委
員

等
４

）
外

部
機

関
と

の
事

業
連

携
①

　
他

機
関

等
と

の
連

携
・

協
力

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
内

の
「

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
を

通
じ

て
、

担
当

し
た

事
業

や
活

動
に

つ
い

て
報

告

×

２
）

学
会

へ
の

発
信

９
　

広
報

　
　

　
　

　
（

１
）

 広
報

活
動

の
強

化

9
-
1

, 
1

2
-
1

, 
1

4
-
1

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

ア
　

研
究

成
果

を
と

り
ま

と
め

た
研

究
紀

要
等

の
成

果
報

告
書

を
刊

行
し

て
い

く
。

イ
　

研
究

成
果

を
踏

ま
え

た
講

演
会

の
開

催
な

ど
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
最

新
の

研
究

成
果

や
正

確
な

情
報

を
よ

り
わ

か
り

や
す

い
か

た
ち

で
提

供
す

る
取

組
を

一
層

強
化

す
る

。

①
　

広
報

紙
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

　
　

②
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
　

③
　

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

特
別

展
・

企
画

テ
ー

マ
展

・
巡

回
展

〇〇

0
件

0
%

B

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
　

　
（

１
）

 学
術

刊
行

物
な

ど
の

刊
行

②
　

ア
イ

ヌ
文

化
紹

介
小

冊
子

『
ポ

ン
　

カ
ン

ピ
ソ

シ
』

（
全

1
～

1
0

巻
）

の
増

刷
・

配
布

③
　

広
報

誌
『

森
の

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
』

の
「

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
を

通
じ

て
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
活

動
を

わ
か

り
や

す
く

発
信

ウ
　

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
を

通
じ

て
、

北
海

道
博

物
館

の
内

部
組

織
と

し
て

の
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
取

組
を

周
知

し
て

い
く

。

①
　

ア
イ

ヌ
文

化
紹

介
小

冊
子

　
　

　
②

　
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
な

ど

ア
　

道
民

の
博

物
館

へ
の

関
心

を
広

げ
、

利
用

を
促

進
し

て
い

く
た

め
、

あ
ら

ゆ
る

広
報

媒
体

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

職
員

全
員

が
積

極
的

な
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

イ
　

こ
れ

ら
の

成
果

に
つ

い
て

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
媒

体
や

機
会

を
通

し
た

提
供

を
進

め
、

北
海

道
博

物
館

が
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
に

と
っ

て
の

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
そ

の
た

め
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
　

　
（

１
）

 学
術

刊
行

物
な

ど
の

刊
行

1
0

0
%

新
聞

・
報

道
対

応
件

数

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
3

件
1

5
0

%
A A

講
演

依
頼

件
数

4
件

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

0
点

検
項

目
集

計

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
（

1
）

１
２

　
情

報
発

信
　

　
（

１
）

 ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
の

集
約

と
発

信

（
１

）
③

「
研

究
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
掲

載 　
　

4
回

（
１

）
④

　
学

術
刊

行
物

編
集

委
員

会
　

　
5

回
（

２
）

①
　

学
会

誌
等

、
館

出
版

物
以

外
の

出
版

物
へ

の
執

筆
　

　
7

件
（

２
）

②
　

学
会

、
研

究
会

等
で

の
発

表
　

　
4

件
（

３
）

①
　

招
待

講
演

等
へ

の
職

員
派

遣
　

　
1

2
件

（
３

）
②

　
各

種
委

員
等

　
　

1
4

件
（

４
）

①
他

機
関

等
と

の
連

携
・

協
力

　
　

4
件

令
和

２
年

度

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

１
）

学
術

刊
行

物
な

ど
の

刊
行

①
　

『
北

海
道

博
物

館
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
要

』
第

6
号

の
刊

行

１
２

　
情

報
発

信
　

　
（

１
）

 ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
の

集
約

と
発

信

④
　

「
北

海
道

博
物

館
学

術
刊

行
物

編
集

委
員

会
」

を
活

用
し

、
『

北
海

道
博

物
館

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
』

の
定

期
的

な
刊

行
お

よ
び

水
準

の
確

保
を

保
証

９
　

広
報

　
　

　
　

　
（

１
）

 広
報

活
動

の
強

化

①
　

『
北

海
道

博
物

館
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

紀
要

』
第

5
号

の
刊

行

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

２
）

研
究

成
果

の
提

供

AA

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

5
　

成
果

の
普

及
事

業

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

5
-
2

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

①
　

研
究

紀
要

　
　

　
　

②
　

成
果

報
告

書

×

・
『

北
海

道
博

物
館

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
』

第
5

号
を

刊
行

す
る

。

・
調

査
研

究
課

題
の

成
果

を
反

映
さ

せ
る

展
示

会
等

の
計

画
を

検
討

し
て

い
く

。

・
『

ア
イ

ヌ
文

化
紹

介
小

冊
子

』
の

配
布

・
活

用
を

図
る

と
と

も
に

、
小

冊
子

収
録

の
学

習
情

報
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
搭

載
す

る
。

ま
た

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
に

お
い

て
、

新
た

に
学

習
の

た
め

の
情

報
を

随
時

掲
載

し
て

い
く

枠
組

み
を

策
定

す
る

。

・
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

等
を

通
じ

て
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
活

動
を

わ
か

り
や

す
く

発
信

す
る

。

そ
の

他
の

達
成

状
況

各
種

委
員

へ
の

就
任

件
数

令
和

元
年

度
項

目
別

評
価

（
令

和
元

年
度

の
実

施
状

況
）

③
　

ア
イ

ヌ
文

化
紹

介
小

冊
子

の
配

布
・

活
用

③
　

ア
イ

ヌ
文

化
紹

介
小

冊
子

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
搭

載

③
　

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
へ

の
情

報
随

時
掲

載
の

枠
組

み
の

策
定

④
　

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
の

活
動

報
告

・
発

信

・
研

究
紀

要
、

企
画

テ
ー

マ
展

等
を

通
し

て
研

究
成

果
を

積
極

的
に

発
信

し
、

そ
の

内
容

を
充

実
さ

せ
る

。

・
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

の
記

事
数

（
４

件
）

・
他

機
関

の
機

関
紙

等
で

の
記

事
の

掲
載

数
（

2
件

）
・

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
（

２
件

）
・

新
聞

・
報

道
対

応
件

数
（

５
件

）
・

講
演

依
頼

件
数

（
8

件
）

・
各

種
委

員
へ

の
就

任
件

数
（

8
件

）

S

「
ち

ゃ
れ

ん
が

ニ
ュ

ー
ス

」
の

記
事

他
機

関
の

機
関

紙
等

で
の

記
事

の
掲

載
数

９
　

広
報

（
1

）

１
２

　
情

報
発

信
（

1
）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

〇 〇
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1
0

担
当

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

計
○

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
6

5

自
己

評
価

評
価

基
準

【
判

断
数

値
設

定
】

無
【

判
断

数
値

設
定

】

原
則

的
に

週
1

回
、

定
例

会
議

を
設

け
事

案
の

検
討

・
報

告
や

情
報

共
有

を
お

こ
な

っ
た

。

〇

②
研

究
セ

ン
タ

ー
職

員
に

よ
る

会
議

の
開

催

定
例

会
議

の
中

で
、

年
間

研
究

計
画

・
事

業
計

画
の

検
討

及
び

進
捗

状
況

の
報

告
等

を
実

施
。

①
基

本
方

針
に

つ
い

て
の

検
討

会
議

の
開

催

〇

・
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
運

営
・

事
業

推
進

に
係

る
検

討
の

場
に

つ
い

て
、

次
の

通
り

計
画

し
、

運
営

に
あ

た
る

。

①
調

査
研

究
等

の
基

本
方

針
に

つ
い

て
は

、
館

の
運

営
会

議
以

下
の

各
検

討
会

議
を

踏
ま

え
つ

つ
、

館
内

で
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

担
当

副
館

長
、

セ
ン

タ
ー

長
、

研
究

主
幹

及
び

非
常

勤
研

究
職

員
に

よ
る

検
討

会
議

を
随

時
開

催
す

る
。

②
研

究
セ

ン
タ

ー
職

員
に

よ
る

会
議

を
引

き
続

き
定

期
的

に
開

き
、

そ
の

際
参

集
で

き
な

い
職

員
に

つ
い

て
も

持
ち

回
り

な
ど

に
よ

る
情

報
共

有
を

確
保

す
る

。

③
研

究
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
会

議
や

研
究

業
務

を
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

学
芸

部
・

総
務

部
業

務
と

の
整

合
性

を
図

れ
る

時
間

配
分

を
措

置
す

る
。令

和
元

年
度

項
目

別
評

価
（

令
和

元
年

度
の

実
施

状
況

）
令

和
２

年
度

2
　

研
究

セ
ン

タ
ー

内
の

意
思

決
定

機
関

の
育

成

×

③
各

種
業

務
の

時
間

配
分

措
置

研
究

セ
ン

タ
ー

会
議

（
副

館
長

・
セ

ン
タ

ー
長

・
非

常
勤

職
員

の
会

議
／

職
員

全
体

の
会

議
等

）
の

定
例

開
催

達
成

状
況

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

備
考

ガ
バ

ナ
ン

ス
態

勢
の

育
成

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

1
点

検
項

目
集

計
×

×

B

　
平

成
2

7
年

度
末

に
北

海
道

立
総

合
博

物
館

協
議

会
か

ら
提

出
さ

れ
る

評
価

の
あ

り
方

に
対

す
る

答
申

に
応

じ
て

、
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
及

び
中

期
目

標
・

計
画

と
は

別
に

設
定

し
た

項
目

で
あ

る
。

②
研

究
セ

ン
タ

ー
職

員
に

よ
る

会
議

結
果

の
情

報
共

有

主
な

実
績

（
実

施
の

根
拠

）
実

施

①
ア

イ
ヌ

民
族

研
究

セ
ン

タ
ー

の
意

思
決

定
・

セ
ン

タ
ー

職
員

に
よ

る
会

議
を

定
例

（
都

度
）

実
施

　
⇔

　
運

営
会

議

前
年

度
比

・
定

期
的

な
会

合
に

つ
い

て
は

継
続

で
き

て
お

り
、

検
討

協
議

事
項

か
ら

報
告

事
項

ま
で

議
題

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

も
増

え
つ

つ
あ

る
一

方
、

会
議

結
果

の
確

認
・

共
有

や
、

研
究

／
業

務
計

画
の

検
討

に
引

き
続

き
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
を

課
題

と
す

る
。

内
容

（
計

画
達

成
に

向
け

た
具

体
的

業
務

）

前
年

度
の

業
務

内
容

・
実

績
を

維
持
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